
第
１
章

記
録
の
部

　東日本大震災という巨大災害が町に及ぼした影響を各種記録から概観し、残す。
　「震災の概要と被害状況」では、東日本の太平洋岸に甚大な津波災害をもたらし
た震災のあらましや、本町の沿岸各地区や産業などがどのような被害を受けたかに
ついて図表を用いながら解説する。
　「町役場の『３・11』」。役場４階に設置された災害対策本部での緊迫した状況や苦
難の日々を、当時の町長と副町長が振り返る。
　行政は震災の混乱期にどのように機能したのか。「町はどう対応したか」では、役
場に残る記録から実際の活動内容を紹介する。



�

震
度
５
強　
宮
古
市
、
山

田
町
（
大
沢
地
区　
※
役

場
は
震
度
５
弱
）、
盛
岡

市
、八
幡
平
市
、北
上
市
、

遠
野
市
、
平
泉
町

�

震
度
５
弱　
久
慈
市
、
普

代
村
、野
田
村
、二
戸
市
、

雫
石
町
、
葛
巻
町
、
岩
手

町
、
軽
米
町
、
紫
波
町

　

岩
手
・
宮
城
・
福
島
３
県

の
警
報
・
注
意
報
の
発
表

状
況
は
次
の
通
り
。

・�

３
月
11
日
14
時
49
分　
大
津
波
警
報
を

発
表

・�

３
月
12
日
20
時
20
分　
津
波
警
報
に
切

り
替
え

・�

３
月
13
日
７
時
30
分　
津
波
注
意
報
に

切
り
替
え

・�

３
月
13
日
17
時
58
分　
津
波
注
意
報
を

解
除

Ｂ 

被
害
の
概
要

岩
手
は
死
亡
率
高
く

　

こ
の
地
震
に
よ
る
被
害
の
概
要
を
東
日

本
の
主
な
都
道
県
で
比
較
す
る
と
、
そ
の

後
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
災
害

を
除
く
と
、
東
日
本
大
震
災
は
お
お

む
ね
巨
大
な
津
波
に
起
因
す
る
広

域
で
の
激
甚
な
大
災
害
だ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
（
表
Ⅰ-

２
）。

　

岩
手
県
で
は
、
全
壊
の
戸
数
が
宮
城
県

の
４
分
の
１
弱
だ
が
、
死
者
・
行
方
不
明

者
の
人
数
で
宮
城
県
の
半
数
程
度
で
あ

り
、
相
対
的
に
人
命
が
失
わ
れ
た
割
合
が

高
い
傾
向
に
あ
る
。

Ｃ 

山
田
町
で
の
津
波
の
状
況

地
区
ご
と
に
異
な
る

浸
水
深

　

山
田
町
で
の
津
波
到
達
時
間
は
地
区
ご

と
に
異
な
る
。
第
１
波
の
「
最
大
波
」
の

到
達
時
刻
は
、
３
月
11
日
午
後
３
時
22
分

前
後
で
あ
り
、
６
地
区
の
中
で
は
船
越
湾

側
の
小
谷
鳥
が
最
も
早
く
、
山
田
湾
内
の

山
田
地
区
で
最
も
遅
か
っ
た
。
ま
た
、
こ

の
最
大
波
に
よ
る
津
波
水
面
か
ら
地
面
ま

で
の
深
さ
（
浸
水
深
）
は
、
津
波
そ
の
も

の
の
高
さ
（
津
波
高
ま
た
は
痕
跡
高
）
や

土
地
の
高
低
に
応
じ
て
地
区
ご
と
に
異
な

る
。
お
お
ま
か
に
、
大
沢
地
区
約
６
メ
ー

ト
ル
、
柳
沢
・
北
浜
地
区
約
７
メ
ー
ト
ル
、

山
田
地
区
約
７
メ
ー
ト
ル
、
織
笠
地
区
約

８
メ
ー
ト
ル
、船
越
地
区
約
13
メ
ー
ト
ル
、

田
の
浜
地
区
約
19
メ
ー
ト
ル
、
大
浦
地
区

約
９
メ
ー
ト
ル
、
小
谷
鳥
地
区
約
17
メ
ー

ト
ル
だ
っ
た
（
図
Ⅰ-

３
）。

　

以
下
、第
１
章
に
示
す
「
浸
水
深
」
は
、

国
土
交
通
省
都
市
局
が
取
り
ま
と
め
た
各

地
の
地
表
面
か
ら
の
高
さ
を
基
に
し
て
い

る
の
で
、
海
岸
付
近
で
の
津
波
痕
跡
の
実

測（
今
野
ほ
か
２
０
１
１
）に
基
づ
く「
浸

水
高
」（
135
㌻
、
図
１-

１
な
ど
）
や
、

１  

震
災
の
概
要

Ａ 

地
震
の
概
要

巨
大
津
波

広
範
に
押
し
寄
せ

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
平
成
23

（
２
０
１
１
）年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分

に
発
生
し
た
。
震
央
は
宮
城
県
金
華
山
沖

東
方
１
５
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
で
あ
り
、

震
源
域
は
岩
手
県
沖
か
ら
千
葉
県
沖
に
至

る
ほ
ぼ
南
北
に
約
５
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
ほ
ぼ
東
西
に
約
２
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
あ
っ
た
。
最
大
震
度
は
宮
城
県
栗
原

市
の
震
度
７
で
あ
り
、
宮
城
県
内
陸
、
福

島
県
内
陸
や
沿
岸
、
茨
城
県
沿
岸
、
栃
木

県
で
震
度
６
強
を
記
録
し
、
岩
手
県
か
ら

千
葉
県
に
至
る
広
範
囲
で
場
所
に
よ
っ
て

震
度
６
弱
を
記
録
し
た
（
図
Ⅰ-

２
）。

山
田
町
で
は
大
沢
で
最
大
震
度
５
強
を
記

録
し
て
い
る
（
表
Ⅰ-

１
）。

　

地
震
の
揺
れ
は
長
く
激
し
か
っ
た
が
、

地
震
動
に
よ
る
死
者
・
行
方
不
明
者
の
発

生
や
建
物
の
倒
壊
・
破
損
な
ど
の
被
害
は

比
較
的
少
な
か
っ
た
。し
か
し
、地
震
に
よ

る
海
底
地
形
の
大
き
な
変
化
で
生
じ
た
巨

大
な
津
波
が
東
日
本
の
太
平
洋
沿
岸
に
数

十
分
後
に
押
し
寄
せ
、
北
海
道
南
部
か
ら

神
奈
川
県
に
至
る
広
い
範
囲
で
、
海
岸
の

低
平
地
な
ど
を
中
心
に
、
極
め
て
大
規
模

で
複
雑
な
被
害
の
連
鎖
を
引
き
起
こ
し
た
。

　

岩
手
県
内
で
は
次
の
震
度
を
記
録
し
た
。

�

震
度
６
弱　
大
船
渡
市
、
釜
石
市
、
滝
沢

村（
現
滝
沢
市
）、
矢
巾
町
、
花
巻
市
、
一

関
市
、
奥
州
市
、
藤
沢
町（
現
一
関
市
）

震 災 の
概 要 と
被害状況

気象庁「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地
震調査報告（気象庁技術報告第133号、平成 24
年12月）」から作成

山田地区の防潮堤に迫る津波。第1波の中での最大波とみられる。
湾内ではいかだがまだ被災しておらず、道路には避難途中の車が
見える（平成23年３月11日午後３時20分ごろ撮影）

気象庁ホームページから引用

遡上高
痕跡高浸水深

平常潮位（津波がない場合の潮位）

検潮所
津波の高さ

表Ⅰ－１　東北地方太平洋沖地震の概要

地震発生時刻 平成 23 年３月 11日 14 時 46 分

発 生 場 所 震央：三陸沖
（北緯 38度 06.2分、東経 142 度 51.6 分）

震 源 の 深 さ 24km

規 　 模 マグニチュード 9.0

最 大 震 度 宮城県栗原市 震度７
（山田町での最大震度 大沢 震度５強）

警 報 の 発 表 平成 23 年３月 11日 14 時 49 分
大津波警報

※�気象庁発表資料などを基に作成

図Ⅰ－2　震度分布図

図Ⅰ－１　検潮所における津波の高さと浸水深、痕跡高、遡上高の関係

図Ⅰ－3  津波浸水深分布図 国土交通省都市局「東日本大震災による被災現況調
査業務（岩手２）報告書（平成24年3月）」から

表Ⅰ－２　東日本大震災による被害の概要

 

Ｂ 

被
害
の
概
要 

岩
手
は
死
亡
率
高
く 

こ
の
地
震
に
よ
る
被
害
の
概
要
を
東
日
本
の
主
な
都

道
県
で
比
較
す
る
と
、
そ
の
後
の
東
京
電
力
福
島
第
１
原

子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
放
射
能
災
害
を
除
く
と
、
東

日
本
大
震
災
は
概
ね
巨
大
な
津
波
に
起
因
す
る
広
域
で

の
激
甚
な
大
災
害
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
（
表Ⅰ

‐
２
）。  

岩
手
県
で
は
、
死
者
・
行
方
不
明
者
の
人
数
で
宮
城
県

の
半
数
程
度
だ
が
、
全
壊
の
戸
数
で
は
宮
城
県
の
４
分
の

１
弱
で
あ
り
、
相
対
的
に
人
命
が
失
わ
れ
た
割
合
が
高
い

傾
向
に
あ
る
。 
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山
田
町
で
の
津
波
の
状
況 

 

地
区
ご
と
に
異
な
る
浸
水
深 

 

山
田
町
で
の
津
波
到
達
時
間
は
地
区
ご
と
に
異
な
る
。

第
１
波
の
「
最
大
波
」
の
到
達
時
刻
は
、
３
月

1
1

日
午

後
３
時

2
2

分
前
後
で
あ
り
、
６
地
区
の
中
で
は
船
越
湾

側
の
小
谷
鳥
が
最
も
早
く
、
山
田
湾
内
の
山
田
地
区
で
最

も
遅
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
最
大
波
に
よ
る
津
波
水
面
か

ら
地
面
ま
で
の
深
さ
（
浸
水
深
）
は
、
津
波
そ
の
も
の
の

高
さ
（
津
波
高
）
や
土
地
の
高
低
に
応
じ
て
地
区
ご
と
に

異
な
る
。
お
お
ま
か
に
、
大
沢
地
区
約
６
メ
ー
ト
ル
、
柳

沢
・
北
浜
地
区
約
７
メ
ー
ト
ル
、
山
田
地
区
約
７
メ
ー
ト

ル
、
織
笠
地
区
約
８
メ
ー
ト
ル
、
船
越
地
区
約

1
3

メ
ー

ト
ル
、
田
の
浜
地
区
約

1
9

メ
ー
ト
ル
、
大
浦
地
区
約
９

メ
ー
ト
ル
、
小
谷
鳥
地
区
約

1
7

メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
（
図

Ⅰ

‐
２
）
。 

以
下
、
第
１
章
に
示
す
「
浸
水
深
」
は
、
国
土
交
通
省

都
市
局
が
と
り
ま
と
め
た
各
地
の
地
表
面
か
ら
の
高
さ

を
基
に
し
て
い
る
の
で
、
海
岸
付
近
で
の
津
波
痕
跡
の
実

測
（
今
野
ほ
か
２
０
１
１
）
に
基
づ
く
「
浸
水
高
」
（
第

３
章
図
１
な
ど
）
や
、
実
地
踏
査
に
基
づ
く
「
浸
水
高
」

（
第
３
章
図
Ｄ
４
）
な
ど
、
平
均
海
面
を
基
準
に
し
た
値

と
は
異
な
る
。 

         
 

死者 行方不明者 全壊 半壊
（人） （人） （戸） （戸）

北海道 1 4
青森 3 1 308 701
岩手 4673 1126 19595 6570
宮城 9541 1237 82998 155129
秋田
山形 2
福島 1612 200 15140 78361
東京 7 15 198
茨城 24 1 2629 24369
栃木 4 261 2118
群馬 1 7
埼玉 24 199
千葉 21 3 801 10149

神奈川 4 41
全国 15893 2567 121771 277846

図Ⅰ－２ 津波浸水深分布図 

国土交通省都市局「東日本大震災による被災現況調査業務（岩手２）

報告書（平成 24年 3月）」 

大浦小学校 

大浦地区 

船越地区 

織笠地区 

山田地区 

大沢地区 

柳沢・北浜地区 

小谷鳥地区 

表Ⅰ－２ 東日本大震災に

よる被害の概要 

警察庁緊急災害警備本部広報資料（平成 27年 11

月 10日）から岩船作成 

警察庁緊急災害警備本部広報資料（平成 27年 11月
10日）から作成
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第1章  残す │ 震災の概要と被害状況



実
地
踏
査
に
基
づ
く
「
浸
水
高
」（
154
㌻
、

図
２- 
25
）
な
ど
、
平
均
海
面
を
基
準
に

し
た
値
と
は
異
な
る
。

Ｄ 

山
田
町
の
人
的
被
害

人
口
の
４
％
強
が

犠
牲
に

　

山
田
町
全
域
で
の
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
死
亡
者
数
お
よ
び
行
方
不
明
者
数
の
合

計
は
、
平
成
28
年
４
月
15
日
現
在
の
資
料

に
基
づ
く
と
、
８
２
５
人
（
表
Ⅰ-

３
）

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
山
田
町
全
人
口
（
平

成
23
年
３
月
１
日
時
点
で
の
１
万
９
２
７

０
人
）
の
約
４
・
３
％
に
当
た
る
。

　

死
亡
者
数
の
う
ち
②
認
定
死
亡
者
数

は
、
遺
体
が
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
も

の
の
、
家
族
が
当
人
の
死
を
届
け
出
た
こ

と
に
よ
っ
て
「
死
亡
」
と
認
定
さ
れ
た
死

亡
者
の
人
数
で
あ
る
。
③
遺
体
判
明
者
数

は
、
認
定
死
亡
者
数
の
う
ち
、
そ
の
後
に

発
見
さ
れ
た
頭
部
以
外
の
遺
体
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

調
査
等
に
よ
り
、
身
元
が
判
明
し
た
人
の

数
を
示
す
。

　

⑤
遺
体
収
容
者
数
は
警
察
が
発
表
し

た
、
山
田
町
で
収
容
さ
れ
た
遺
体
の
数
で

あ
る
。
⑥
実
際
の
死
亡
者
数
は
、
①
死
亡

者
数
８
２
４
人
か
ら
「
②
認
定
死
亡
者
数

２
１
０
人
か
ら
③
遺
体
判
明
者
数
66
人
を

除
い
た
人
数
１
４
４
人
」
を
さ
ら
に
除
い

た
人
数
で
あ
り
、
６
８
０
人
と
な
る
。
ま

た
、
実
際
の
行
方
不
明
者
数
は
、
④
行
方

不
明
者
数
１
人
に
「
②
認
定
死
亡
者
数
２

１
０
人
か
ら
③
遺
体
判
明
者
数
66
人
を
除

い
た
人
数
１
４
４
人
」
を
加
え
た
値
で
あ

り
、
１
４
５
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
表
Ⅰ-

３
に
お
け
る
合
計
８
２

５
人
に
は
、
東
日
本
大
震
災
の
契
機
と
な

っ
た
大
津
波
の
襲
来
に
よ
っ
て
死
亡
ま
た

は
行
方
不
明
と
な
っ
た
人
々
が
大
半
を
占

め
る
も
の
の
、
こ
の
発
災
よ
り
後
の
応
急

期
や
復
旧
期
に
避
難
所
や
応
急
仮
設
住
宅

な
ど
で
亡
く
な
り
「
震
災
関
連
死
」
と
認

定
さ
れ
た
83
人
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

岩
手
県
が
平
成
25
年
３
月
に
発
行
し
た

「
岩
手
県
東
日
本
大
震
災
津
波
の
記
録
」

で
は
、
沿
岸
市
町
村
の
被
災
状
況
を
比
較

し
て
い
る
。
主
だ
っ
た
市
町
の
死
亡
者
と

行
方
不
明
者
の
合
計
（
対
人
口
割
合
）
は
、

陸
前
高
田
市
１
７
７
３
人
（
７
・
６
％
）、

大
槌
町
１
２
４
０
人
（
８
・
２
％
）、
釜

石
市
１
０
４
０
人
（
２
・
６
％
）、
山
田

町
７
５
３
人
（
４
％
）、
宮
古
市
５
１
４

人
（
０
・
９
％
）、大
船
渡
市
４
２
０
人
（
１

％
）
で
あ
る
。
山
田
町
は
、
陸
前
高
田
市

や
大
槌
町
に
次
ぐ
甚
大
な
被
災
規
模
だ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。

Ｅ 

山
田
町
の
家
屋
被
害

４
割
近
く
が
全
壊

　

家
屋
被
害
は
、「
全
壊
」「
大
規
模
半
壊
」

「
半
壊
」「
一
部
損
壊（
半
壊
に
至
ら
な
い
）」

の
四
つ
に
大
き
く
分
類
さ
れ
る
。
津
波
や

洪
水
に
よ
る
水
害
の
場
合
、「
全
壊
」
は
、

例
え
ば
「
住
家
流
失
」
ま
た
は
「
１
階
天

井
ま
で
浸
水
」を
目
視
で
の
目
安
と
し
て
、

住
家
損
害
割
合
50
％
以
上
で
判
定
さ
れ

る
。
ま
た
「
大
規
模
半
壊
」
は
、「
床
上

浸
水
１
メ
ー
ト
ル
」
を
目
安
と
し
て
住
家

損
壊
割
合
40
％
以
上
、「
半
壊
」
は
「
床

上
浸
水
」
を
目
安
に
住
家
損
壊
割
合
20
％

以
上
、「
一
部
損
壊
（
半
壊
に
至
ら
な
い
）」

は
「
床
下
浸
水
」
を
目
安
に
住
家
損
壊
割

合
20
％
未
満
で
判
定
さ
れ
る
。

　

表
Ⅰ-

４
か
ら
、
山
田
町
全
体
で
は
、

居
宅
棟
数
７
１
９
９
棟
の
38
・
４
％
に
当

た
る
２
７
６
２
棟
が
全
壊
し
た
。
ま
た
、

大
規
模
半
壊
２
０
２
棟
、半
壊
２
０
３
棟
、

一
部
損
壊
２
０
２
棟
で
あ
り
、
こ
れ
ら
と

全
壊
の
合
計
が
「
被
害
家
屋
の
合
計
」
３

３
６
９
棟
と
な
る
。
こ
れ
は
、
居
宅
棟
数

の
46
・
７
％
に
当
た
る
。
ま
た
、
被
災
家

屋
３
３
６
９
棟
の
中
で
の
「
全
壊
」
の
割

合
は
約
82
％
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
割
合

か
ら
、
低
標
高
の
沖
積
平
野
な
ど
に
立
地

し
た
家
屋
が
津
波
に
よ
る
浸
水
で
面
的
に

広
く
被
害
を
受
け
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
地
震
直
後
、
山
田
地
区
と
田
の

浜
地
区
で
津
波
が
原
因
の
大
規
模
な
「
津

波
火
災
」
が
起
こ
り
、
織
笠
地
区
と
大
沢

地
区
で
も
小
規
模
な
火
災
が
発
生
し
た
。

　

次
に
、
地
区
別
に
家
屋
被
害
状
況
を
確

認
す
る
。
豊
間
根
地
区
で
は
、
地
震
動
に

よ
っ
て
「
一
部
損
壊
」
と
被
害
判
定
を
受

け
た
家
屋
が
７
棟
あ
る
が
、
津
波
の
被
害

に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
大
沢
（
浜
川
目

地
区
を
含
む
）、
山
田
（
柳
沢
・
北
浜
地

区
を
含
む
）、
織
笠
、
船
越
、
田
の
浜
、

大
浦
（
小
谷
鳥
地
区
を
含
む
）
の
６
地
区

が
主
に
津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
。

　
「
被
災
家
屋
」
の
割
合
が
70
・
６
％
と

最
も
高
か
っ
た
田
の
浜
地
区
で
は
、
▽
津

波
の
規
模
が
大
き
か
っ
た
船
越
湾
に
面
し

て
い
る
▽
昭
和
８
年
の
津
波
以
後
の
高
所

移
転
地
が
あ
る
も
の
の
居
宅
の
大
半
が
標

高
20
メ
ー
ト
ル
弱
以
下
の
平
野
に
立
地
し

て
い
た
▽
津
波
火
災
が
発
生
し
て
浸
水
域

以
外
の
家
屋
も
焼
失
し
た

―
こ
と
な
ど

に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

　

次
に
割
合
が
高
い
大
沢
地
区
で
は
、
中

心
的
な
生
業
で
あ
る
カ
キ
・
ホ
タ
テ
な
ど

の
養
殖
漁
業
や
、
こ
の
加
工
業
と
の
関
連

で
低
標
高
域
に
居
宅
や
作
業
場
が
立
地
す

る
こ
と
が
影
響
し
、
68
・
８
％
と
な
っ
た
。

　

３
番
目
に
高
い
山
田
地
区
で
は
、
山
田

町
の
中
心
市
街
地
が
低
標
高
の
沖
積
平
野

に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
や
、
津
波
火
災
も

発
生
し
た
こ
と
で
61
・
９
％
と
な
っ
た
。

　

以
上
の
３
地
区
で
は
、
豊
間
根
地
区
を

除
く
沿
岸
６
地
区
で
の
「
全
壊
」
の
割
合

45
・
８
％
と
「
被
災
家
屋
」
の
割
合
55
・

８
％
を
上
回
る
。
こ
れ
を
下
回
る
３
地
区

で
、
ま
ず
織
笠
で
は
、
内
陸
に
広
い
地
区

で
河
川
上
流
の
平
野
に
立
地
す
る
居
宅
が

被
害
を
受
け
ず
、
６
地
区
平
均
で
の
割
合

よ
り
や
や
低
く
な
っ
た
。
ま
た
、
大
浦
と

船
越
で
は
、
山
麓
緩
斜
面
な
ど
の
相
対
的

な
高
所
に
多
い
居
宅
が
津
波
到
達
範
囲
外

と
な
り
、
よ
り
低
い
割
合
と
な
っ
た
。

　

県
に
よ
る
と
、
山
田
町
の
家
屋
倒
壊
数

は
、
宮
古
市
４
０
０
５
棟
、
大
船
渡
市
３

９
３
４
棟
、
大
槌
町
３
７
１
７
棟
、
釜
石

市
３
６
５
５
棟
、
陸
前
高
田
市
３
３
４
１

棟
に
次
い
で
県
内
で
６
番
目
に
多
い
。

　

評
価
額
か
ら
推
計
し
た
町
内
の
建
物
被

害
額
は
48
億
５
６
５
２
万
４
千
円
で
あ
る
。

Ｆ 

山
田
町
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
被
害

全
域
で
停
電
、

給
水
停
止

　

地
震
直
後
、電
気
は
町
内
全
域
で
停
電
、�

電
話
は
固
定
電
話
、
携
帯
電
話
と
も
に
通

信
が
不
可
能
に
な
っ
た
。
水
道
は
豊
間
根

地
区
と
大
浦
地
区
の
一
部
を
除
い
て
ほ
ぼ

全
域
で
供
給
が
止
ま
り
、
下
水
道
も
全
域

で
処
理
が
停
止
し
た
。

　

鉄
道
は
Ｊ
Ｒ
山
田
線
の
線
路
や
関
連
施

設
が
津
波
で
流
失
し
、
道
路
は
国
道
45
号

を
は
じ
め
と
す
る
道
路
網
が
各
地
で
寸
断

し
た
。
一
方
、
高
台
に
整
備
さ
れ
た
三
陸

沿
岸
道
路
（
山
田
道
路
）
は
津
波
に
よ
る

被
害
を
免
れ
、
避
難
路
、
緊
急
輸
送
路
な

ど
と
し
て
機
能
し
、
山
田
町
の
孤
立
化
を

防
ぐ
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

織笠地区で全壊した家屋
（平成23年３月19日午前10時 55分撮影）

被災した織笠第二水源地（平成 23年３月19日午前11時 40分
撮影）。地下水をくみ上げるポンプが機能しなくなった

表Ⅰ－３　人的被害の状況
区　　分 人　数 備　　考

死亡者数 ① 824 人

平成28年4月15日現在うち認定死亡者数 ② 210 人

うち遺体判明者数 ③ 66 人

行方不明者数 ④ 1 人 平成26年3月14日現在

遺体収容者数 ⑤ 604 人 平成25年3月31日現在
宮古警察署発表

実際の死亡者数 ⑥ 680 人 ①−（②−③）

実際の行方不明者数 ⑦ 145 人 ④＋（②−③）

合　計 825 人 ⑥＋⑦

表Ⅰ－４　家屋被害の状況

※�平成24年6月1日現在。家屋を数える単位は「棟」

数 割合 数 割合
大沢 435 56.5% 32 37 26 530 68.8% 770
山田 1,300 50.6% 103 104 86 1,593 61.9% 2,571
織笠 477 45.6% 31 14 17 539 51.5% 1,045
船越 132 17.1% 19 21 32 204 26.4% 770
田の浜 324 63.0% 3 18 18 363 70.6% 514
大浦 94 26.5% 14 9 16 133 37.4% 355
小計 2,762 45.8% 202 203 195 3,362 55.8% 6,025
豊間根 0 0.0% 0 0 7 7 0.5% 1,174
合計 2,762 38.4% 202 203 202 3,369 46.7% 7,199

大規模
半壊 半壊 一部

損壊
被災家屋の合計 居宅

棟数地　区
全　壊

37 36

第1章  残す │ 震災の概要と被害状況



区
市
街
地
（
以
下
、
市
街
地
）
で
は
堤
防

が
４
カ
所
破
堤
し
、
同
地
区
浜
川
目
で
は

県
道
重
茂
半
島
線
が
津
波
に
よ
る
侵
食
を

受
け
て
４
カ
所
で
寸
断
し
た
。

　

同
様
に
、
大
沢
地
区
に
お
け
る
建
物
被

災
状
況
と
津
波
浸
水
深
と
の
関
係
を
把
握

し
た
い
。
図
Ⅰ-

６
は
、
国
土
交
通
省
都

市
局
「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
現
況

調
査
業
務
（
岩
手
２
）
報
告
書
（
平
成
24

年
３
月
）」
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

建
物
ご
と
の
被
害
状
況
が
１
棟
ず
つ
明
示

さ
れ
て
お
り
、
浸
水
深
が
１
メ
ー
ト
ル
ご

と
に
色
分
け
さ
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
木

造
家
屋
で
は
、
浸
水
深
２
メ
ー
ト
ル
の
場

合
に
流
速
毎
秒
５
メ
ー
ト
ル
で
流
失
し
、

浸
水
深
３
メ
ー
ト
ル
の
場
合
に
流
速
毎
秒

３
メ
ー
ト
ル
で
流
失
す
る
と
い
わ
れ
る
。

　

浜
川
目
で
の
「
全
壊
（
流
失
）」
の
分

布
と
そ
こ
で
の
津
波
浸
水
深
に
注
目
す
る

と
（
図
Ⅰ-

６
）、
中
央
部
を
南
流
す
る

２  
津
波
の
被
害
状
況 

地
区
別

Ａ 

大
沢
地
区

防
潮
堤
低
く

被
害
拡
大

（
1
）
被
災
前
の
地
区
の
概
況

　

大
沢
地
区
は
、
山
田
湾
北
側
に
立
地
す

る
（
図
Ⅰ-

４
）。
山
林
ま
で
含
め
た
面

積
１
９
４
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
用
途

地
域
（
市
街
地
な
ど
）
61
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

大
半
は
、海
沿
い
の
低
標
高
地
に
広
が
る
。

高
齢
化
率
28
・
６
％
で
、
相
対
的
に
若
者

が
多
く
、
ホ
タ
テ
や
カ
キ
な
ど
の
養
殖
漁

業
で
の
後
継
者
も
多
い
（
表
Ⅰ-

５
）。

（
2
） 

被
害
状
況

　

大
沢
地
区
で
は
、
居
宅
（
住
家
）
や
カ

キ
・
ホ
タ
テ
養
殖
業
の
作
業
場
な
ど
が
立

地
す
る
用
途
地
域
の
約
７
割
が
浸
水
し
、

全
壊
４
３
５
棟
、
大
規
模
半
壊
32
棟
な
ど

（
表
Ⅰ-

６
）、
大
沢
地
区
の
全
居
宅
棟
数

の
約
68
・
８
％
が
被
害
を
受
け
た
（
表
Ⅰ

-

４
）。
ま
た
、
人
的
被
害
（
各
地
区
と

も
震
災
当
時
の
居
住
地
で
集
計
）
と
し
て

は
、
死
者
１
２
１
人
（
地
区
人
口
の
５
・

４
％
）
で
、
こ
の
う
ち
71
・
９
％
が
高
齢

者
で
あ
っ
た
（
表
Ⅰ-

６
）。

　

仮
設
住
宅
は
、
４
カ
所
に
２
３
５
戸
が

建
設
さ
れ
た
。
全
壊
と
大
規
模
半
壊
の
合

計
４
６
７
棟
と
の
関
係
か
ら
、
お
お
よ
そ

の
「
地
区
内
仮
設
住
宅
選
択
可
能
率
」
を

50
・
３
％
と
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

公
共
施
設
で
は
、
山
田
消
防
署
、
山
田

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
、
大
沢
川
向
集
落

セ
ン
タ
ー
、
第
10
分
団
消
防
屯
所
、
大
沢

漁
村
セ
ン
タ
ー
、
浜
川
目
団
地
、
浜
川
目

集
会
場
、
山
田
町
水
産
セ
ン
タ
ー
、
漁
業

集
落
排
水
処
理
施
設
等
が
被
災
し
た
が
、

標
高
約
30
メ
ー
ト
ル
に
立
地
す
る
大
沢
小

学
校
、
山
田
町
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
、
町

民
総
合
運
動
公
園
は
被
災
を
免
れ
た
（
表

Ⅰ-

６
）。

　

ま
た
、
大
沢
地
区
で
の
浸
水
エ
リ
ア
は

海
岸
か
ら
最
大
約
８
０
０
メ
ー
ト
ル
ま
で

陸
側
に
及
ん
だ
（
図
Ⅰ-

５
）。
津
波
火

災
も
国
道
45
号
沿
い
で
１
カ
所
発
生
し
た

が
、
消
防
団
な
ど
の
活
躍
に
よ
っ
て
延
焼

の
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
大
沢
地

表Ⅰ－５　大沢地区の概要

※高齢化率＝ 65 歳以上の人口が占める割合

表Ⅰ－６　大沢地区での被害状況等

図Ⅰ－５　大沢地区の被災状況
山田町「第2回山田町東日本大震災津波復興計画7策定委員会資料（平成23年5月）」から

図Ⅰ－４　大沢地区の位置
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■位置図
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位　置 山田湾北側沿岸に集落を形成

面積（用途地域） 1944 ヘクタール（61 ヘクタール）

人口（高齢化率） 2231 人（28.6％）　※ H23.3.1 現在

地区の特徴

・ 漁業（養殖）が盛んな地区であり、若い
後継者が多い

・一粒ガキの発祥地
・国道 45 号沿いに大規模商業施設が立地

浸水状況
・津波の浸水深はホーマック周辺で約４ｍ。国道 45 号沿道では遡上高約 10 ｍ
・最大浸水深はジョイス周辺の海岸部や浜川目の海岸部で約 6 ｍ
・用途地域（市街地）の約７割が浸水

人的被害 ・死亡者数 121 人（認定死亡者数を含む）＝平成 23 年 12 月１日時点、当時の居住地で集計
・地区人口の 5.4％が死亡・行方不明。死亡・行方不明に占める高齢者の割合は 71.9％

家屋等 ・435 棟が全壊、32棟が大規模半壊（平成 24 年６月１日時点）

堤防・道路等 ・大沢漁港周辺の防潮堤約 170 ｍが倒壊
・浜川目で県道重茂半島線が損壊

公共施設等
・ 山田消防署、山田勤労者体育センター、大沢川向集落センター、第 10 分団 消防屯所、大沢漁村

センター、浜川目団地、浜川目集会場、山田町水産センター、漁業集落排水処理施設等が被災
・高台にある大沢小学校、山田町ふるさとセンター、町民総合運動公園は被災を免れた

仮設住宅 ・４カ所、235 戸建設済

図Ⅰ－６　大沢地区の建物被災状況と津波浸水深
国土交通省都市局「東日本大震災による被災現況調査業務（岩手２）報告書（平成24年3月）」から

神倉沢

漁協
大沢川

大沢漁港
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Ｂ 

柳
沢
・
北
浜
地
区

津
波
で
国
道
寸
断

（
1
） 

被
災
前
の
地
区
の
概
況

　

柳
沢
・
北
浜
地
区
は
、
山
田
湾
西
北
側

に
立
地
す
る
（
図
Ⅰ-

７
）。
海
沿
い
の

低
標
高
地
は
大
半
が
農
地
だ
っ
た
が
、
三

陸
沿
岸
道
路
（
山
田
道
路
）
の
山
田
イ
ン

タ
ー
が
で
き
、
土
地
区
画
整
理
事
業
が
近

年
進
め
ら
れ
、
大
型
店
舗
や
家
屋
の
建
設

が
相
次
い
で
い
る
（
表
Ⅰ-

７
）。

（
2
）
被
害
状
況

　

津
波
高
は
海
岸
部
で
約
８
メ
ー
ト
ル

（
表
Ⅰ-

８
）。
最
大
浸
水
深
は
標
高
約
１

メ
ー
ト
ル
の
海
岸
部
で
約
７
メ
ー
ト
ル
と

な
っ
て
い
る
。
関
口
川
が
形
成
し
た
沖
積

平
野
の
面
積
が
比
較
的
広
く
、
そ
こ
に
立

地
す
る
用
途
地
域
の
約
９
割
が
浸
水
し
た
。

　

公
共
施
設
で
は
、
県
立
山
田
病
院
、
柳

沢
団
地
、
柳
沢
団
地
集
会
所
、
北
浜
防
災

セ
ン
タ
ー
、
第
８
分
団
消
防
屯
所
、
山
田

水
源
地
が
被
災
し
た
が
、
山
田
北
小
学
校

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
浸
水
し
た
も
の
の
校
舎

は
浸
水
し
な
か
っ
た
（
表
Ⅰ-

８
）。
仮

設
住
宅
は
９
カ
所
に
４
７
５
戸
が
建
設
さ

れ
た
。

　

柳
沢
・
北
浜
地
区
で
は
浸
水
エ
リ
ア
は

海
岸
か
ら
最
大
約
１
キ
ロ
ま
で
陸
側
に
及

ん
だ
（
図
Ⅰ-

８
）。

　

関
口
川
左
岸
の
柳
沢
地
区
で
は
、
三
陸

沿
岸
道
路
か
ら
続
く
道
路
と
の
結
節
点
か

ら
南
西
側
の
国
道
45
号
の
道
路
が
津
波
に

よ
る
侵
食
で
損
壊
・
寸
断
さ
れ
た
。
ま
た
、

関
口
川
河
口
で
は
、
左
岸
の
柳
沢
地
区
と

右
岸
の
北
浜
地
区
の
両
岸
で
堤
防
が
破
壊

さ
れ
、
さ
ら
に
周
辺
の
宅
地
が
え
ぐ
ら
れ

る
よ
う
に
侵
食
さ
れ
た
。
こ
こ
は
河
口
の

低
湿
地
を
埋
め
立
て
た
場
所
で
あ
り
、「
液

状
化
」
が
関
与
し
て
被
災
に
至
っ
た
可
能

性
が
あ
る
。

　

柳
沢
・
北
浜
地
区
で
の
「
全
壊
（
流
失
）」

の
分
布
と
そ
こ
で
の
津
波
浸
水
深
に
注
目

す
る
と
（
図
Ⅰ-

９
）、
柳
沢
地
区
で
は

海
岸
線
か
ら
約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
内
側
の

浸
水
深
「
５
メ
ー
ト
ル
以
上
」
で
も
「
全

壊
（
条
件
付
き
再
生
可
）」
の
１
階
建
て

木
造
家
屋
が
９
棟
ま
と
ま
っ
て
分
布
し
て

お
り
、流
失
し
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
、
さ
ら
に
内
陸
側
の
浸
水
深
「
１
～

２
メ
ー
ト
ル
」
に
「
全
壊
（
流
失
）」
の

家
屋
が
あ
る
。
柳
沢
地
区
で
の
津
波
の
流

速
は
、
毎
秒
数
メ
ー
ト
ル
前
後
で
か
な
り

変
動
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
デ

ー
タ
そ
の
も
の
の
有
効
性
も
含
め
て
再
考

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
北
浜

地
区
で
も
海
岸
線
か
ら
約
５
０
０
メ
ー
ト

ル
内
陸
の
浸
水
深
「
２
～
３
メ
ー
ト
ル
」

の
所
で
「
全
壊
（
流
失
）」
の
家
屋
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
津
波
の
流
速
が
毎

神か

倉く
ら

沢ざ
わ

右
岸
の
海
岸
線
か
ら
約
４
０
０
メ

ー
ト
ル
内
側
の
浸
水
深
「
１
～
２
メ
ー
ト

ル
」
や
「
２
～
３
メ
ー
ト
ル
」
の
場
所
な

ど
で
も
「
全
壊
（
流
失
）」
の
家
屋
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
浜
川

目
で
の
津
波
の
流
速
は
、
毎
秒
５
メ
ー
ト

ル
前
後
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
浜

川
目
で
は
、
防
潮
堤
の
高
さ
が
海
面
か
ら

３
・
５
～
４
メ
ー
ト
ル
と
低
く
、
防
潮
堤

を
越
え
て
大
量
の
海
水
が
入
り
込
み
、
流

入
す
る
津
波
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減
じ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

市
街
地
で
の
「
全
壊
（
流
失
）」
の
分

布
と
そ
こ
で
の
津
波
浸
水
深
に
注
目
す
る

と
（
図
Ⅰ-

６
）、
大
沢
川
左
岸
で
海
岸

線
か
ら
約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
内
側
で
浸
水

深
「
２
～
３
メ
ー
ト
ル
」
の
場
所
な
ど
で

も
「
全
壊
（
流
失
）」
の
家
屋
を
見
つ
け

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
街
地
に
入
り
込
ん

だ
津
波
の
流
速
は
、
お
お
む
ね
毎
秒
３
メ

ー
ト
ル
を
超
え
て
毎
秒
５
メ
ー
ト
ル
未
満

で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。市
街
地
で
は
、

漁
協
周
辺
で
防
潮
堤
の
高
さ
が
海
面
か
ら

６
・
６
メ
ー
ト
ル
と
相
対
的
に
高
い
も
の

の
、
漁
協
西
側
の
中
条
地
区
か
ら
上
条
地

区
に
か
け
て
と
東
端
で
は
海
面
か
ら
４
メ

ー
ト
ル
と
低
く
、
特
に
西
側
を
中
心
に
大

量
の
海
水
が
入
り
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
で
の
平
泳
ぎ
50
メ
ー

ト
ル
の
記
録
を
考
え
る
と
、
20
代
男
性
の

場
合
秒
速
２
メ
ー
ト
ル
強
で
泳
ぎ
、
40
代

以
上
の
男
性
や
女
性
の
場
合
に
は
秒
速
２

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
速
度
で
泳
ぐ
こ
と
が

で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
速
度
を
参
考
に
し

て
も
、
浜
川
目
や
市
街
地
で
は
人
の
体
力

で
抗
う
こ
と
が
で
き
る
流
速
を
は
る
か
に

超
え
た
津
波
が
流
入
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
エ
リ
ア
で
は
、
防
潮
堤

の
高
さ
が
低
い
こ
と
か
ら
引
き
波
時
に
も

速
い
流
速
の
流
れ
が
海
側
に
向
か
っ
て
生

じ
、
多
く
の
建
物
が
さ
ら
に
破
壊
さ
れ
、

被
災
の
度
合
い
を
高
め
た
と
思
わ
れ
る
。

表Ⅰ－８　柳沢・北浜地区での被害状況等

図Ⅰ－７　柳沢・北浜地区の位置

大沢地区上条付近の被災状況（平成23年３月21日午後４時44分撮影）。
同地区の防潮堤は、東側と西側の両端が低く、そこから勢いよく津波が流れ込んだ

大沢地区浜川目に押し寄せた津波と流される家屋（平成23年３月11日午後３時28分撮影）

浸水状況
・津波高は海岸部で約８ｍ　
・最大浸水深は海岸部で約７ｍ
・用途地域（市街地）の約９割が浸水

人的被害 （山田地区で整理）

家屋等 （山田地区で整理）

堤防・道路等 ・関口川の堤防が破堤
・国道 45 号の路面が崩壊

公共施設等
・ 県立山田病院、柳沢団地、柳沢団地集会所、北浜防災センター、第８分団

消防屯所、山田水源地が被災
・山田北小学校のグラウンドは浸水したものの校舎は浸水を免れた

仮設住宅 ・９カ所、475 戸建設済（関谷・関口地区を含む）

大　沢

りくちゅう
やまだ

おりかさ

りくちゅう
やまだ

おりかさ

山田道路 いわて
ふなこし

国
道
45
号

山田湾

船　越

船越湾

織　笠
（田の浜）

（大浦）

山　田

豊間根

大　沢

りくちゅう
やまだ

おりかさ

りくちゅう
やまだ

おりかさ

山田道路 いわて
ふなこし

国
道
45
号

山田湾

船　越

船越湾

織　笠
（田の浜）

（大浦）

山　田

豊間根

大　沢

りくちゅう
やまだ

おりかさ

りくちゅう
やまだ

おりかさ

山田道路 いわて
ふなこし

国
道
45
号

山田湾

船　越

船越湾

織　笠
（田の浜）

（大浦）

山　田

豊間根

大　沢

りくちゅう
やまだ

おりかさ

りくちゅう
やまだ

おりかさ

山田道路 いわて
ふなこし

国
道
45
号

山田湾

船　越

船越湾

織　笠
（田の浜）

（大浦）

山　田

豊間根

大　沢

りくちゅう
やまだ

おりかさ

りくちゅう
やまだ

おりかさ

山田道路 いわて
ふなこし

国
道
45
号

山田湾

船　越

船越湾

織　笠
（田の浜）

（大浦）

山　田

豊間根

大　沢

りくちゅう
やまだ

おりかさ

りくちゅう
やまだ

おりかさ

山田道路 いわて
ふなこし

国
道
45
号

山田湾

船　越

船越湾
小谷鳥湾

織　笠

（大浦）

山　田

豊間根

大沢

■位置図

柳沢・北浜

山田

織笠

船越・田の浜

大浦

（小谷鳥）

■位置図

■位置図

■位置図

■位置図

■位置図

表Ⅰ－７　柳沢・北浜地区の概要

位　置 関口川沿いの地区で、三陸
沿岸道路のＩＣに近接

面積（用途地域） （山田地区で整理）

人口（高齢化率） （山田地区で整理）

地区の特徴

・土地の大半が農地
・ 土地区画整理事業が進め

られている
  （H10 ～ 32、６割進捗）
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Ｃ 

山
田
地
区

「
津
波
火
災
」
で

 

市
街
地
焼
失

（
1
）
被
災
前
の
地
区
の
概
況

　

山
田
地
区
は
、
山
田
湾
西
側
に
立
地
す

る
（
図
Ⅰ- 

10
）。
柳
沢
・
北
浜
地
区
を

合
わ
せ
て
面
積
２
８
４
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

う
ち
、
用
途
地
域
は
１
８
３
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
あ
る
。
人
口
は
、
柳
沢
・
北
浜
地
区
を

合
わ
せ
て
６
８
０
６
人
で
、
町
の
総
人
口

の
35
・
３
％
を
占
め
、
高
齢
化
率
32
％
で

あ
る
。
町
の
中
心
市
街
地
を
含
み
、役
場
、

Ｊ
Ｒ
駅
、
商
業
施
設
等
が
多
く
集
積
し
て

い
た
（
表
Ⅰ-

９
）。

（
2
） 

被
害
状
況

　

津
波
高
は
海
岸
部
で
約
８
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
（
表
Ⅰ- 

10
）。
浸
水
深
は
標
高
約

１
メ
ー
ト
ル
の
海
岸
部
で
最
大
約
７
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。
ま
た
、
用
途
地
域
の
約
５

割
が
浸
水
し
た
。
人
的
被
害
は
死
者
２
８

４
人
・
行
方
不
明
者
５
人
（
地
区
人
口
の

４
・
２
％
）
で
、
こ
の
う
ち
62
・
３
％
が

高
齢
者
だ
っ
た
（
表
Ⅰ- 

10
）。

　

公
共
施
設
で
は
、町
役
場（
地
下
１
階
）、

山
田
漁
村
セ
ン
タ
ー
、
飯
岡
防
災
セ
ン
タ

ー
、
観
光
案
内
所
、
第
６
分
団
消
防
屯
所
、

山
田
海
洋
セ
ン
タ
ー
艇
庫
、
町
立
艇
庫
等

が
被
災
し
た
が
、
中
央
公
民
館
、
保
健
セ

ン
タ
ー
等
は
被
災
を
免
れ
た
（
表
Ⅰ- 

10
）。
仮
設
住
宅
は
、
９
カ
所
に
２
１
２

戸
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
の
山
田
地
区
の
２

１
２
戸
と
柳
沢
・
北
浜
地
区
の
４
７
５
戸

と
の
合
計
６
８
７
戸
、
お
よ
び
「
山
田
地

区
で
整
理
」
さ
れ
た
柳
沢
・
北
浜
地
区
で

の
分
も
合
わ
せ
た
山
田
地
区
で
の
全
壊
と

大
規
模
半
壊
の
合
計
１
４
０
３
棟
と
の
関

係
か
ら
、
全
て
の
被
災
者
が
山
田
地
区
お

よ
び
柳
沢
・
北
浜
の
内
に
居
住
し
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
お
お
よ
そ
の
「
地
区
内
仮

設
住
宅
選
択
可
能
率
」
を
48
・
９
％
と
計

算
す
る
こ
と
が
で
き
、
ほ
ぼ
半
数
の
被
災

者
が
山
田
地
区
お
よ
び
柳
沢
・
北
浜
地
区

の
外
の
仮
設
住
宅
に
居
住
す
る
必
要
が
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

山
田
地
区
で
は
海
岸
か
ら
最
大
約
７
０

０
メ
ー
ト
ル
ま
で
陸
側
が
浸
水
し
た
（
図

秒
３
～
５
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
こ
と
が
推

測
で
き
る
。

　

柳
沢
地
区
に
は
、
防
潮
堤
は
建
設
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
北
浜
地
区
に
は
４
メ
ー

ト
ル
高
の
防
潮
堤
が
あ
っ
た
も
の
の
、
関

口
川
河
口
付
近
で
は
堤
防
と
連
続
し
て
い

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
津
波
は
関
口
川

沿
い
に
沖
積
平
野
の
奥
ま
で
侵
入
し
、
河

川
堤
防
を
越
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
防
潮
堤
が
な
い
柳
沢
地
区
で
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
～
４
階
建
て
の
町
営

住
宅
が
津
波
の
勢
い
を
減
じ
さ
せ
た
も
の

の
、
広
い
道
路
沿
い
に
津
波
の
流
れ
が
流

入
し
て
、
部
分
的
に
流
速
が
速
く
な
っ
た

も
の
と
推
測
も
で
き
る
。

図Ⅰ－８　柳沢・北浜地区の被災状況
山田町「第2回山田町東日本大震災津波復興計画7策定委員会資料（平成23年5月）」から

表Ⅰ－10　山田地区での被害状況等

津波は防潮堤（左側）を越えて、北浜地区の家屋などを大きく
破壊した（平成23年３月25日午後４時12分撮影）

津波の威力で路盤がえぐられた柳沢地区の国道45号（平成23年３月
17日午前11時55分撮影）。右奥は3階まで浸水した町営住宅

浸水状況
・津波高は海岸部で約８ｍ
・最大浸水深は海岸部で約７ｍ、陸中山田駅で約２ｍ
・用途地域（市街地）の約５割が浸水

人的被害
・ 死亡者数284人（認定死亡者数を含む）、行方不明者数５人＝平成23年12月1日時点、柳沢・北浜地区を含む、

当時の居住地で集計
・地区人口の 4.2％が死亡・行方不明。死亡・行方不明に占める高齢者の割合は 62.3％

家屋等 ・1300 棟が全壊、103 棟が大規模半壊（平成 24 年 6 月 1日時点、柳沢・北浜地区を含む）
・ＪＲ陸中山田駅周辺は火災により焼失

堤防・道路等 ・防潮堤約1200ｍが被災（崩壊等）

公共施設等
・ 町役場（地下 1 階）、山田漁村センター、飯岡防災センター、観光案内所、第６分団消防屯所、山田海洋センター

艇庫、町立艇庫等が被災
・中央公民館、保健センター等は被災を免れた

仮設住宅 ・９カ所、212 戸建設済
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大浦

（小谷鳥）

■位置図

■位置図

■位置図

■位置図

■位置図

表Ⅰ－９　山田地区の概要

位　置 山田湾西側沿岸に集落を形成

面積（用途地域） 2842 ヘクタール
（183 ヘクタール）

人口（高齢化率） 6806 人（32.0％）
※ H23.3.1 現在

地区の特徴 ・町の中心市街地
・役場、ＪＲ駅、商業施設等が集積

図Ⅰ－10　山田地区の位置

三陸沿岸道路
山田道路

図Ⅰ－９　柳沢・北浜地区の建物被災状況と津波浸水深
国土交通省都市局「東日本大震災による被災現況調査業務（岩手２）報告書（平成24年3月）」から

三陸沿岸道路
山田道路

町営住宅

関口川

43 42
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分
布
と
そ
こ
で
の
津
波
浸
水
深
に
注
目
す

る
と
（
図
Ⅰ- 

12
）、
山
田
地
区
で
は
、

海
岸
線
か
ら
約
６
０
０
メ
ー
ト
ル
内
陸
で

Ｊ
Ｒ
の
線
路
よ
り
西
側
の
浸
水
深
「
２
～

３
メ
ー
ト
ル
」
の
一
帯
で
も
「
全
壊
（
流

失
）」
の
家
屋
が
分
布
し
て
い
る
。
こ
の

家
屋
が
木
造
住
宅
で
あ
れ
ば
、
流
速
が
毎

秒
３
～
５
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
山
田
地
区
で
は
家
屋
が
密

集
し
て
お
り
、
こ
の
場
所
で
毎
秒
３
～
５

メ
ー
ト
ル
の
津
波
の
流
れ
が
あ
っ
た
と
考

え
に
く
い
。
こ
の
付
近
は
津
波
火
災
で
延

焼
し
た
領
域
で
も
あ
り
、
こ
こ
で
の
「
全

壊
」
は
津
波
で
の
流
失
に
よ
る
も
の
で
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

山
田
地
区
で
の
津
波
高
の
分
布
に
つ
い

て
は
、第
３
章
の
「
津
波
の
来
襲
と
避
難
」

で
詳
細
な
現
地
調
査
に
よ
る
成
果
を
公
開

し
て
お
り
、
津
波
火
災
に
よ
っ
て
延
焼
し

た
範
囲
に
つ
い
て
も
当
時
の
写
真
等
の
資

料
か
ら
再
度
検
証
し
て
、
焼
失
の
過
程
や

段
階
ご
と
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。

　

山
田
地
区
で
は
防
潮
堤
の
倒
壊
が
激
し

く
、
こ
れ
は
、
陸
上
お
よ
び
浅
海
底
の
地

形
・
地
盤
条
件
を
十
分
考
慮
せ
ず
に
防
潮

堤
を
建
設
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
倒
壊
し
た
防
潮
堤

の
基
礎
に
接
す
る
部
分
を
現
地
調
査
時
に

見
る
と
、
鉄
筋
の
量
が
極
め
て
少
な
く
、

木
杭
が
用
い
ら
れ
て
い
る
所
も
あ
っ
た
。

今
後
、
残
さ
れ
た
写
真
な
ど
の
資
料
を
分

析
し
て
、
さ
ら
に
検
証
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
ろ
う
。

Ⅰ- 

11
）。
津
波
が
原
因
の
「
津
波
火
災
」

は
２
カ
所
で
発
生
し
た
。
が
れ
き
に
よ
る

道
路
の
寸
断
や
、
地
震
に
伴
う
水
道
の
停

止
で
、
消
火
活
動
も
十
分
に
行
え
な
い
ま

ま
、
Ｊ
Ｒ
山
田
線
陸
中
山
田
駅
周
辺
の
中

心
市
街
地
が
広
範
囲
に
焼
失
し
た
。

　

山
田
地
区
で
は
、
津
波
の
流
入
に
よ
っ

て
防
潮
堤
が
山
田
湾
に
面
し
た
ほ
ぼ
全
て

の
区
間
で
被
災
し
た
。
一
部
で
は
重
力
式

の
防
潮
堤
が
倒
壊
し
、
広
く
付
近
が
洗
掘

さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
場
所
は
、
関
口
川

河
口
な
ど
と
同
様
に
低
湿
地
を
埋
め
立
て

た
土
地
で
、「
液
状
化
」
の
発
生
が
疑
わ

れ
る
ほ
か
、
154
㌻
の
図
２-�

23
に
示
す
海

底
地
形
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。

　

山
田
地
区
で
の
「
全
壊
（
流
失
）」
の

図Ⅰ－11　山田地区の被災状況
山田町「第2回山田町東日本大震災津波復興計画7策定委員会資料（平成23年5月）」から

国土交通省都市局「東日本大震災による被災現況調査業務（岩手２）報告書（平成24年3月）」から
図Ⅰ－12　山田地区の建物被災状況と津波浸水深

山田地区で倒壊した防潮堤と、波打つ形状となった路面アスファルト（平成23年３月25日�午後２時58分撮影）

中心街の「全壊（流失）」地区で、津波
とその後の火災に耐えた蔵（右上）
＝平成23年３月31日
午後４時45分撮影

JR陸中
山田駅

山田漁港
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Ｄ 
織
笠
地
区

津
波
２
キ
ロ
遡
上
、

浸
水
深
く

（
1
）
被
災
前
の
地
区
の
概
況

　

織
笠
地
区
は
、
山
田
湾
南
西
側
に
位
置

す
る（
図
Ⅰ- 

13
）。
面
積
４
６
１
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
う
ち
用
途
地
域
は
57
ヘ
ク
タ
ー

ル
。
人
口
２
８
１
２
人
で
高
齢
化
率
32
・

７
％
で
あ
る
。用
途
地
域
の
大
半
は
宅
地

で
あ
り
、
チ
リ
地
震
津
波
後
の
河
川
堤
防

の
建
設
と
合
わ
せ
て
水
田
や
河
口
部
の
海

が
埋
め
立
て
ら
れ
た（
表
Ⅰ- 

11
）。
ま
た
、

そ
の
西
や
北
に
接
す
る
丘
陵
地
を
平
坦
化

し
て
、
公
共
施
設
用
地
等
が
広
が
っ
た
。

（
2
） 

被
害
状
況

　

津
波
高
は
織
笠
漁
港
海
岸
部
で
約
９
メ

ー
ト
ル
で
あ
り
、
跡
浜
で
は
遡そ

上じ
ょ
う

高こ
う

が

約
10
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
（
表
Ⅰ- 

12
）。

浸
水
深
は
標
高
約
１
メ
ー
ト
ル
の
織
笠
漁

港
で
最
大
約
８
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
人
的

被
害
は
死
亡
者
１
０
６
人
・
行
方
不
明
者

１
人
（
地
区
人
口
の
３
・
８
％
）
で
、
こ

の
う
ち
61
・
７
％
が
高
齢
者
だ
っ
た
（
表

Ⅰ- 

12
）。

　

公
共
施
設
で
は
、
織
笠
水
源
地
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
細
浦
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、
森

地
区
集
会
場
、
第
４
分
団
消
防
屯
所
、
織

笠
婦
人
若
者
等
活
動
促
進
セ
ン
タ
ー
等
が

被
災
し
た
が
、
山
田
中
学
校
、
織
笠
小
学

校
、
織
笠
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
町

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
山
田
高
校
等
は
被
災
を

免
れ
た
（
表
Ⅰ- 

12
）。

　

ま
た
、
織
笠
川
に
沿
っ
て
少
な
く
と
も

最
大
約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
上
流
に
津
波
が

遡
上
し
、
河
川
沿
い
の
沖
積
平
野
が
広
く

冠
水
し
て
農
地
が
広
域
で
被
害
を
受
け
た

（
図
Ⅰ- 

14
）。

　

仮
設
住
宅
は
７
カ
所
に
４
７
４
戸
が
建

設
さ
れ
た
。
全
壊
と
大
規
模
半
壊
の
合
計

５
０
８
棟
と
の
関
係
か
ら
、
お
お
よ
そ
の

「
地
区
内
仮
設
住
宅
選
択
可
能
率
」
を

93
・
３
％
と
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
、
９

割
を
超
え
る
世
帯
が
仮
設
住
宅
で
は
あ
る

が
織
笠
地
区
内
へ
の
継
続
的
な
居
住
が
可

表Ⅰ－11　織笠地区の概要

表Ⅰ－12　織笠地区での被害状況等

能
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

織
笠
川
河
口
付
近
で
は
、
図
Ⅰ- 

14
で

国
道
45
号
が
左
岸
と
交
わ
る
部
分
か
ら
上

流（
南
西
方
向
）に
４
０
０
メ
ー
ト
ル
弱
に

わ
た
っ
て
破
堤
し
た
。
破
堤
し
た
南
西
端

の
部
分
が
昭
和
前
半
ご

ろ
ま
で
の
船
着
き
場
付

近
で
あ
り
、
破
堤
し
た

堤
防
は
、
も
と
も
と
海

を
埋
め
立
て
た
土
地
の

前
面
に
造
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

織
笠
地
区
で
の
「
全

壊（
流
失
）」の
分
布
は
、

特
に
織
笠
川
下
流
左
岸

の
住
宅
地
な
ど
、
大
半

が
「
浸
水
深
５
メ
ー
ト

ル
以
上
」
の
所
で
あ
る

（
図
Ⅰ- 

15
）。
山
田
地

区
に
比
べ
て
、
襲
来
し

た
津
波
の
規
模
が
大
き

く
、
浸
水
深
で
も
１
メ

ー
ト
ル
深
く
な
っ
て
い

る
。
も
と
も
と
の
宅
地

の
標
高
が
相
対
的
に
低

い
こ
と
も
、
織
笠
地
区

で
甚
大
な
被
害
と
な
っ

た
要
因
で
あ
ろ
う
。

　

織
笠
小
学
校
、
織
笠
保
育
園
、
山
田
中

学
校
、
山
田
高
校
な
ど
の
教
育
機
関
に
つ

い
て
は
、
高
台
に
立
地
し
て
お
り
、
津
波

災
害
に
対
し
て
結
果
と
し
て
計
画
的
に
配

置
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

織
笠
地
区
で
は
津
波
襲
来
の
様
子
に
つ

い
て
、「
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
に
対
岸
か
ら

押
し
寄
せ
て
き
た
」と
い
う
証
言
が
あ
る
。

同
じ
山
田
湾
内
で
も
山
田
地
区
よ
り
織
笠

地
区
の
津
波
高
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
当
時
の
津
波
の
動
態
に
つ
い

て
は
、
山
田
湾
の
海
底
地
形
な
ど
の
影
響

も
含
め
、
今
後
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

図Ⅰ－14　織笠地区の被災状況
山田町「第2回山田町東日本大震災津波復興計画7策定委員会資料（平成23年5月）」から

図Ⅰ－15　織笠地区の建物被災状況と津波浸水深
国土交通省都市局「東日本大震災による被災現況調査業務（岩手２）報告書（平成24年3月）」から 破断した織笠川左岸の堤防（平成23年３月19日午前11時 49分撮影）

位　置 山田地区集落の南側に隣接

面積（用途地域） 4611 ヘクタール
（57 ヘクタール）

人口（高齢化率） 2812 人（32.7％）
※ H23.3.1 現在

地区の特徴

・織笠川下流、昔は水田のみ
・ 河口部は海を埋め立てて住宅

地を形成
・ チリ地震津波対応の河川堤防

浸水状況 ・津波高は織笠漁港海岸部で約９ｍ、跡浜の遡上高が約 10 ｍ
・最大浸水深は織笠漁港海岸部で約８ｍ

人的被害
・ 死亡者数106人（認定死亡者数を含む）、行方不明者数 1人＝平成 23 年12 月1日時点、

当時の居住地で集計
・地区人口の 3.8％が死亡・行方不明。死亡・行方不明に占める高齢者の割合は 61.7％

家屋等 ・477 棟が全壊、31 棟が大規模半壊（平成 24 年 6 月 1日時点）
堤防・道路

等
・防潮堤（80ｍの区間）が倒壊 、陸閘破損、門扉流失、織笠川堤防破堤
・町道サギの巣・妻の神線の織笠橋落橋、町道織笠・新田線の新田橋落橋

公共施設等
・ 織笠水源地、コミュニティ細浦ブロックセンター、森地区集会場、第４分団消防屯所、

織笠婦人若者等活動促進センター等が被災
・ 山田中学校、織笠小学校、織笠コミュニティセンター、町民グラウンド、山田高校等は

被災を免れた
仮設住宅 ・７カ所、474 戸建設済
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図Ⅰ－13　織笠地区の位置
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Ｅ 
船
越
・
田
の
浜
地
区

外
洋
津
波
、

破
壊
力
大
き
く

（
1
） 

被
災
前
の
地
区
の
概
況

　

船
越
・
田
の
浜
地
区
は
、
船
越
半
島
の

付
け
根
に
位
置
す
る
（
図
Ⅰ- 
16
）。
人

口
３
４
５
３
人
で
高
齢
化
率
30
・
４
％
で

あ
る
。
大
浦
・
小
谷
鳥
地
区
を
含
む
船
越

第
１
～
23
地
割
の
面
積
３
７
８
１
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
う
ち
用
途
地
域
は
１
０
６
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
あ
る
。

　

船
越
湾
は
山
田
湾
と
異
な
り
、
外
洋
に

開
い
て
い
る
。
こ
の
船
越
湾
に
面
し
て
船

越
漁
港
が
あ
り
、
低
標
高
地
に
は
漁
業
に

関
連
し
た
倉
庫
や
加
工
場
等
が
立
地
す
る

（
表
Ⅰ- 

13
）。
船
越
湾
の
西
～
北
西
の
高

地
に
位
置
す
る
船
越
地
区
の
主
要
部
と
、

船
越
半
島
側
の
低
地
～
山
麓
部
に
位
置
す

る
田
の
浜
地
区
と
で
は
、
過
去
の
津
波
災

害
後
の
集
落
移
転
に
関
す
る
経
緯
を
異
に

し
、
そ
れ
が
今
回
の
被
害
の
規
模
・
内
容

に
も
大
き
く
反
映
し
て
い
る
。

（
2
）
被
害
状
況

　

船
越
地
区
で
の
津
波
高
は
船
越
公
園
周

辺
で
約
９
～
13
メ
ー
ト
ル
、
遡そ

上じ
ょ
う

高こ
う

は

浦
の
浜
や
山
の
内
で
約
15
メ
ー
ト
ル
、
船

越
小
学
校
で
約
18
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
田

の
浜
地
区
で
の
津
波
高
は
低
地
部
で
約
15

～
18
メ
ー
ト
ル
、
遡
上
高
は
早そ

う

川か
わ

で
約
20

メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
（
表
Ⅰ- 

14
）。
ま
た
、

浸
水
深
は
、
船
越
小
学
校
前
の
道
路
付
近

（
標
高
約
１
メ
ー
ト
ル
）
で
最
大
約
13
メ

ー
ト
ル
、早
川
で
約
19
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

人
的
被
害
は
死
者
１
７
０
人
・
行
方
不
明

者
３
人
（
地
区
人
口
の
５
％
）
で
、
こ
の

う
ち
61
・
３
％
が
高
齢
者
だ
っ
た
（
表
Ⅰ

- 

14
）。

　

公
共
施
設
で
は
、
船
越
公
園
や
船
越
低

地
を
中
心
に
低
標
高
地
に
立
地
す
る
施

設
、
例
え
ば
、
鯨
と
海
の
科
学
館
、
山
田

町
物
産
館
、
船
越
家
族
旅
行
村
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
、
前
須
賀
公
園
プ
ー
ル
管
理
棟
、
前

須
賀
公
園
相
撲
場
、
前
須
賀
集
会
場
、
前

須
賀
団
地
、
船
越
小
教
職
員
住
宅
、
船
越

小
学
校
、
田
の
浜
の
船
越
漁
村
セ
ン
タ
ー

等
が
被
災
し
た
が
、
明
治
三
陸
津
波
以
後

の
移
転
地
に
立
地
す
る
町
役
場
船
越
支
所

や
船
越
公
民
館
等
は
被
災
を
免
れ
た
（
表

表Ⅰ－14　船越・田の浜地区での被害状況等

Ⅰ- 

14
）。

　

仮
設
住
宅
は
、
７
カ
所
に
３
１
７
戸
が

建
設
さ
れ
た
。
全
壊
と
大
規
模
半
壊
の
合

計
４
７
８
棟
と
の
関
係
か
ら
、
お
お
よ
そ

の
「
地
区
内
仮
設
住
宅
選
択
可
能
率
」
を

66
・
３
％
と
計
算
で
き
、
船
越
・
田
の
浜

地
区
の
被
災
者
７
割
弱
が
同
地
区
内
の
仮

設
住
宅
に
居
住
で
き
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
船
越
湾
側
か
ら
の
津
波
と
山
田

湾
側
か
ら
の
津
波
が
押
し
寄
せ
、
前
者
は

地
峡
部
の
船
越
低
地
を
越
流
し
、
や
や
山

田
湾
寄
り
で
後
者
と
ぶ
つ
か
っ
た
（
図
Ⅰ

- 

17
）。

　

防
潮
堤
の
損
壊
も
、
津
波
の
規
模
が
大

き
か
っ
た
船
越
湾
側
で
少
な
く
と
も
５
カ

所
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
山
田
湾
側
の
１

カ
所
よ
り
も
相
対
的
に
被
害
が
大
き
い
。

ま
た
、
道
路
の
寸
断
も
船
越
半
島
側
と
山

田
湾
側
で
発
生
し
た
。
津
波
に
よ
る
被
災

直
後
に
船
越
半
島
の
集
落
は
孤
立
し
、
傷

病
者
の
搬
送
、
食
料
・
物
資
の
補
給
、
家

族
親
戚
の
安
否
確
認
等
が
で
き
な
く
な
っ

た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
寸
断
し
、
電
気
や

水
道
の
供
給
が
な
く
な
っ
た
。

　

船
越
・
田
の
浜
地
区
で
の
「
全
壊
（
流

失
）」
の
分
布
は
、浸
水
域
の
大
半
の
「
浸

水
深
５
メ
ー
ト
ル
以
上
」
で
顕
著
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
（
図
Ⅰ- 

18
）。
特
に

田
の
浜
地
区
で
は
、
田
の
浜
、
早
川
、
日ひ

向な
た
の

脇わ
き

な
ど
谷
ご
と
に
多
く
の
家
屋
が
密

集
し
て
お
り
、
ま
と
ま
っ
た
規
模
で
家
屋

が
流
失
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

船
越
湾
側
で
は
、
山
田
湾
側
に
比
べ
て

襲
来
し
た
津
波
の
規
模
が
根
本
的
に
大
き

く
、
山
田
湾
で
最
も
津
波
高
が
高
か
っ
た

織
笠
地
区
織
笠
漁
港
海
岸
部
で
の
約
９
メ

ー
ト
ル
よ
り
も
約
４
メ
ー
ト
ル
高
く
、
船

越
公
園
周
辺
で
約
13
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。

津
波
高
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
津
波
の

速
度
も
速
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
体
感

的
に
は
、
山
田
湾
の
倍
以
上
の
速
さ
の
津

波
が
押
し
寄
せ
、
よ
り
高
所
ま
で
遡
上
し

図Ⅰ－ 17　船越・田の浜地区の被災状況（山林延焼範囲を除く）
山田町「第2回山田町東日本大震災津波復興計画7策定委員会資料（平成23年5月）」から

浸水状況
・津波高は船越公園周辺で約 9 ～13ｍ、遡上高は浦の浜や山の内で約15ｍ、船越小学校周辺で約18 ｍ
・田の浜既存集落の津波高は約 15 ～18m、遡上高は早川で約20m
・最大浸水深は船越小学校周辺で約13ｍ、早川で約19m

人的被害 ・ 死亡者数 170人（認定死亡者数を含む）、行方不明者数 3人＝平成23年12月1日時点、当時の居住地で集計
・地区人口の 5.0％が死亡・行方不明。死亡・行方不明に占める高齢者の割合は 61.3％

家屋等 ・456 棟が全壊、22棟が大規模半壊（平成 24 年 6 月 1日時点）、田の浜の一部は火災により焼失

堤防・道路等
・ 防潮堤倒壊・全壊（約830ｍ）のほか、防潮堤の海側のり面、防潮堤最頂部のコンクリート倒壊、橋脚の橋桁

破損など多数の被害
・町道前須賀・タブの木荘線　路面崩壊、町道長林大浦線　路面崩壊

公共施設等
・ 船越公園、鯨と海の科学館、山田町物産館、船越家族旅行村レストハウス、前須賀公園プール管理棟、前須

賀公園相撲場、前須賀集会場、前須賀団地、船越小教職員住宅、船越小学校、船越漁村センター等が被災
・役場船越支所、船越公民館等は被災を免れた

仮設住宅 ・７カ所、317 戸建設済

表Ⅰ－13　船越・田の浜地区の概要

位　置 山田湾と船越湾に挟まれた位置

面積（用途地域）
※船越全体 3781 ヘクタール（106 ヘクタール）

人口（高齢化率） 3453 人（30.4％）※ H23.3.1 現在

地区の特徴

・ 湾口幅が広く外洋の影響を受けやすい船
越湾に面して漁港が存在

・ 船越主要部は明治津波後に高台移転。田
の浜は昭和津波で移転も徐々に現地復帰

図Ⅰ－16　船越・田の浜地区の位置
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て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

第
３
章
の
「
津
波
の
来
襲
と
避
難
」
で

記
述
し
た
避
難
行
動
で
も
、
船
越
湾
側
で

の
津
波
の
動
き
の
速
さ
や
空
間
的
な
変
化

が
ま
さ
に
「
想
定
外
」
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
唆
す
る
証
言
が
得
ら
れ
て
い
る
。「
外

洋
の
津
波
」
と
「
内
湾
の
津
波
」
の
質
の

違
い
に
つ
い
て
は
、「
人
間
の
体
力
」
と

い
う
観
点
か
ら
評
価
す
る
と
、
定
量
的
な

数
値
尺
度
の
み
で
単
純
に
比
較
で
き
な
い

違
い
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

加
え
て
、
田
の
浜
地
区
で
は
津
波
襲
来

後
、
火
災
が
３
カ
所
で
生
じ
た
。
３
月
11

日
の
夕
方
か
ら
翌
日
に
か
け
て
は
西
風
で

あ
り
、
火
は
風
に
あ
お
ら
れ
て
東
側
の
山

林
に
燃
え
移
り
、
田
の
浜
と
小
谷
鳥
の
境

の
牛う

し

転
こ
ろ
ば
し

峠と
う
げ

周
辺
ま
で
延
焼
し
た
。
結

果
と
し
て
、
津
波
被
災
後
に
各
集
落
の
消

防
団
は
「
山
火
事
消
火
」
に
向
か
う
こ
と

と
な
り
、
特
に
風
下
と
な
る
大
浦
・
小
谷

鳥
地
区
で
は
、
限
ら
れ
た
装
備
を
持
っ
て

山
林
に
立
ち
入
っ
た
。

　

田
の
浜
地
区
の
宅
地
と
山
林
を
合
わ
せ

た
火
災
の
範
囲
は
、
空
中
写
真
の
判
読
か

ら
、
少
な
く
と
も
１
平
方
キ
ロ
を
上
回
る

程
度
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
山
田
消
防

署
に
よ
る
と
、
延
焼
面
積
は
１
６
５
・
65

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。

田の浜地区では、ほぼ全区間で防潮堤が破壊された（平成23年３月19日午後３時48分撮影）

Ｆ 

大
浦
・
小
谷
鳥
地
区

外
洋
側
で

津
波
遡
上
高
25
ｍ

（
1
） 

被
災
前
の
地
区
の
概
況

　

大
浦
・
小
谷
鳥
地
区
で
は
、
船
越
半
島

の
中
央
を
ほ
ぼ
南
北
に
横
断
す
る
、
山
田

湾
と
小
谷
鳥
湾
の
二
つ
の
湾
を
結
ん
だ
緩

傾
斜
地
を
中
心
に
集
落
が
立
地
し
て
い
る

（
図
Ⅰ- 

19
）。
人
口
９
２
１
人
で
、
大
半

が
大
浦
地
区
に
住
み
、
高
齢
化
率
は
35
・

3
％
で
あ
る
。
漁
業
が
主
産
業
で
あ
り
、

外
洋
に
面
し
た
小
谷
鳥
漁
港
で
は
ウ
ニ
・

ア
ワ
ビ
漁
や
ワ
カ
メ
養
殖
が
盛
ん
で
あ
る

（
表
Ⅰ- 

15
）。

（
2
）
被
害
状
況

　

津
波
高
は
大
浦
漁
港
西
側
で
約
10
メ
ー

ト
ル
、
小
谷
鳥
漁
港
付
近
で
約
18
メ
ー
ト

ル
で
あ
り
、
小
谷
鳥
で
は
遡そ

上じ
ょ
う

高こ
う

が
約

25
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
（
表
Ⅰ- 

16
）。
最

大
浸
水
深
は
、
標
高
約
１
メ
ー
ト
ル
の
大

浦
漁
港
西
側
で
約
９
メ
ー
ト
ル
、
小
谷
鳥

漁
港
周
辺
で
約
17
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
人

的
被
害
は
死
亡
者
33
人（
地
区
人
口
の
３
・

６
％
）
で
、
こ
の
う
ち
60
・
６
％
が
高
齢

者
で
あ
っ
た
。

　

公
共
施
設
で
は
、
大
浦
団
地
、
第
３
分

団
消
防
屯
所
、
小
谷
鳥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
な
ど
が
被
災
し
た
が
、
大
浦
小
学

校
、
大
浦
漁
村
セ
ン
タ
ー
は
被
災
を
免
れ

た
（
表
Ⅰ- 

16
）。
仮
設
住
宅
は
２
カ
所

に
78
戸
が
建
設
さ
れ
た
。
全
壊
と
大
規
模

半
壊
の
合
計
１
０
８
棟
と
の
関
係
か
ら
、

お
お
よ
そ
の
「
地
区
内
仮
設
住
宅
選
択
可

能
率
」
を
72
・
２
％
と
計
算
す
る
こ
と
が

で
き
、
大
浦
・
小
谷
鳥
地
区
の
大
半
の
被

災
者
が
同
地
区
の
仮
設
住
宅
に
居
住
で
き

た
こ
と
が
分
か
る
。

　

大
浦
・
小
谷
鳥
地
区
で
は
、
船
越
地
区

低
地
部
の
津
波
の
越
流
に
よ
っ
て
道
路
が

寸
断
し
た
た
め
に
、
被
災
直
後
に
孤
立
し

た
。
大
浦
地
区
か
ら
船
越
地
区
低
地
部
に

至
る
道
路
で
標
高
の
低
い
部
分
が
数
カ
所

あ
り
、
津
波
で
冠
水
し
た
。
ま
た
、
防
潮

堤
は
、
大
浦
で
は
小
規
模
な
破
壊
が
１
カ

所
あ
り
、
小
谷
鳥
で
は
ほ
ぼ
全
区
間
で
破

堤
し
た
（
図
Ⅰ- 

20
）。

　

大
浦
地
区
で
の
「
全
壊
（
流
失
）」
家

屋
の
分
布
は
、
浸
水
域
の
「
浸
水
深
２
～

３
メ
ー
ト
ル
」
の
場
所
に
も
及
ん
で
い
る

（
図
Ⅰ- 

21
）。
防
潮
堤
の
内
側
に
家
屋
が

あ
る
も
の
の
、
浸
水
範
囲
の
陸
側
で
も
部

分
的
に
流
速
が
毎
秒
約
３
メ
ー
ト
ル
よ
り

も
速
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

谷
地
形
の
奥
ま
っ
た
部
分
＝
Ｖ
字
形
の

表Ⅰ－16　大浦・小谷鳥地区での被害状況等

表Ⅰ－15　大浦・小谷鳥地区の概要

浸水状況 ・大浦の津波高は大浦漁港西側で約 10 ｍ、小谷鳥では小谷鳥漁港周辺で約 18 ｍ、遡上高で約 25 ｍ
・大浦の最大浸水深は大浦漁港西側で約９ｍ、小谷鳥では小谷鳥漁港周辺で約 17 ｍ

人的被害 ・死亡者数 33 人（認定死亡者数を含む）＝平成 23 年 12 月１日時点、当時の居住地で集計
・地区人口の 3.6％が死亡・行方不明。死亡・行方不明に占める高齢者の割合は 60.6％

家屋等 ・94 棟が全壊、14 棟が大規模半壊（平成 24 年 6 月 1日時点）
堤防・道路等 ・上部工倒壊（20m）、防潮堤流失（小谷鳥）

公共施設等 ・大浦団地、第３分団消防屯所、小谷鳥コミュニティセンター等が被災
・大浦小学校、大浦漁村センターは被災を免れた

仮設住宅 ・２カ所、78 戸建設済

位　置
山田湾と小谷鳥湾に挟まれ
た位置

（大浦は山田湾、小谷鳥は
小谷鳥湾）

面積（用途地域） （船越地区で整理）

人口（高齢化率） 921 人（35.3％）
※ H23.3.1 現在

地区の特徴

・漁業が主産業
・ 大浦から小谷鳥側に集落

が拡散
・ 小谷鳥はウニ・アワビ漁、

ワカメ養殖が盛ん

大　沢

りくちゅう
やまだ

おりかさ

りくちゅう
やまだ

おりかさ

山田道路 いわて
ふなこし

国
道
45
号

山田湾

船　越

船越湾

織　笠
（田の浜）

（大浦）

山　田

豊間根

大　沢

りくちゅう
やまだ

おりかさ

りくちゅう
やまだ

おりかさ

山田道路 いわて
ふなこし

国
道
45
号

山田湾

船　越

船越湾

織　笠
（田の浜）

（大浦）

山　田

豊間根

大　沢

りくちゅう
やまだ

おりかさ

りくちゅう
やまだ

おりかさ

山田道路 いわて
ふなこし

国
道
45
号

山田湾

船　越

船越湾

織　笠
（田の浜）

（大浦）

山　田

豊間根

大　沢

りくちゅう
やまだ

おりかさ

りくちゅう
やまだ

おりかさ

山田道路 いわて
ふなこし

国
道
45
号

山田湾

船　越

船越湾

織　笠
（田の浜）

（大浦）

山　田

豊間根

大　沢

りくちゅう
やまだ

おりかさ

りくちゅう
やまだ

おりかさ

山田道路 いわて
ふなこし

国
道
45
号

山田湾

船　越

船越湾

織　笠
（田の浜）

（大浦）

山　田

豊間根

大　沢

りくちゅう
やまだ

おりかさ

りくちゅう
やまだ

おりかさ

山田道路 いわて
ふなこし

国
道
45
号

山田湾

船　越

船越湾
小谷鳥湾

織　笠

（大浦）

山　田

豊間根

大沢

■位置図

柳沢・北浜

山田

織笠

船越・田の浜

大浦

（小谷鳥）

■位置図

■位置図

■位置図

■位置図

■位置図

図Ⅰ－19　大浦・小谷鳥地区の位置

図Ⅰ－18　船越・田の浜地区の建物被災状況と津波浸水深
国土交通省都市局「東日本大震災による被災現況調査業務（岩手２）報告書（平成24年3月）」から

日向脇

早川
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が
浅
く
な
る
も
の
の
、
小
谷
鳥
地
区
の
谷

底
面
と
そ
れ
に
接
す
る
緩
斜
面
で
は
ほ
ぼ

全
域
が
津
波
で
浸
水
し
、
海
岸
付
近
で
は

少
な
く
と
も
毎
秒
５
メ
ー
ト
ル
を
は
る
か

に
超
え
る
流
速
の
津
波
が
家
屋
や
倉
庫
等

の
建
屋
を
破
壊
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ

の
地
区
に
つ
い
て
も
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
に
よ
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
小
谷
鳥
神
社
（
図
Ⅰ- 

20
、
21

の
右
下
範
囲
外
）
よ
り
高
標
高
に
古
く
か

ら
立
地
す
る
家
屋
は
、
津
波
が
及
ん
だ
範

囲
外
と
な
り
、
浸
水
や
破
損
な
ど
の
直
接

的
な
被
害
が
な
か
っ
た
。
外
洋
に
面
す
る

小
谷
鳥
地
区
で
は
、
特
に
今
回
の
津
波
に

よ
る
被
災
を
よ
り
し
っ
か
り
と
検
証
し

て
、
今
後
、
繰
り
返
し
襲
来
す
る
津
波
に

対
し
て
長
期
的
な
観
点
か
ら
も
積
極
的
に

備
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

湾
よ
り
南
（
図
で
は
下
）
で
、
大

浦
小
学
校
か
ら
西
（
左
）
に
約
４

０
０
メ
ー
ト
ル
の
一
帯
＝
で
は
、

浸
水
範
囲
が
広
く
海
岸
線
か
ら
約

５
０
０
メ
ー
ト
ル
内
陸
ま
で
及
ぶ

も
の
の
、
Ｖ
字
形
の
湾
に
沿
っ
た

北
寄
り
の
部
分
で
は
浸
水
範
囲
が

狭
く
海
岸
線
か
ら
約
２
０
０
メ
ー

ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

大
浦
地
区
で
は
比
較
的
急
な
斜
面

上
に
家
屋
の
大
半
が
立
地
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
同
地
区

で
津
波
か
ら
の
避
難
途
中
で
亡
く

な
っ
た
人
が
少
な
か
っ
た
こ
と
と

関
連
し
て
い
る
。

　

地
元
漁
師
の
証
言
に
よ
る
と
、

津
波
襲
来
前
に
船
を
沖
に
避
難
さ

せ
て
被
害
か
ら
免
れ
る「
沖
出
し
」

の
際
に
、
津
波
の
押
し
波
が
来
る

前
に
は
引
き
波
に
よ
る
海
面
低
下

を
ほ
と
ん
ど
認
識
し
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
。
一
方
、
山
田
湾
対
岸
の
大
沢

地
区
で
は
、
引
き
波
に
よ
る
海
面
低
下
が

顕
著
で
あ
っ
た
と
の
証
言
が
多
く
採
録
さ

れ
て
い
る
。大
浦
が
深
い
入
り
江
で
あ
り
、

大
沢
が
大
沢
川
か
ら
の
土
砂
が
堆
積
す
る

浅
瀬
が
存
在
す
る
と
い
う
海
底
地
形
の
形

状
の
違
い
か
ら
の
見
か
け
の
違
い
で
あ
る

可
能
性
も
あ
る
が
、
同
じ
山
田
湾
内
で
も

一
律
に
潮
が
満
ち
引
き
す
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
を
交
え

て
、
引
き
波
時
の
海
面
高
度
の
分
布
や
湾

内
で
の
潮
流
を
復
元
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
「
沖
出
し
」
の
安
全
性

も
今
後
検
証
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

小
谷
鳥
地
区
で
の
「
全
壊（
流
失
）」
の

分
布
は
、
大
半
が
浸
水
域
の
「
浸
水
深
５

メ
ー
ト
ル
以
上
」
の
場
所
に
あ
る
（
図
Ⅰ

- 

21
）。
外
洋
に
面
し
た
小
谷
鳥
地
区
に

押
し
寄
せ
る
津
波
は
、
内
湾
に
入
り
込
ん

だ
津
波
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
保
有
し
、
そ
の
動
態
も
鋭
敏
で
あ

る
。
大
浦
地
区
と
の
分
水
界
と
な
る
「
ミ

ッ
ツ
ァ
ゲ
ェ
」（
水
境
）
に
近
い
谷こ

く

頭と
う

（
谷

の
最
上
流
部
）
的
な
所
に
な
る
と
浸
水
深

図Ⅰ－ 20　大浦・小谷鳥地区の被災状況
山田町「第2回山田町東日本大震災津波復興計画7策定委員会資料（平成23年5月）」から

大
破
し
た
小
谷
鳥
漁
港
の
防
波
堤

（
平
成
23
年
３
月
25
日
午
後
０
時
46
分
撮
影
）

漁
船
や
が
れ
き
が
流
れ
込
ん
だ
大
浦
の
集
落

（
平
成
23
年
３
月
25
日
午
後
０
時
21
分
撮
影
）。

家
屋
が
斜
面
に
立
地
し
て
お
り
、
比
較
的
避

難
し
や
す
い
環
境
だ
っ
た

図Ⅰ－ 21　大浦・小谷鳥地区の建物被災状況と津波浸水深
国土交通省都市局「東日本大震災による被災現況調査業務（岩手２）報告書（平成24年3月）」から

大浦漁村
センター

大浦
漁港

小谷鳥漁港
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の
対
象
２
５
２
０
施
設
（
ホ
ヤ
養
殖
の
20

施
設
含
む
）
全
て
が
復
旧
し
て
い
る
。
震

災
前
に
３
２
５
人
（
カ
キ
・
ホ
タ
テ
２
９

０
人
、
ワ
カ
メ
35
人
）
い
た
養
殖
漁
業
者

は
、
震
災
後
の
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年

１
月
末
現
在
で
２
０
０
人
（
カ
キ
・
ホ
タ

テ
１
６
７
人
、
ワ
カ
メ
33
人
）
に
減
少
し

て
い
る
。

　
■
漁
港
・
海
岸
施
設

　

町
内
に
は
６
カ
所
の
漁
港
が
あ
り
、
山

田
漁
港
（
第
３
種
）
と
、
大
沢
・
船
越
・

大
浦
の
３
漁
港
（
第
２
種
）
は
岩
手
県
、

織
笠
・
小
谷
鳥
の
両
漁
港
（
第
１
種
）
は

山
田
町
が
管
理
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
で

漁
港
施
設
の
防
波
堤
や
護
岸
、
海
岸
施
設

の
防
潮
堤
や
水
門
な
ど
に
甚
大
な
被
害
が

あ
っ
た
。
船
越
漁
港
で
一
続
き
の
防
潮
堤

が
外
洋
か
ら
押
し
寄
せ
た
津
波
の
強
大
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
約
８
３
０
メ
ー
ト
ル
に
わ

た
っ
て
損
壊
し
た
ほ
か
、
山
田
湾
に
面
し

た
山
田
漁
港
で
も
６
７
０
メ
ー
ト
ル
強
に

被
害
が
及
ん
だ
。

　
■
水
産
加
工
業

　

約
30
社
（
個
人
含
む
）
の
う
ち
１
社
を

除
い
て
被
災
し
た
。
被
災
業
者
の
ほ
と
ん

ど
が
仮
工
場
や
仮
設
店
舗
、
修
繕
な
ど
で

事
業
を
再
開
し
て
お
り
、
各
種
補
助
の
導

入
に
よ
り
本
設
で
の
復
旧
も
進
ん
で
い

る
。
ま
た
、
水
産
加
工
施
設
は
、
山
田
漁

港
を
管
理
す
る
県
に
よ
り
早
い
段
階
で
用

地
の
か
さ
上
げ
が
行
わ
れ
、
山
田
魚
市
場

周
辺
に
集
約
が
図
ら
れ
た
。

３  
津
波
の
被
害
状
況�

産
業
別

　

な
ど

Ａ 

水
産
業

登
録
漁
船
の
９
割
被
災

・�

本
町
の
主
要
な
産
業
で
あ
る
水
産
業

は
、
カ
キ
・
ホ
タ
テ
養
殖
と
サ
ケ
・
ア

ワ
ビ
・
ウ
ニ
漁
が
中
心
。
震
災
の
影
響

で
大
き
く
生
産
額
が
落
ち
込
ん
だ
が
、

順
調
に
回
復
し
て
い
る

・�

昭
和
33（
１
９
５
８
）年
こ
ろ
は
漁
業
を

主
と
す
る
兼
業
漁
家
が
圧
倒
的
多
数

・�

漁
業
従
事
者
数
は
震
災
を
経
て
ほ
ぼ
半

減
し
た
。
ピ
ー
ク
だ
っ
た
昭
和
48（
１

９
７
３
）年
と
比
べ
る
と
、
平
成
25（
２

０
１
３
）年
は
そ
の
２
割
程
度
に
落
ち

込
ん
で
い
る
。
25
年
の
全
体
に
占
め
る

専
業
漁
家
の
割
合
は
高
い
傾
向
に
あ
る

・�

水
産
業
関
連
の
被
害
額
は
約
２
３
３
・

７
億
円
と
試
算
さ
れ
て
い
る

　
■
漁
船

　

津
波
の
被
害
を
受
け
た
漁
船
は
震
災
前

（
平
成
22
年
３
月
）
の
登
録
数
１
９
９
２

隻
の
う
ち
、
ほ
ぼ
９
割
に
当
た
る
１
７
９

１
隻
。
現
在
ま
で
に
三
陸
や
ま
だ
漁
協
と

船
越
湾
漁
協
の
復
旧
計
画
（
平
成
23
～
27

年
度
）
の
対
象
と
な
っ
た
５
８
５
隻
全
て

が
復
旧
し
た
ほ
か
、
漁
船
保
険
や
自
己
修

繕
で
修
復
さ
れ
た
漁
船
も
多
数
あ
る
。

　
■
養
殖
施
設

　

養
殖
施
設
は
カ
キ
・
ホ
タ
テ
の
４
１
７

２
台
（
い
か
だ
式
１
５
０
５
台
・
は
え
縄

式
２
６
６
７
台
）
と
、
ワ
カ
メ
５
３
１
施

設
の
計
４
７
０
３
施
設
が
被
災
し
た
。
復

旧
計
画
（
平
成
23
～
24
年
度
・
26
年
度
）

表Ⅰ－ 18　水産・漁港関係の被害
区　　分 被害額
漁　　船 約 49.8 億円

水 産 物 約 25.3 億円

養殖施設 約 7.9 億円

漁協施設 約 71.2 億円

漁港施設 約 39.5 億円

水産加工業（推計） 約 30.0 億円

水揚げ不足額 約 10.0 億円

合　　計 約 233.7 億円
※町資料（平成23年5月）を基に作成

表Ⅰ－ 17　各漁港の被害状況

被
災
し
た
織
笠
漁
港
の
作
業
保
管
施
設
（
平

成
23
年
３
月
23
日
午
前
10
時
58
分
撮
影
）。

ホ
タ
テ
養
殖
者
ら
が
使
用
し
て
い
た

山
田
漁
港
に
面
す
る
防
潮
堤
か
ら
10
メ
ー
ト

ル
程
度
の
距
離
に
あ
り
、
津
波
の
直
撃
を
受

け
た
水
産
加
工
会
社

（
平
成
23
年
３
月
25
日
午
後
３
時
９
分
撮
影
） 図Ⅰ－ 22　山田町における漁業従業者数の推移

大
沢
地
区
の
集
落
の
奥
ま
で
流
さ
れ
て
転
覆

し
た
漁
船

（
平
成
23
年
３
月
21
日
午
後
４
時
39
分
撮
影
）

山　田 大　沢 船　越 大　浦 織　笠 小谷鳥

漁
港
施
設

防 波 堤   70.4 ｍ 961.2 ｍ 870.9 ｍ 175.0 ｍ 628.0 ｍ 347.6 ｍ

護 岸 283.3 ｍ 264.4 ｍ 245.1 ｍ 413.9 ｍ 287.0 ｍ 99.3 ｍ

岸 壁 875.7 ｍ 1511.8 ｍ 180.6 ｍ 33.0 ｍ

物 揚 場 275.0 ｍ 223.0 ｍ 641.6 ｍ 175.6 ｍ

船 揚 場 100.0 ｍ 143.5 ｍ 144.2 ｍ 119.5 ｍ

突 堤 20.0 ｍ

道路（橋梁） 1876.1 ｍ 4287.2 ｍ 1682.7 ｍ 2104.0 ｍ 306.6 ｍ 252.0 ｍ

そ の 他 航路・泊地など 泊地

海
岸
施
設

防 潮 堤 672.5 ｍ 875.0 ｍ 829.7 ｍ 1328.7 ｍ 367.0ｍ（県営）

水 門 １基 　２基 １基 ６基 ２基 樋門1基（県営）

陸 閘 17 基 ５基 ４基 10 基 ９基

そ の 他 防災看板他 防災施設他 防災標識等

漁
村

施
設

集 落 排 水
施 設 他

汚水処理場
１棟

汚水処理場
１棟

被害額（百万円） 1,884 1,387 5,994 1,473 5,517 4,346

※県、町の資料（平成23年5月）を基に作成

資料：漁業センサス（各年11月現在）
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図Ⅰ－23 水産業の生産額の推移 
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資料：岩手県市町村民経済計算年報（平成28年10月公表）

図Ⅰ－ 23　水産業の生産額の推移
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第1章  残す │ 震災の概要と被害状況



Ｂ 
農
林
業

原
木
シ
イ
タ
ケ
に

原
発
事
故
被
害

・�

本
町
の
農
業
の
生
産
額
は
、
震
災
後
わ

ず
か
で
は
あ
る
が
増
加
傾
向
に
あ
る

・�

農
家
規
模
が
小
さ
い
上
、
耕
地
が
点
在

分
散
し
て
お
り
集
約
が
難
し
く
、
農
家

規
模
も
86
ア
ー
ル
／
戸
と
零
細
。
高
齢

化
や
担
い
手
の
減
少
が
進
ん
で
い
る

・�

町
域
の
約
９
割
を
占
め
る
森
林
の
う

ち
、
民
有
林
は
９
９
９
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
41
・
９
％
）

・�

林
家
戸
数
は
、
平
成
２（
１
９
９
０
）年

か
ら
震
災
後
の
平
成
27（
２
０
１
５
）年

に
か
け
て
徐
々
に
減
少
し
て
お
り
、
27

年
度
で
は
６
８
８
戸
と
な
っ
て
い
る

・�

県
の
推
計
な
ど
に
よ
る
と
、
農
業
関
連

の
被
害
額
は
約
18
・
３
億
円
、
林
業
関

連
の
そ
れ
は
約
０
・
６
億
円
と
試
算
さ

れ
て
い
る

　

県
沿
岸
広
域
振
興
局
農
林
部
宮
古
農
林

振
興
セ
ン
タ
ー
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
大

沢
、
織
笠
、
船
越
、
大
浦
、
小
谷
鳥
の
各

地
区
で
農
地
（
11
件
・
計
33
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

や
道
路（
６
件
・
計
２
７
５
０
メ
ー
ト
ル
）、

水
路
（
10
件
・
計
６
９
５
０
メ
ー
ト
ル
）

が
津
波
の
被
害
に
遭
い
、
原
形
復
旧
や
区

画
整
理
の
工
事
、
除
塩
を
施
し
た
。

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
は
、
町
で
盛
ん
な
原
木
シ
イ
タ
ケ
生

産
に
も
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。

　

平
成
24（
２
０
１
２
）年
３
～
５
月
、
原

発
事
故
を
受
け
て
国
が
検
査
し
た
結
果
、

同
年
４
月
か
ら
適
用
す
る
食
品
中
の
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
の
新
基
準
値
「
１
０
０
ベ
ク

レ
ル
／
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
上
回
る
数
値

が
県
内
13
市
町
と
共
に
山
田
町
で
検
出
さ

れ
、
船
越
、織
笠
、山
田
、豊
間
根
、荒
川
の

各
地
区
の
生
産
者
が
出
荷
制
限
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
生
産
者
は
さ
ら
に
、
国
の
定

め
る
指
標
値
で
あ
る
「
50
ベ
ク
レ
ル
／
１

キ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
超
過
し
た
ほ
だ
木
（
菌

を
植
え
付
け
た
木
）
の
処
分
や
、
ほ
だ
木

を
置
く「
ほ
だ
場
」の
落
葉
層
の
除
去（
除

染
作
業
）
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

　

平
成
26（
２
０
１
４
）年
10
月
以
降
、
出

荷
前
検
査
で
基
準
値
を
下
回
っ
た
18
生
産

者
が
徐
々
に
出
荷
制
限
を
解
除
さ
れ
て
お

り
、
28
年
10
月
現
在
、
廃
業
な
ど
を
除
く

12
人
が
生
産
を
再
開
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
被
害
に
対
し
、
東
京
電
力
が
24
～
27
年

度
に
生
産
者
に
支
払
っ
た
賠
償
金
の
累
計

は
約
３
億
５
千
万
円
に
上
る
。

　

ま
た
、
田
の
浜
地
区
の
住
宅
街
で
津
波

直
後
に
発
生
し
た
火
災
が
背
後
の
山
林
に

延
焼
し
、
約
１
６
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
わ
た

っ
て
国
有
林
や
民
有
林
に
被
害
を
も
た
ら

し
た
ほ
か
、
津
波
で
船
越
地
区
浦
の
浜
、

同
地
区
前
須
賀
、
大
浦
地
区
小
谷
鳥
の
防

潮
林
が
ほ
ぼ
消
滅
し
た
。

Ｃ 

商
工
業

中
心
街
火
災
で

被
害
深
刻

・�

本
町
の
商
業
は
、
個
人
経
営
の
小
売
販

売
業
が
大
半
を
占
め
、業
種
別
で
は
飲
食

料
品
が
多
く
約
３
割
を
占
め
て
い
る

・�

商
業
基
盤
は
農
林
漁
家
の
経
営
の
影
響

を
受
け
や
す
い
上
、
近
隣
市
町
村
で
の

大
型
店
の
出
店
、
通
信
販
売
の
普
及
等

の
要
因
に
よ
り
、商
店
数
、従
業
員
数
、

販
売
額
共
に
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
と
こ

ろ
に
、
震
災
が
追
い
打
ち
を
か
け
た

・�

水
産
加
工
業
や
製
材
業
が
古
く
か
ら
営

ま
れ
て
き
た
が
、近
年
、コ
ネ
ク
タ
ー・

金
型
製
造
業
、
縫
製
業
等
の
軽
工
業
が

出
荷
額
を
伸
ば
し
て
い
る

・�

工
業
関
連
の
事
業
所
数
、
従
業
者
数
、

出
荷
額
は
、震
災
の
あ
っ
た
平
成
23（
２

０
１
１
）年
に
大
き
く
減
少
し
た
が
、
平

成
24
年
以
降
緩
や
か
に
増
加
し
て
い
る

・�

県
の
推
計
に
よ
る
と
、
商
業
関
連
の
被

害
額
は
約
39・１
億
円
、工
業
関
連
の
そ

れ
は
約
35・１
億
円
と
試
算
さ
れ
て
い
る

　

町
の
商
工
業
者
の
ほ
ぼ
６
割
が
加
入
す

る
山
田
町
商
工
会
は
、
会
員
の
半
数
近
く

に
当
た
る
３
３
７
人
が
被
災
し
た
。
特
に

津
波
の
後
に
大
規
模
火
災
が
発
生
し
た
中

心
街
は
事
業
所
が
集
中
し
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
流
失
・
焼
失
な
ど
で
全
壊
、
深
刻
な

被
害
を
受
け
た
。
平
成
28（
２
０
１
６
）年

８
月
現
在
、
被
災
会
員
の
う
ち
２
０
２
人

が
営
業
を
再
開
し
た
も
の
の
、
１
２
６
人

が
廃
業
・
脱
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　

商
工
会
は
震
災
の
翌
年
、
中
心
市
街
地

の
Ｊ
Ｒ
陸
中
山
田
駅
周
辺
に
商
業
施
設
を

整
備
す
る
「
商
工
業
復
興
計
画
」
を
策
定
。

26
年
に
は
山
田
町
商
業
事
業
協
同
組
合
、

新
生
や
ま
だ
商
店
街
協
同
組
合
、
び
は
ん

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
共
同
で
「
共
同
店

舗
棟
建
設
運
営
会
社
山
田
」
を
設
立
し
、

27
年
３
月
に
国
の
認
定
を
受
け
た
町
策
定

の
「
山
田
町
ま
ち
な
か
再
生
計
画
」
の
枠

組
み
で
中
心
街
の
商
業
の
復
活
を
図
る
。

　

同
再
生
計
画
は
駅
前
の
か
さ
上
げ
地
に

ス
ー
パ
ー
や
飲
食
店
の
入
る
共
同
店
舗
棟

「
オ
ー
ル
」、
戸
建
て
店
舗
と
共
に
、
災
害

公
営
住
宅
（
28
年
12
月
入
居
開
始
）
や
図

書
館
の
あ
る
交
流
施
設
（
同
７
月
開
館
）

な
ど
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
、
町
内
外

か
ら
継
続
的
に
人
を
呼
び
込
む
。
28
年
11

月
に
は
共
同
店
舗
棟
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

国道45号沿いの金融機関では、津波で1階のガ
ラス戸などが突き破られた（平成23年３月14日
午前９時40分撮影）

表Ⅰ－ 21　商業関係の被害
区　　分 被害額

商業（小売業・卸売業） 約 31.0 億円

観光業（宿泊施設） 約 8.1 億円

合　　計 約 39.1 億円
※県推計値（平成23年5月）

表Ⅰ－ 22　工業関係の被害
区　　分 被害額

工業（製造業） 約 35.1 億円
※県推計値（平成23年 5月）

図Ⅰ－ 26　商業の動向

  Ｃ 商工業 
   中心街火災で被害深刻 

・本町の商業は、個人経営の小売り販売業が大半を占め、業種別では飲食料品が多く約３割

を占めている 

・商業基盤は農林漁家の経営の影響を受けやすい上、近隣市町村での大型店の出店、通信販

売の普及等の要因により、商店数、従業員数、販売額共に減少傾向にあったところに、震

災が追い打ちをかけた 

・水産加工業や製材業が古くから営まれてきたが、近年、コネクター・金型製造業、縫製業

等の軽工業が出荷額を伸ばしている 

・工業関連の事業所数、従業者数、出荷額は、震災のあった平成 23（２０１１）年に大きく

減少したが、平成 24年以降緩やかに増加している 

・県の推計によると、商業関連の被害額は約 39・１億円、工業関連のそれは約 35・１億円と試算

されている 

 

 町の商工業者のほぼ６割が加入する山田町商工会は、会員の半数近くに当たる３３７人が被災し

た。特に津波の後に大規模火災が発生した中心街は事業所が集中し、そのほとんどが焼失・全壊な

どの深刻な被害を受けた。平成 28（２０１６）年８月現在、被災会員のうち２０２人が営業を再開

したものの、１２６人が廃業・脱退を余儀なくされている。 

 商工会は震災の翌年、ＪＲ陸中山田駅周辺の中心市街地に商業施設を整備する「商工業復興計画」

を策定。26年には山田町商業事業協同組合、新生やまだ商店街協同組合、びはんホールディングス

と共同で「共同店舗棟建設運営会社山田」を設立し、27年３月に国が支援を決めた町策定の「山田

町まちなか再生計画」の枠組みで中心街の商工業復活を図る。 

同再生計画は駅前のかさ上げ地に大型店舗や共同店舗棟、戸建て店舗と共に、災害公営住宅（28

年 12 月入居開始）や図書館のある交流施設（同９月開館）などをコンパクトにまとめ、かつての

にぎわいを取り戻す。28年 11月にはスーパーと共同店舗棟がオープンした。 

 

商業の動向 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：商業統計調査 
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商業関係の被害 

区  分 被害額 

商業（小売業・卸売業） 約 31.0億円 

観光業（宿泊施設） 約 8.1億円 

合  計 約 39.1億円 

※県推計値 

 
 

工業の動向 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

工業関係の被害 

区  分 被害額 

工業（製造業） 約 35.1億円 

※県推計値 

 
 
 
 Ｄ 観光・社会教育施設 
 鯨館、かき小屋が被災 
 町の委託を受けて山田町観光協会が管理する社会教育施設や、同協会運営の観光施設も甚大な被害を

受けた。 
 かつて捕鯨基地として栄え、海洋資源に恵まれた町の歴史と文化を伝えるドーム型建築の町立鯨と海

の科学館＝通称・鯨館、平成４（１９９２）年開館＝は、船越半島の付け根の低地部（海抜７～８メー

トル）に立地する。山田湾と船越湾から二つの津波が押し寄せ、建物の高さ８メートル部分まで浸水。
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図Ⅰ－ 27　工業の動向

図Ⅰ－ 25　保有山林面積別林家戸数

581

472

515

480

438

140

140

142

134

115

143

153

135

147

128

6

13

10

9

7

0 200 400 600 800 1000

1～5ha未満 5～10ha未満 10～50ha未満 50ha以上

（戸）

平成２年

平成12年

平成17年

平成22年

平成27年

資料：農林業センサス（各年2月現在）

 
資料：岩手県市町村民経済計算年報（平成 28年 10月公表） 

 

図Ⅰ－24 農林業の生産額の推移 
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資料：岩手県市町村民経済計算年報（平成28年10月公表）

図Ⅰ－ 24　農林業の生産額の推移

表Ⅰ－19　農業関係の被害
区　　分 被害額

農 地
水　田 約 16.3 億円

畑 約 1.2 億円

計 約 17.5 億円

農業用
施 設

道 路 約 0.2 億円

用 ・
排水路 約 0.1 億円

計 約 0.3 億円
農 業
施 設

資機材
等 約 0.5 億円

農作物 花 き・
野菜等 約 0.0 億円

合　　　計 約 18.3 億円
※�農地、農業用施設の被害額はH23.4.22
農林水産省速報値
※�農業施設、農作物の被害額は現地調査
結果に基づく推計値（平成23年5月）

表Ⅰ－20　林業関係の被害
区　　分 被害額

林 業 施 設 −

林 産 物 −

森林（民有林） 約 0.6 億円

合　　計 約 0.6 億円
※�現地調査結果に基づく推計値（平成23
年5月）＝林野火災によるもの
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Ｄ 
学
校
・
社
会
教
育
施
設

船
越
小
、鯨
館
で

被
害
大

　

町
立
の
小
中
学
校
11
校
の
う
ち
船
越
小

学
校
と
山
田
北
小
学
校
が
被
災
し
た
ほ

か
、
低
地
に
立
地
す
る
社
会
教
育
施
設
も

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

　

海
抜
13
メ
ー
ト
ル
地
点
に
あ
っ
た
船
越

小
は
、
大
津
波
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２

階
建
て
校
舎
（
延
床
面
積
２
６
９
１
平
方

メ
ー
ト
ル
）
の
２
階
床
上
ま
で
到
達
（
96

㌻
参
照
）。
体
育
館
や
プ
ー
ル
も
全
壊
し

た
。
同
校
は
平
成
26（
２
０
１
４
）年
、
校

庭
を
か
さ
上
げ
し
、
裏
山
を
切
り
崩
し
た

海
抜
24
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
用
地
に
再
建

さ
れ
た
。
海
岸
か
ら
約
７
０
０
メ
ー
ト
ル

離
れ
た
山
田
北
小
は
、
近
く
の
関
口
川
を

遡そ

上じ
ょ
うし
て
き
た
津
波
で
校
庭
が
浸
水
し

た
。

　

か
つ
て
捕
鯨
基
地
と
し
て
栄
え
、
海
洋

資
源
を
活
用
し
て
き
た
町
の
歴
史
と
文
化

を
伝
え
る
町
立
鯨
と
海
の
科
学
館
＝
通

称
・
鯨
館
、
平
成
４（
１
９
９
２
）年
開
館

＝
は
、船
越
半
島
の
付
け
根
の
低
地
部（
海

抜
７
～
８
メ
ー
ト
ル
）
に
立
地
す
る
。
山

田
湾
と
船
越
湾
か
ら
二
つ
の
津
波
が
押
し

寄
せ
、
ド
ー
ム
型
の
建
物
の
高
さ
８
メ
ー

ト
ル
部
分
ま
で
浸
水
。
内
部
に
流
木
や
が

れ
き
が
入
り
込
み
、
展
示
室
や
収
蔵
物
な

ど
が
破
壊
さ
れ
た
。

　

天
井
か
ら
つ
る
し
て
展
示
し
て
い
た
骨

格
標
本
の
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
（
全
長
17
・

６
メ
ー
ト
ル
）
と
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
（
同
８

メ
ー
ト
ル
）
は
海
水
に
浸
か
っ
た
が
、
ほ

と
ん
ど
損
傷
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
館
内

や
隣
接
す
る
標
本
室
に
展
示
・
収
蔵
さ
れ

て
い
た
資
料
は
大
半
が
流
出
し
た
。
同
館

は
東
京
海
洋
大
学
や
筑
波
大
学
、
各
研
究

機
関
の
協
力
を
得
て
、
館
内
や
収
蔵
資
料

の
復
元
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
平
成

29
年
７
月
に
再
開
す
る
予
定
。

　

大
沢
地
区
の
体
育
館
、
山
田
勤
労
者
体

育
セ
ン
タ
ー
（
延
床
面
積
８
６
１
平
方
メ

ー
ト
ル
）
は
津
波
の
直
撃
を
受
け
た
。
玄

関
が
大
破
し
た
り
、
施
設
内
の
１
階
フ
ロ

ア
全
て
が
浸
水
し
、
床
面
が
大
き
く
ゆ
が

ん
だ
り
し
た
。
原
形
復
旧
の
改
修
工
事
を

施
し
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
供
用
を
再
開

し
た
。

　

同
じ
く
境
田
町
で
被
災
し
た
Ｂ
＆
Ｇ
財

団
山
田
海
洋
セ
ン
タ
ー
艇
庫
と
町
立
艇
庫

も
、28
年
４
月
に
復
旧
工
事
が
完
了
し
た
。

鯨
館
内
部
は
大
き
く
被
災
し
た
が
、
マ
ッ
コ

ウ
ク
ジ
ラ
の
骨
格
標
本
は
ほ
ぼ
無
傷
だ
っ
た

（
平
成
23
年
４
月
７
日
午
後
２
時
41
分
撮
影
）

鯨
館
が
立
地
す
る
船
越
低
地
を
遡
上
す
る
津

波
（
平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
４
時
９
分
撮

影
）

山田町の被害概要と被害額
※「平成23年10月議会行政報告資料」から、人的被害を平成28年４月15日現在の人数に改めるなどして掲載

項　　　目 内　容 金額（千円）

人 的 及 び 住 家 被 害

（１）人的被害
①死者 680 人（実際の数）
②行方不明者 145 人（実際の数）
③重傷者 不明
④軽傷者 不明

（２）住家被害
①全壊 2,762 棟

②半壊   405 棟
（大規模半壊 202 棟含む）

③一部損壊 180 棟
④床下浸水
⑤床上浸水

建物被害額（評価額より推計） 3,347 棟 4,856,524 
社会福祉施設・社会教育施設
文 化 施 設・体 育 施 設

（１）建物 54建物・施設 2,123,016 
（２）施設

医 療 衛 生 施 設
（１）医療施設
（２）上水道

織笠水源地・山田水源地 647,164 

水 産 関 係

（１）漁船被害 4,980,102 
（２）水産物被害 カキ、ホタテ、ワカメ 2,533,776 
（３）養殖施設被害 797,900 
（４）漁協施設 事務所、保管作業施設、船等 7,127,288 

小　　計 15,439,066 
（５）漁港施設

①織笠漁協 990,000 
②小谷鳥漁港 1,660,000 
③織笠海岸保全 930,000 
④漁業集落排水 370,000 

小　　計 3,950,000 
（６）水産加工業（推計） 3,000,000 
（７）水揚げ不足額 1,000,000 

合　　計 23,389,066 

農 地 農 業 用 施 設

（１）田 34 ha 1,630,000 
（２）畑   3 ha 120,000 
（３）農業用水路 30,000 

合　　計 1,780,000 

河 川 道 路 等
土 木 施 設

（１）道路・水路 36件 400,531 
（２）橋   6件 123,500 
（３）公営住宅 56戸 500,000 

合　　計 1,024,031 

都 市 施 設 等

（１）街路
（２）都市公園
（３）下水道

①船越処理区 257,901 
②大浦処理区 172,976 
③大沢処理区 174,632 
④田の浜処理区 42,047 

合　　計 647,556 
学 校 教 育 船越小学校 968,000 

   総  　計 35,435,357 

玄
関
部
分
や
内
部
が
大
き
く
損
壊
し
た
山
田

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
（
被
災
後
間
も
な
く

に
撮
影
）
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あ
の
日
は
町
議
会
定
例
会
の

最
終
日
だ
っ
た
。
当
時
町
長
の

沼
崎
喜
一
さ
ん（
73
）は
予
算
特

別
委
員
会
が
終
わ
り
、
午
後
３

時
の
本
会
議
再
開
を
待
つ
間
、

町
長
室
で
決
裁
文
書
に
判
を
つ

い
て
い
た
。
地
震
が
起
き
た
の

は
そ
の
時
だ
。
ド
ン
と
突
き
上

げ
る
よ
う
な
揺
れ
。
さ
ら
に
激
し
い
横
揺

れ
で
壁
際
の
サ
イ
ド
ボ
ー
ド
の
上
に
あ
っ

た
姉
妹
都
市
か
ら
の
記
念
品
や
額
縁
な
ど

が
バ
ラ
バ
ラ
と
床
に
落
ち
た
。

　
「
こ
れ
は
と
ん
で
も
な
い
大
津
波
が
来

る
」。
昭
和
35（
１
９
６
０
）年
の
チ
リ
地

震
津
波
で
織
笠
地
区
の
自
宅
が
全
壊
し
た

沼
崎
さ
ん
は
、
そ
う
確
信
し
た
。
町
長
室

は
東
側
に
大
き
く
開
い
た
窓
か
ら
山
田
湾

が
一
望
で
き
る
。
遠
目
に
大
島
と
小
島
の

周
辺
の
海
水
が
大
き
く
引
き
、「
海
底
が

露
出
し
た
の
が
は
っ
き
り
見
え
た
」。

地
階
に
津
波
押
し
寄
せ

　

副
町
長
だ
っ
た
佐
藤
勝
一
さ
ん（
67
）は

庁
舎
５
階
の
議
会
委
員
会
室
の
ベ
ラ
ン
ダ

で
、
町
に
襲
い
か
か
る
大
津
波
を
目
撃
し

た
。
山
側
か
ら
来
て
町
役
場
の
前
に
差
し

掛
か
っ
た
軽
自
動
車
が
津
波
に
気
付
か
ず

に
海
側
に
左
折
し
、
突
っ
込
ん
で
い
く
。

「
危
な
い
、
行
く
な
ー
！
」。
叫
び
声
が
届

く
は
ず
は
な
か
っ
た
。
庁
舎
は
地
下
１
階

　
町
役
場
庁
舎
は
激
し
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
後
、
津
波
が
地
階
の
天
井
に
達
し
、
大
規
模

火
災
が
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
迫
っ
た
。
庁
舎
４
階
に
設
置
さ
れ
た
災
害
対
策
本
部
で
は
、
ど
の

よ
う
な
緊
迫
し
た
や
り
取
り
が
あ
っ
た
の
か
。
町
役
場
の
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
３
・
11
」。
災

対
本
部
の
メ
ン
バ
ー
や
職
員
ら
は
自
ら
も
被
災
し
な
が
ら
、
孤
立
し
た
集
落
の
救
援
や
道

路
の
早
期
開
通
、
避
難
者
の
ケ
ア
に
全
力
を
傾
け
た
。
陣
頭
指
揮
に
立
っ
た
当
時
の
町
長

と
副
町
長
の
証
言
を
基
に
、
東
日
本
大
震
災
と
い
う
と
て
つ
も
な
い
災
害
と
切
り
結
ん
だ

苦
闘
の
日
々
を
振
り
返
る
。

自ら被災も力尽くす

町役場の「３・11」【正副町長（当時）に聞く】

巨大災害と格闘した日々

災害対策本部会議に臨む沼崎喜一町長（当時）、佐藤勝一副町長（同）ら
（平成 23年３月21日午後６時２分撮影）。
各課長から厳しい状況が報告された

が
道
路
に
面
し
た
ピ
ロ
テ
ィ
構
造
に
な
っ

て
お
り
、
同
階
の
書
庫
や
駐
車
場
に
津
波

が
押
し
寄
せ
た
。

　

町
長
と
副
町
長
を
正
副
本
部
長
、
各
課

長
を
部
長
と
す
る
災
害
対
策
本
部
で
、
第

１
回
会
議
が
開
か
れ
た
の
は
最
大
波
か
ら

約
20
分
後
の
午
後
３
時
44
分
。
４
階
北
側

の
会
議
室
に
本
部
を
置
く
こ
と
に
な
っ
て

い
た
が
、
停
電
で
薄
暗
い
た
め
、
日
光
の

入
る
南
側
の
総
務
課
の
フ
ロ
ア
に
会
議
用

の
テ
ー
ブ
ル
と
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
運
び

込
ん
で
陣
取
っ
た
。
被
災
し
た
交
番
や
消

防
署
の
ほ
か
、
航
空
自
衛
隊
の
山
田
分
屯

基
地
、
陸
上
自
衛
隊
第
９
特
科
連
隊
（
滝

沢
市
）、
釜
石
海
上
保
安
部
の
職
員
も
翌

日
ま
で
に
集
ま
っ
た
。
災
対
本
部
と
各
機

関
は
逐
一
協
議
し
な
が
ら
、
人
命
救
助
や

道
路
復
旧
、
遺
体
捜
索
な
ど
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

　

沼
崎
さ
ん
の
記
憶
で
は
、
最
初
の
指
示

は
災
対
本
部
豊
間
根
支
部
に
対
す
る
炊
き

出
し
の
要
請
だ
っ
た
。
津
波
直
後
、
被
災

し
て
い
な
い
農
村
部
の
豊
間
根
・
荒
川
地

区
の
女
性
組
織
は
自
主
的
に
お
に
ぎ
り
の

炊
き
出
し
を
開
始
。
同
支
部
と
連
携
し
、

早
く
も
当
日
の
午
後
８
時
半
前
に
は
山
田

地
区
に
お
に
ぎ
り
が
届
い
た
。

自
動
車
道
と
町
道
つ
な
ぐ

　

佐
藤
さ
ん
に
よ
る
と
、
災
対
本
部
で
は

町
長
と
副
町
長
、
総
務
課
長
の
３
人
の
う

ち
い
ず
れ
か
が
必
ず
在
席
す
る
人
員
配
置

と
し
、「
即
断
即
決
」
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

で
指
示
が
出
せ
る
よ
う
に
し
た
。例
え
ば
、

自
動
車
専
用
道
の
三
陸
沿
岸
道
路
（
山
田

道
路
）
と
町
道
と
を
つ
な
ぐ
バ
イ
パ
ス
工

事
。「
至
急
、
食
料
や
物
資
を
運
ぶ
ル
ー

ト
の
確
保
を
」。
当
時
、
海
沿
い
の
国
道

45
号
は
津
波
で
山
田
道
路
の

イ
ン
タ
ー
が
あ
る
山
田
地
区

柳
沢
付
近
の
路
盤
が
崩
れ
る

な
ど
し
て
寸
断
さ
れ
、
北
側

か
ら
町
の
中
心
部
に
入
ろ
う

と
す
る
車
両
は
幅
員
の
狭
い

山
道
を
大
き
く
迂う

回か
い

し
て
通

常
の
倍
近
い
距
離
を
行
か
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

12
日
午
前
９
時
50
分
。
災
対
本
部
は
国

交
省
三
陸
国
道
事
務
所
の
許
可
を
得
て
、

織
笠
地
区
の
山
側
に
あ
る
生
コ
ン
工
場
の

敷
地
に
接
す
る
山
田
道
路
の
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
を
重
機
で
取
り
外
し
、
町
道
か
ら
山
田

道
路
に
入
り
込
め
る
よ
う
に
し
た
。
国
道

は
同
日
午
後
３
時
過
ぎ
、
が
れ
き
で
埋
も

れ
て
い
た
大
沢
地
区
か
ら
柳
沢
ま
で
開
通

し
、
織
笠
地
区
で
町
内
最
大
規
模
の
避
難

所
だ
っ
た
山
田
高
校
に
も
内
陸
か
ら
ほ
ぼ

ダ
イ
レ
ク
ト
に
物
資
が
届
く
よ
う
に
な
っ

た
。迫

る
火
災
、無
線
通
じ
救
助

　

１
０
０
人
以
上
の
避
難
者
の
生
命
を
左

右
す
る
よ
う
な
緊
迫
し
た
や
り
取
り
も
あ

っ
た
。
12
日
午
前
３
時
35
分
。
約
１
２
０

０
人
の
住
民
の
安
否
が
分
か
ら
な
い
田
の

浜
地
区
と
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
で
つ
な
が
っ

た
。「
火
災
が
迫
っ
て
い
る
。
救
援
を
頼

む
」。
地
区
の
山
上
に
あ
る
日
蓮
宗
瑞
然

寺
の
修
練
道
場（
通
称「
旧
タ
ブ
の
木
荘
」）

に
百
数
十
人
が
逃
げ
込
ん
だ
が
、
津
波
の

直
後
に
住
宅
地
で
発
生
し
た
火
災
が
山
林

に
延
焼
し
た
。

　

炎
と
堆
積
し
た
が
れ
き
に
阻
ま
れ
、
地

区
は
孤
立
。
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
資
格
を

持
つ
消
防
団
第
２
分
団
の
団
員
が
活
動
中

に
避
難
者
の
窮
状
に
接
し
、
自
家
用
車
の

軽
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
だ
無
線
機
か
ら
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
発
信
し
た
の
だ
っ
た
。
災
対
本
部
は

自
衛
隊
に
救
助
ヘ
リ
の
出
動
を
要
請
、
同

日
と
翌
日
で
約
１
３
０
人
が
山
田
高
校
な

ど
の
避
難
所
に
搬
送
さ
れ
た
。
佐
藤
さ
ん

は
「
双
方
に
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
装
備
が

な
か
っ
た
ら
、
救
助
は
で
き
な
か
っ
た
」

と
回
想
す
る
。

「役場のライフラインが喪失したのは
痛手だった」と回想する沼崎喜一さん

アマチュア無線資格を持つ佐藤勝一
さんは孤立地区と交信、救助ヘリを向
かわせるための情報を収集した

が
れ
き
が
押
し
寄
せ
た
町
役
場
の
地
下
１
階
部
分

（
平
成
23
年
３
月
12
日
午
前
８
時
30
分
撮
影
）
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安
置
所
が
満
杯
に

　

65
人
、
90
人
、
１
０
５
人
…
…
。
1
日

ご
と
に
、
災
対
本
部
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

に
書
き
込
ま
れ
る
死
亡
者
の
数
が
ど
ん
ど

ん
増
え
て
い
く
。
11
日
深
夜
に
遺
体
安
置

所
と
し
て
開
設
し
た
豊
間
根
地
区
桜
野
の

山
田
町
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
（
体
育
館
）

は
４
日
後
に
遺
体
を
収
容
し
切
れ
な
く
な

り
、
16
・
17
日
に
織
笠
の
町
立
山
田
体
育

館
、
さ
ら
に
18
日
か
ら
は
八
幡
町
の
旧
県

立
山
田
病
院
に
搬
入
。
増
え
る
一
方
の
遺

体
の
火
葬
を
ど
う
す
る
か
の
問
題
に
直
面

し
た
。

　

16
日
か
ら
町
営
の
火
葬
場
が
稼
働
を
再

開
し
た
も
の
の
、
１
日
５
、
６
体
が
限
度

で
追
い
つ
か
な
い
。
火
葬
を
、
県
の
調
整

で
内
陸
の
軽
米
町
と
九
戸
村
、
二
戸
市
、

矢
巾
町
が
、
災
対
本
部
の
懇
請
で
葛
巻
町

が
引
き
受
け
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一

時
は
自
衛
隊
に
整
地
を
依
頼
し
た
土
葬
に

よ
る
仮
埋
葬
は
直
前
で
回
避
さ
れ
た
。

「
配
慮
足
り
な
か
っ
た
」

　

沼
崎
さ
ん
は
今
で
も
後
悔
し
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。
震
災
直
後
の
混
乱
や
対
応
の

渦
中
に
い
て
、
30
カ
所
以
上
あ
っ
た
避
難

所
を
見
舞
う
の
が
６
日
後
の
17
日
に
な
っ

た
こ
と
だ
。「
何
だ
、
町
長
。
今
ご
ろ
来

て
！
」。
時
に
厳
し
い
叱
責
を
受
け
た
。

「
町
民
の
皆
さ
ん
は
過
酷
な
状
況
の
中
で

ず
っ
と
耐
え
て
い
た
。
質
・
量
と
も
想
定

以
上
の
被
害
の
む
ご
さ
が
あ
り
、
そ
れ
ら

へ
の
対
応
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
同
時
に
避

難
者
へ
の
気
配
り
を
優
先
順
位
の
上
に
置

い
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
」
と
反
省
す
る
。

　

大
津
波
の
直
後
に
起
き
た
、
八
幡
町
と

長
崎
一
丁
目
が
火
元
の
火
災
は
11
日
夜
半

に
役
場
の
す
ぐ
そ
ば
ま
で
迫
っ
て
き
た
。

災
対
本
部
の
あ
る
４
階
総
務
課
の
窓
枠
も

熱
を
帯
び
た
。
幸
い
風
向
き
が
変
わ
っ
て

延
焼
は
免
れ
た
が
、
沼
崎
さ
ん
は
地
階
が

浸
水
し
た
こ
と
を
重
く
見
る
。「
電
力
や

浄
化
槽
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
喪
失
し
、

庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
も

動
か
せ
な
く
な
っ
た
。
指
揮
命
令
系
統
の

拠
点
で
あ
る
役
場
が
被
災
し
た
の
は
ま
ず

か
っ
た
。
前
も
っ
て
（
被
害
を
防
ぐ
た
め

の
）
深
慮
が
必
要
だ
っ
た
」

　

災
害
対
策
本
部
は
震
災
の
発
生
か
ら
１

年
２
カ
月
後
の
平
成
24（
２
０
１
２
）年
５

月
１
日
、
被
災
者
支
援
業
務
の
ウ
エ
ー
ト

が
町
復
興
本
部
に
移
っ
た
な
ど
と
し
て
廃

止
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
避
難
者
や
報
道
機

3
月
11
日

14
時
46
分
震
度
５
強
（
山
田
消
防
署
震
度
計
に
よ
る
）

の
地
震
発
生

山
田
町
災
害
対
策
本
部
を
設
置

14
時
49
分
大
津
波
警
報
発
表

15
時
17
分
田
の
浜
地
区
で
津
波
が
水
門
を
破
る

15
時
24
分
山
田
地
区
で
津
波
が
防
潮
堤
を
越
え
る

15
時
25
分
田
の
浜
と
織
笠
で
火
災
発
生

15
時
30
分
八
幡
町
と
長
崎
、大
沢
で
火
災
発
生

15
時
39
分
豊
間
根
支
部
に
炊
き
出
し
を
依
頼

15
時
44
分
第
１
回
災
害
対
策
本
部
会
議

・ 

避
難
者
の
確
認

・ 

火
災
発
生
（
八
幡
町
、
織
笠
）

・ 

国
道
45
号
閉
鎖

・ 

炊
き
出
し
（
豊
間
根
支
部
に
発
注
済
）

・ 

防
災
無
線
（
支
部
連
絡
Ｏ
Ｋ
）

16
時
55
分
航
空
自
衛
隊
に
消
火
要
請

17
時
18
分
災
害
対
策
本
部
会
議

・  

火
災
発
生
（
ヘ
リ
を
要
請
し
た
が
日
没
の
た

め
出
動
で
き
ず
）

・ 

暖
房
（
灯
油
の
確
保
が
困
難
）

・ 

各
学
校
と
連
絡
が
取
れ
な
い
（
教
育
委
員

会
が
徒
歩
で
学
校
に
向
か
っ
て
い
る
）

・ 

山
田
配
水
池
は
空
っ
ぽ

・ 

保
育
所
、
児
童
館
等
一
切
の
情
報
な
し

17
時
28
分
消
防
団
全
車
両
消
火
出
動
要
請

20
時
25
分
山
田
地
区
へ
の
最
初
の
炊
き
出
し
が
荒
川

地
区
か
ら
到
着

23
時
18
分
道
路
復
旧
の
た
め
町
内
建
設
業
者
の
重
機

が
間
木
戸
林
道
で
待
機

23
時
23
分
災
害
対
策
本
部
会
議

・ 

建
設
業
者
へ
重
機
手
配
待
機

・ 

各
支
部
状
況

  

大 

浦
支
部
…
小
谷
鳥
壊
滅
、
大
浦
は
集

落
の
中
段
ま
で
被
災

  

田
の
浜
支
部
… 

連
絡
取
れ
ず
、
延
焼
中

  

船 

越
支
部
…
食
料
は
商
店
か
ら
調
達
。
燃

料
は
坂
本
ス
タ
ン
ド
。
船
越
小
は
浸
水

  

織
笠
支
部
…
細
浦
、
跡
浜
壊
滅

  
大
沢
支
部
…
孤
立

・ 
遺
体
安
置
所
の
設
置
（
豊
間
根
地
区
桜
野
・

山
田
町
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
）

・ 

自
衛
隊
が
山
田
南
小
を
拠
点
に

・ 

遺
体
収
容（
家
屋
内
確
認
後
、重
機
と
手
作
業
で
）

・ 

幹
線
道
路
の
確
保

・ 

飲
料
水
の
確
保

・ 

簡
易
仮
設
ト
イ
レ
の
手
配
、
食
料
の
手
配

・ 

避
難
所
の
確
保
（
長
期
戦
、避
難
者
の
分
散
）

3
月
12
日

2
時
23
分
役
場
周
辺
に
火
災
が
延
焼
。中
央
公
民
館
な

ど
の
避
難
者
千
人
超
を
豊
間
根
地
区
へ
移
動

3
時
35
分
田
の
浜
の
３
カ
所
で
火
災
発
生
と
の
無
線
連
絡

5
時
30
分
災
害
対
策
本
部
会
議

・ 

町
内
、
火
の
手
が
上
が
り
延
焼

・ 

県
災
対
本
部
へ
消
火
ヘ
リ
要
請
済
み

・ 

避
難
所
調
査

・ 

被
害
調
査

6
時
00
分
田
の
浜
、
旧
タ
ブ
の
木
荘
に
１
０
０
人
避

難
（
火
災
延
焼
の
恐
れ
あ
り
）。
町
の
水
利
な

し
、
町
部
分
も
消
火
を
。
早
川
地
区
全
滅

6
時
31
分
山
田
地
区
境
田
で
山
林
火
災

8
時
12
分
陸
自
ヘ
リ
が
海
水
に
よ
る
消
火
活
動
を
開
始

9
時
50
分
山
田
道
路
の
途
中
に
出
入
り
口
完
成
（
織
笠

山
田
生
コ
ン
付
近
）

11
時
45
分
山
田
道
路
・ 

船
越
～
柳
沢
間
復
旧

12
時
50
分
田
の
浜
旧
タ
ブ
の
木
荘
へ
水
の
補
給（
ヘ
リ
）

14
時
41
分
旧
タ
ブ
の
木
荘
か
ら
山
田
高
校
へ
自
衛
隊

ヘ
リ
に
よ
る
避
難
者
搬
送
開
始

15
時
17
分
大
沢
～
柳
沢
間
の
国
道
復
旧

18
時
52
分
災
害
対
策
本
部
会
議

・ 

山
田
、
鎮
火
に
見
え
る
が
予
断
許
さ
ず

・
県
内
や
秋
田
県
か
ら
の
消
防
隊
が
応
援

・ 

田
の
浜
、
山
林
・
住
宅
延
焼
中
。
明
日
県

防
災
ヘ
リ
が
入
る

・ 

県
に
救
援
物
資
要
請

・ 

空
自
三
沢
基
地
か
ら
１
５
０
人
程
度
の
支

援
予
定

・ 

海
自
が
山
田
湾
内
探
索
、
遺
体
収
容

・ 

京
都
府
警
１
６
０
人
が
宮
古
署
に
入
る

3
月
13
日

7
時
08
分
陸
自
ヘ
リ
が
重
傷
者
搬
送
、消
火
活
動
に
従
事

7
時
40
分
災
害
対
策
本
部
会
議

・ 

食
料
１
万
８
千
食
の
要
望
、
供
給
量
４
、

５
千
食

・ 

死
亡
者
リ
ス
ト
を
役
場
玄
関
へ

9
時
40
分
山
梨
県
警
38
人
着
、先
行
捜
索
隊（
長
崎
地
区
）

15
時
40
分
田
の
浜
消
火
ヘ
リ
要
請
、ま
も
な
く
消
火
予
定

16
時
04
分
大
浦
道
路
開
通

18
時
00
分
災
害
対
策
本
部
会
議

・ 

県
庁
関
係
の
物
資
は
中
央
公
民
館
へ
明
日

受
け
入
れ

・ 

遠
野
市
後
方
支
援
、毛
布
４
０
０
、食
事
２
千

人
分
、中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
へ
受
け
入
れ

・ 

精
米
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
軽
油
少
な
い

災
害
対
策
本
部
の
１
週
間

※
佐
藤
勝
一
副
町
長（
当
時
）の
メ
モ
な
ど
を
基
に
構
成

関
に
向
け
た
情
報
提
供
資
料
は
１
８
７
号

に
及
び
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
状
況
や

医
療
、
各
種
支
援
な
ど
の
情
報
を
刻
々
と

発
信
し
続
け
た
。
平
均
し
て
２
日
に
１
回

の
頻
度
で
資
料
の
ペ
ー
パ
ー
を
発
行
し
た

こ
と
に
な
る
。

訓
練
の
大
切
さ
痛
感

　

巨
大
災
害
を
行
政
の
現
場
で
体
験
し

て
、
沼
崎
さ
ん
と
佐
藤
さ
ん
は
日
ご
ろ
の

防
災
訓
練
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
。
沼
崎

さ
ん
は
人
的
被
害
が
拡
大
し
た
要
因
に
つ

い
て
「
チ
リ
地
震
津
波（
１
９
６
０
年
）を

き
っ
か
け
に
で
き
た
防
潮
堤
が
さ
ら
に
昭

和
三
陸
津
波（
１
９
３
３
年
）の
被
害
を
基

準
に
し
て
高
く
な
り
、
多
く
の
皆
さ
ん
が

そ
れ
で
過
信
し
た
。
土
地
柄
も
あ
る
が
、

漁
師
の
方
々
は
津
波
の
様
子
を
見
る
た
め

に
浜
に
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
」と
指
摘
。

そ
の
上
で
、
こ
う
言
っ
て
対
策
不
足
を
悔

や
む
。

　
「
流
さ
れ
て
亡
く
な
っ
た
方
々
の
多
く

が
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
方
々
が
訓
練
に
来
ら
れ
な
い
理
由
を

町
と
し
て
も
っ
と
分
析
し
て
、
何
を
な
す

べ
き
な
の
か
を
考
え
る
今
一
歩
の
議
論
が

足
り
な
か
っ
た
」

　

沼
崎
さ
ん
は
織
笠
川
河
口
付
近
の
自
宅

が
流
失
、
佐
藤
さ
ん
は
大
沢
地
区
新
開
地

の
自
宅
が
１
階
の
天
井
近
く
ま
で
浸
水
し

た
。
こ
の
震
災
で
当
時
の
役
場
職
員
１
９

３
人
の
う
ち
、
２
人
が
犠
牲
に
な
り
、
７

人
が
家
族
を
失
っ
た
。
家
屋
が
被
災
し
て

住
め
な
く
な
っ
た
職
員
は
83
人
に
及
ぶ
。

取
材
時
期
＝
平
成
28
年
７
月
（
佐
藤
さ
ん
）、
同

８
月
（
沼
崎
さ
ん
）

災対本部で佐藤さんが被害の状況や会議
の要点を記したメモ

・ 

道
路
確
保
、
役
場
か
ら
国
道
Ｏ
Ｋ

・ 

防
災
無
線
復
旧

・ 

薬
品
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
、医
療
本
部
の
確
立
検
討

・ 

保
健
師
６
カ
所
に
配
備
、
心
の
ケ
ア

3
月
14
日

0
時
05
分
県
防
災
室
へ
田
の
浜
の
鎮
火
活
動
を
要
望

6
時
25
分
田
の
浜
へ
向
け
、道
路
障
害
物
撤
去
作
業
指
示

6
時
54
分
空
自
山
田
分
屯
基
地
か
ら
田
の
浜
へ
向
け

離
陸
（
消
火
活
動
の
た
め
）

7
時
55
分
災
害
対
策
本
部
会
議

8
時
53
分
牛
転
峠
の
頂
ま
で
鎮
圧
、
小
谷
鳥
側
燃
え

て
い
る
可
能
性
あ
り

8
時
57
分
平
安
荘
に
医
師
到
着

12
時
06
分
大
浦
秀
全
堂
～
漁
村
セ
ン
タ
ー
間
水
道
復

旧
（
簡
易
水
道
）

15
時
53
分
陸
自
第
９
特
科
隊
が
山
田
町
に
全
力
投
入
。

指
揮
所
が
総
合
運
動
公
園
に
入
っ
て
い
る

16
時
45
分
田
の
浜
、
強
風
に
よ
り
山
林
火
災
拡
大
中

17
時
08
分
海
保
の
ヘ
リ
が
パ
ン
５
千
食
を
山
田
高
校

へ
運
搬

17
時
57
分
災
害
対
策
本
部
会
議

・ 

空
自
の
炊
き
出
し
８
８
０
個
が
山
田
高
校

へ
向
か
っ
て
い
る

・ 

田
の
浜・上
ま
で
道
路
通
っ
た
。
大
沢・浜

川
目
ま
で
開
通

・ 

水
道
、３
ル
ー
ト
で
給
水
。
自
衛
隊
１
台
、

長
野
市
２
台
。
午
後
か
ら
開
始

・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
町
内
は
広
く
募
集
。
町

外
は
宿
泊
先
自
己
対
応
者
の
み

3
月
15
日

8
時
00
分
災
害
対
策
本
部
会
議

・ 

陸
自
約
２
５
０
人
、
空
自
２
２
０
人
、
重

機
２
個
隊

・ 

電
力
、
豊
間
根
の
一
部
の
み
通
常

・ 

10
時
か
ら
斎
場
試
運
転

・ 

物
資
受
け
入
れ
態
勢
増
員

9
時
28
分
早
川
に
延
焼
の
恐
れ

12
時
25
分
仮
設
ト
イ
レ
３
０
０
個
、
総
合
運
動
公
園

へ
配
備

15
時
00
分
山
田
高
校・山
田
中
学
校・斎
場
電
気
復
旧

16
時
36
分
災
害
対
策
本
部
会
議

・ 

陸
自
２
４
１
人
、
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
８
、
大

型
ド
ー
ザ
ー
３
、
中
型
３
、
シ
ョ
ベ
ル
２

・ 

空
自
２
０
０
人
、
救
急
車
３
、
水
タ
ン
ク

２
、
水
ト
レ
ー
ラ
ー
９
、
炊
事
車
４

・ 

陸
自
、
17
日
か
ら
本
格
稼
動
。
入
浴
、
炊

き
出
し
、
給
水

・ 

が
れ
き
の
集
積
場
所
の
確
保
、船
越
公
園
へ

3
月
16
日

7
時
56
分
災
害
対
策
本
部
会
議

・ 
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
陸
自
へ
リ
ポ
ー
ト

8
時
08
分
災
害
対
策
部
内
会
議

・ 
町
内
建
設
業
者
各
地
に
配
置

・ 

防
災
無
線
、本
体
バ
ッ
テ
リ
ー
な
く
な
っ
た

・ 

介
護
要
員
、
保
健
師
が
不
足

・ 

医
薬
品
の
確
保
難
し
い
。
県
へ
文
書
要
請

10
時
20
分
織
笠
大
橋
開
通

11
時
50
分
東
北
電
力
、電
力
車
投
入
。
織
笠
コ
ミ
セ
ン
、

大
浦
漁
村
セ
ン
タ
ー

12
時
55
分
本
部
防
災
無
線
親
機
ダ
ウ
ン

18
時
31
分
災
害
対
策
本
部
会
議

・ 

田
の
浜
林
野
火
災
鎮
圧
、
小
谷
鳥
林
野
火

災
鎮
圧

3
月
17
日

8
時
00
分
災
害
対
策
本
部
会
議

・ 

死
亡
者
一
覧
の
避
難
所
へ
の
配
布

・ 

給
油
所
は
坂
本
、
荒
川
ス
タ
ン
ド
の
み
生

き
て
い
る

15
時
00
分
陸
自
北
部
方
面
隊
来
庁
。
第
３
普
通
科
連

隊
５
０
０
人
、
拠
点
を
総
合
運
動
場
の
野

球
場
と
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

17
時
40
分
消
防
・ 

町
、
湾
内
遺
体
捜
索

18
時
30
分
災
害
対
策
本
部
会
議

・ 

避
難
所
31
カ
所
訪
問

・ 

遺
体
収
容
、
山
田
体
育
館
は
満
杯

・ 

林
野
火
災
確
認
、
鎮
火
せ
ず

・ 

明
日
14
時
46
分（
発
災
か
ら
１
週
間
）、黙
祷
、

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
。
全
町
民
に
呼
び
掛
け
る

◇

3
月
28
日

仮
設
住
宅
の
建
設
開
始

4
月
5
日

役
場
庁
舎
の
電
力
が
仮
復
旧

5
月
1
日

大
沢
、
大
浦
、
船
越
の
各
地
区
で
下
水
処
理
開
始

6
月
1
日

町
内
43
カ
所
に
仮
設
住
宅
１
９
４
０
戸
が
完
成
し
、
入

居
開
始

8
月
31
日

全
避
難
所
を
閉
鎖

平
成
24
年
5
月
1
日

災
害
対
策
本
部
廃
止
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救
援
物
資
の
備
蓄

備
蓄
倉
庫
被
災
、
物
不
足
に

　

被
災
前
、
計
約
６
千
食
分
の
非
常
食
を

災
害
対
策
本
部
と
大
沢
・
織
笠
・
田
の
浜
・

大
浦
の
各
支
部
（
７
５
０
食
ず
つ
）
等
に

備
蓄
し
て
い
た
。
非
常
時
に
は
そ
の
確
保

や
供
給
が
困
難
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

た
た
め
、
各
家
庭
で
も
２
～
３
日
分
の
食

料
を
備
え
る
よ
う
啓
発
し
て
き
た
。
毛
布

に
つ
い
て
は
26
カ
所
に
計
７
１
３
枚
、
ス

ト
ー
ブ
は
本
部
に
20
台
、各
支
部
に
67
台
、

そ
の
他
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
や
ポ
リ
タ
ン
ク
、

発
動
発
電
機
な
ど
を
備
蓄
し
、
災
害
に
備

え
て
き
た
。

　

被
災
規
模
が
あ
ま
り
に
も
大
き
か
っ
た

こ
と
や
、
田
の
浜
支
部
、
災
害
対
策
本
部

の
水
防
倉
庫
２
カ
所
が
被
災
、
備
蓄
量
が

大
幅
に
減
少
し
た
た
め
、
救
援
物
資
が
届

く
ま
で
の
間
あ
ら
ゆ
る
物
が
不
足
し
た
。

　

食
料
に
関
し
て
は
、
備
蓄
し
て
い
た
非

常
食
の
ほ
か
、
被
災
し
な
か
っ
た
内
陸
・

高
台
の
地
区
や
自
衛
隊
な
ど
か
ら
炊
き
出

し
が
行
わ
れ
、各
避
難
所
に
配
給
さ
れ
た
。

　

水
に
つ
い
て
は
自
衛
隊
や
他
自
治
体
か

ら
の
給
水
車
の
支
援
、
井
戸
水
な
ど
を
利

用
し
、
飲
料
水
の
不
足
に
よ
る
混
乱
は
避

け
ら
れ
た
。

発
災
前
の
避
難
所
指
定

57
カ
所
中
、
６
カ
所
被
災

　

緊
急
避
難
場
所
に
指
定
し
て
い
た
57
カ

所
＝
避
難
生
活
を
送
る
た
め
の
「
収
容
避

難
場
所
」（
当
時
の
呼
称
）
24
カ
所
と
ほ

ぼ
重
複
＝
の
う
ち
飯
岡
防
災
セ
ン
タ
ー
、

か
も
め
公
園
、
柳
沢
住
宅
、
船
越
小
学
校
、

小
谷
鳥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
船
越

漁
村
セ
ン
タ
ー
の
６
カ
所
が
津
波
に
よ
り

被
災
し
た
（
飯
岡
防
災
セ
ン
タ
ー
、
船
越

小
学
校
、
船
越
漁
村
セ
ン
タ
ー
は
収
容
避

難
場
所
に
も
指
定
）。

　

船
越
漁
村
セ
ン
タ
ー
は
災
害
対
策
本
部

の
田
の
浜
支
部
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の

機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

飯
岡
防
災
セ
ン
タ
ー
は
浸
水
後
の
火
災
で

被
災
し
た
。

大
津
波
警
報
の
発
表

津
波
襲
来
ま
で
３
回
放
送

　

防
災
行
政
無
線
で
地
震
発
生

後
か
ら
津
波
襲
来
ま
で
の
間
、

注
意
喚
起
、
警
報
伝
達
な
ど
計

３
回
放
送
（
う
ち
サ
イ
レ
ン
３

回
）。
地
震
発
生
後
か
ら
１
時

間
以
内
で
は
４
回
、
２
時
間
以

内
で
は
10
回
の
放
送
を
行
っ

た
。

　

田
の
浜
地
区
の
水
門
を
破
っ

た
の
は
午
後
３
時
17
分
と
記
録

さ
れ
て
お
り
、
消
防
防
災
課
の

防
災
行
政
無
線
遠
隔
制
御
局
が

被
災
し
た
た
め
、
３
時
24
分
以

降
の
放
送
は
役
場
総
務
課
で
行

う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

大
津
波
に
よ
り
屋
外
拡
声
器

は
１
０
２
局
中
34
局
が
被
災
し
、
遠
隔
制

御
装
置
も
６
局
全
て
が
被
災
し
た
。流
失
・

損
壊
し
た
屋
外
拡
声
器
な
ど
の
代
替
や
放

送
が
聞
こ
え
に
く
い
エ
リ
ア
へ
の
対
応
と

し
て
、
戸
別
受
信
機
を
設
置
。
さ
ら
に
ア

ン
プ
や
ス
ピ
ー
カ
ー
を
取
り
付
け
る
な
ど

の
応
急
対
策
を
実
施
し
た
。

避
難
指
示

８
分
後
に
避
難
呼
び
掛
け

　

地
震
発
生
後
の
午
後
２
時
49
分
、
防
災

行
政
無
線
の
第
１
報
で
海
岸
か
ら
離
れ
る

こ
と
を
勧
め
、
今
後
の
情
報
に
注
意
す
る

よ
う
告
げ
た
。
続
い
て
２
時
54
分
に
大
津

波
警
報
の
発
表
を
知
ら
せ
、
高
台
避
難
を

呼
び
掛
け
る
放
送
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
午

後
３
時
11
分
に
も
ほ
ぼ
同
内
容
の
放
送
を

行
い
、
津
波
到
達
後
も
繰
り
返
し
放
送
で

避
難
を
促
し
た
。

　

防
災
行
政
無
線
の
サ
イ
レ
ン
に
よ
る
注

意
喚
起
の
効
果
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る

反
面
、
放
送
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
と
い
う

声
も
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
津
波
避
難
合

同
調
査
団
の
現
地
調
査
結
果
に
よ
る
と

「
大
津
波
警
報
を
避
難
す
る
前
に
聞
い
た
」

人
の
う
ち
52
％
は
「
町
の
防
災
行
政
無
線

で
聞
い
た
」
と
回
答
し
て
い
る
。

自
主
防
災
組
織

非
浸
水
地
区
で
炊
き
出
し

　

平
成
22（
２
０
１
０
）年
４
月
１
日
現
在

の
町
内
の
自
主
防
災
組
織
の
数
は
14
。
浸

水
し
な
か
っ
た
豊
間
根
・
荒
川
、
関
谷
・

関
口
、
轟
木
・
田
子
の
木
、
船
越
の
各
地

区
か
ら
炊
き
出
し
が
行
わ
れ
、
各
避
難
所

に
配
給
さ
れ
た
。
平
成
22
年
度
の
防
災
訓

練
で
は
織
笠
の
白
石
集
落
部
落
会
と
関
口

の
関
口
部
落
会
で
炊
き
出
し
訓
練
を
行
っ

て
お
り
、
今
回
の
震
災
対
応
で
は
大
き
な

成
果
を
挙
げ
た
。

停
電
中
な
ど
の
情
報
集
約

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
も
利
用

　

町
災
害
対
策
本
部
と
各
支
部
と
の
間
で

移
動
系
の
防
災
無
線
に
よ
る
交
信
を
行

い
、
情
報
収
集
や
伝
達
な
ど
を
し
た
。
自

衛
隊
、
警
察
、
消
防
な
ど
関
係
機
関
の
職

員
も
災
害
対
策
本
部
に
詰
め
、
そ
れ
ぞ
れ

津波で浸水した後、火災が及んだ飯岡防災センター（平成23年５月７日）

　

誰
し
も
が
生
涯
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
東
日
本
大
震
災
と
い
う
巨
大
災
害
に
、

町
役
場
は
ど
う
対
応
し
た
の
か
。
避
難
所
支
援
、
医
療
活
動
、
仮
設
住
宅
…
…
。
こ
こ
で

は
役
場
に
残
る
記
録
を
ひ
も
解
き
、
23
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
基
に
振
り
返
る
。
混
乱
の
渦
中
、

相
次
い
で
激
務
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
困
難
な
状
況
が
垣
間
見
え
る
。

混
乱
の
中
、激
務
相
次
ぎ

町はどう対応したか 
─23のキーワードから

庁舎前で被災町民に水と
食料を配る役場職員ら

（平成 23 年３月 17 日）
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月
１
日
に
は
「
東
日
本
大
震
災
の
記
録
」

と
し
て
特
集
号
を
発
行
し
た
。

孤
立
地
域

発
災
３
日
で
孤
立
解
消

　

３
月
11
日
時
点
で
孤
立
し
た
地
域
は
、

船
越
地
区
の
前
須
賀
と
浦
の
浜
、
田
の
浜

地
区
、
大
浦
地
区
、
織
笠
地
区
の
一
部

（
草く

さ

木ぎ

）、
大
沢
地
区
の
市
街
地
（
上
条
・

中
条
・
下
条
・
浜
川
目
）。

　

山
林
火
災
が
発
生
し
た
田
の
浜
地
区
か

ら
は
自
衛
隊
ヘ
リ
に
よ
り
山
田
高
校
等
へ

の
搬
送
を
行
っ
た
。

　

主
要
道
の
が
れ
き
除
去
作
業
の
進
行
、

崩
落
箇
所
等
の
迂う

回か
い

路
の
整
備
、
三
陸
縦

貫
自
動
車
道
（
三
陸
沿
岸
道
路
）
山
田
道

路
の
臨
時
搬
入
路
設
置
に
よ
り
発
災
か
ら

２
～
３
日
間
で
孤
立
地
域
は
解
消
さ
れ

た
。避

難
所
支
援

５
６
０
０
人
超
が
避
難

　

今
回
の
震
災
で
避
難
所
と
な
っ
た
施
設

は
40
カ
所
。
う
ち
町
の
施
設
25
カ
所
、
県

の
施
設
２
カ
所
、
民
間
の
施
設
７
カ
所
、

自
治
会
１
カ
所
、
民
家
５
カ
所
、
ま
た
町

の
施
設
の
う
ち
地
域
防
災
計
画
で
避
難
所

と
し
て
指
定
し
て
い
た
の
は
19
カ
所
。
発

災
当
初
は
町
職
員
を
各
避
難
所
に
配
置
し

て
運
営
、
そ
の
後
、
県
や
他
市
町
村
等
か

ら
の
支
援
員
や
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
運

営
に
携
わ
っ
た
。

　

収
容
人
数
は
最
大
時
の
３
月
15
日
で
５

６
７
７
人
。
仮
設
住
宅
の
追
加
建
設
も
あ

り
、
県
内
で
は
最
も
遅
く
８
月
31
日
に
全

て
の
避
難
所
が
閉
鎖
さ
れ
た
。

　

必
要
物
資
は
物
資
班
に
よ
る
ニ
ー
ズ
調

査
を
行
い
、
中
央
公
民
館
に
設
置
し
た
物

資
セ
ン
タ
ー
か
ら
供
給
し
た
。

　

自
衛
隊
や
岡
山
県
高た

か

梁は
し

市
の
支
援
で
、

山
田
南
小
学
校
、
山
田
高
校
、
豊
間
根
中

学
校
の
各
避
難
所
に
浴
場
が
仮
設
さ
れ

た
。
他
の
避
難
所
か
ら
浴
場
へ
の
乗
合
バ

ス
が
運
行
さ
れ
、
遺
体
安
置
所
と
な
っ
た

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
を
経
由
す
る
よ
う
に

し
た
。

　

船
越
半
島
方
面
の
避
難
所
へ
の
送
電
線

架
設
工
事
で
は
、
東
北
電
力
と
協
議
し
、

が
れ
き
撤
去
を
進
め
な
が
ら
橋
が
被
災
し

た
織
笠
川
を
ま
た
が
せ
る
形
で
送
電
線
を

延
ば
し
た
。

　

当
初
か
ら
原
則
と
し
て
避
難
所
の
統
廃

合
は
行
わ
な
い
方
針
と
し
、
余
震
に
よ
り

亀
裂
が
入
っ
た
影
響
で
豊
間
根
中
へ
移
動

し
た
豊
間
根
小
、
自
治
会
の
意
向
で
山
田

南
小
と
武
徳
殿
を
統
合
し
た
さ
く
ら
幼
稚

園
以
外
は
、
閉
鎖
時
ま
で
同
じ
避
難
所
を

使
用
し
た
。

【
要
配
慮
者
支
援
の
観
点
か
ら
】

福
祉
避
難
所
協
定
を
締
結

　

津
波
の
直
後
に
火
災
が
発
生
し
た
た

め
、
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
周
辺

の
施
設
避
難
者
を
豊
間
根
小
学
校
・
豊
間

根
中
学
校
に
移
動
さ
せ
た
。
支
援
方
法
を

考
慮
し
、
高
齢
者
は
豊
間
根
中
学
校
格
技

場
、
要
配
慮
者
は
上
豊
間
根
自
治
交
流
会

館
へ
と
避
難
場
所
を
区
分
し
た
が
、
支
援

者
不
足
か
ら
避
難
者
の
中
の
有
資
格
者
に

応
援
を
求
め
た
り
、
避
難
者
に
支
援
し
て

も
ら
っ
た
り
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
が
避

難
し
た
避
難
所
で
は
、
同
職
員

が
救
援
物
資
や
支
援
者
が
来
る

ま
で
の
間
、
お
む
つ
提
供
な
ど

の
介
護
支
援
を
し
た
。

　

被
災
前
に
社
会
福
祉
施
設
等

と
福
祉
避
難
所
設
置
運
営
協
定

が
未
締
結
だ
っ
た
た
め
、
受
け

入
れ
体
制
、
介
護
用
品
（
ベ
ッ

ド
・
車
い
す
・
お
む
つ
）
等
の

準
備
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

震
災
１
週
間
後
に
全
避
難
所

を
訪
問
し
て
一
次
避
難
所
で
は

対
応
で
き
な
い
避
難
者
を
確
認

し
た
。
ま
た
、
医
療
的
行
為
が

の
無
線
で
交
信
、
情
報
収
集
に
努
め
た
。

さ
ら
に
災
害
対
策
本
部
設
置
の
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
を
利
用
し
て
民
間
の
方
々
と
も
情

報
交
換
し
、
災
害
対
応
を
進
め
た
。

　

災
害
対
策
本
部
の
田
の
浜
支
部
と
な
る

船
越
漁
村
セ
ン
タ
ー
が
被
災
し
た
た
め
、

防
災
無
線
は
使
え
な
く
な
っ
た
が
、
消
防

団
員
と
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
で
交
信
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

岩
手
県
災
害
対
策
本
部
と
の
連
絡
は
、

衛
星
携
帯
電
話
を
利
用
し
た
が
、
話
し
中

が
続
き
、
連
絡
が
難
し
か
っ
た
。
町
災
害

対
策
本
部
に
常
駐
し
た
自
衛
隊
の
機
器
も

使
用
し
た
が
、
衛
星
フ
ァ
ク
ス
に
つ
い
て

は
通
信
エ
ラ
ー
が
多
発
し
た
。

　

衛
星
携
帯
電
話
は
、
災
対
本
部
、
山
田

消
防
署
、
山
田
南
小
学
校
、
県
立
山
田
病

院
、
県
立
青
少
年
の
家
（
避
難
所
）
に
配

備
し
、
連
絡
を
取
り
合
っ
た
。
災
対
本
部

の
電
話
は
航
空
自
衛
隊
山
田
分
屯
基
地
が

手
配
し
、
連
絡
要
員
と
し
て
自
衛
隊
員
が

派
遣
さ
れ
た
。

　

電
話
回
線
に
よ
る
通
信
手
段
が
断
絶
さ

れ
た
中
で
、
防
災
無
線
を
フ
ル
活
用
し
、

劣
悪
な
環
境
の
下
で
各
支
部
や
避
難
所
と

の
間
で
一
定
の
情
報
収
集
や
付
与
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
た
。

人
命
救
助

延
べ
３
５
０
０
人
出
動

　

主
に
山
田
町
消
防
団
員
が
人
名
救
助
に

携
わ
り
、
３
月
11
日
か
ら
31
日
ま
で
の
間

で
１
日
最
大
２
５
４
人
、
延
べ
３
５
５
８

人
が
動
員
さ
れ
た
。
大
津
波
の
直
後
は
緊

急
的
な
救
助
活
動
に
当
た
り
、
そ
れ
以
降

は
遺
体
捜
索
や
遺
体
収
容
等
に
従
事
し

た
。
３
６
３
人
を
救
助
、
２
７
０
人
の
遺

体
を
収
容
し
た
。
資
器
材
等
が
少
な
い
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
機
転
を
利
か
せ
な
が
ら

活
動
に
従
事
し
た
。

広
報
活
動

「
被
災
状
況
」毎
日
発
信

　

３
月
12
日
以
降
、
が
れ
き
撤
去
作
業
の

状
況
、
道
路
復
旧
状
況
、
物
資
配
布
内
容

等
に
つ
い
て
防
災
行
政
無
線
で
放
送
し

た
。

　

３
月
13
日
以
降
は
毎
日
、「
東
日
本
大

震
災
の
被
災
状
況
」
を
取
り
ま
と
め
た
資

料
を
県
災
害
対
策
本
部
、
各
避
難
所
、
マ

ス
コ
ミ
に
向
け
て
発
行
す
る
と
と
も
に
役

場
と
避
難
所
に
掲
示
し
た
。
震
災
当
初
に

町
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
が
閲

覧
で
き
な
か
っ
た
期
間
、
航
空
自
衛
隊
山

田
分
屯
基
地
の
Ｈ
Ｐ
に
同
資
料
を
掲
載
し

て
も
ら
っ
た
。

　
「
広
報
や
ま
だ
」
は
、
震
災
関
連
特
別

号
と
し
て
お
知
ら
せ
版
を
４
月
26
日
、
５

月
24
日
、
６
月
15
日
、
７
月
６
日
、
７
月

29
日
、
８
月
12
日
の
計
６
回
発
行
し
、
９

がれきに分け入り、捜索活動を行う町の消防団員
（平成23年３月19日）

震災後初めて発行された平成23年４月26日の
「広報やまだ」特別号。仮設住宅の建設や罹災証
明発行などに関する情報を載せていた

山田地区の山田南小の避難所に自衛隊が設置した浴場
（平成23年３月24日）
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美
浜
町
／
日
高
町
／
由
良
町
／
印
南
町
／

み
な
べ
町
／
日
高
川
町
／
白
浜
町
／
上
富

田
町
／
す
さ
み
町
／
那
智
勝
浦
町
／
太
地

町
／
古
座
川
町
／
北
山
村
／
串
本
町

▼
青
森
県
派
遣
職
員
（
５
月
21
日
～
７
月

30
日
）
＝
県
職
員
／
青
森
県
市
町
村
職
員

退
職
手
当
組
合
／
青
森
市
／
つ
が
る
市
／

む
つ
市
／
弘
前
市

▼
全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
（
５
月
21

日
～
７
月
10
日
）

▼
沖
縄
県
名
護
市�

（
６
月
10
～
16
日
）

行
政
機
能
の
回
復
支
援

退
職
予
定
者
を
再
任
用

　

町
職
員
の
犠
牲
者
は
２
人
。
約
３
分
の

１
の
職
員
の
住
家
が
被
災
し
た
。

　

平
成
23
年
３
月
31
日
退
職
予
定
者
の
う

ち
11
人
を
６
月
30
日
ま
で
再
任
用
職
員
と

し
て
採
用
、
復
興
支
援
主
幹
お
よ
び
復
興

支
援
員
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
部
署

で
勤
務
し
て
も
ら
っ
た
。
技
監（
特
別
職
）

と
し
て
、
東
北
地
方
整
備
局
か
ら
出
向
が

あ
っ
た
。

　

長
期
派
遣
職
員
は
延
べ
27
人
（
５
月
９

日
～
24
年
３
月
31
日
）。
配
属
先
は
復
興

推
進
課
、
建
設
課
、
上
下
水
道
課
、
町
民

課
、
学
校
教
育
課
。

　

短
期
派
遣
職
員
は
次
の
通
り
。

▼
静
岡
県
派
遣
職
員
（
３
月
18
日
～
９
月

30
日
）
＝
県
職
員
／
静
岡
市
／
富
士
市
／

富
士
宮
市
／
浜
松
市
／
沼
津
市
／
磐
田
市

／
牧
之
原
市
／
御
前
崎
市
／
焼
津
市
／
藤

枝
市
／
掛
川
市
／
下
田
市
／
三
島
市
／
熱

海
市
／
菊
川
市
／
袋
井
市
／
伊
豆
の
国
市

／
伊
東
市
／
伊
豆
市
／
島
田
市
／
御
殿
場

市
／
西
伊
豆
町
／
松
崎
町
／
東
伊
豆
町
／

長
泉
町
／
湖
西
市
／
函
南
町
／
清
水
町
／

吉
田
町
／
川
根
本
町
／
小
山
町
／
南
伊
豆

町
／
森
町
／
河
津
町
／
裾
野
市

▼
北
海
道
檜
山
町
村
会
派
遣
職
員
（
４
月

1
日
～
５
月
７
日
）
＝
檜
山
振
興
局
／
江

差
町
／
上
ノ
国
町
／
厚
沢
部
町
／
乙
部
町

／
奥
尻
町
／
今
金
町
／
せ
た
な
町

▼
山
形
県
派
遣
職
員
（
４
月
11
日
～
８
月

１
日
）
＝
県
庁
／
村
山
総
合
支
庁
／
置
賜

総
合
支
庁
／
最
上
総
合
支
庁
／
庄
内
総
合

支
庁
／
新
庄
市
／
山
形
市
／
米
沢
市
／
南

陽
市
／
鶴
岡
市
／
酒
田
市
／
寒
河
江
市
／

長
井
市
／
天
童
市
／
村
山
市
／
尾
花
沢
市

／
山
辺
町
／
金
山
町
／
最
上
町
／
中
山
町

／
舟
形
町
／
西
川
町
／
朝
日
町
／
高
畠
町

／
真
室
川
町
／
川
西
町
／
三
川
町
／
小
国

町
／
白
鷹
町
／
庄
内
町
／
遊
佐
町
／
河
北

町
／
飯
豊
町
／
大
石
田
町
／
大
江
町
／
鮭

川
村
／
大
蔵
村

▼
北
海
道
池
田
町
派
遣
職
員
（
５
月
５
日

～
７
月
28
日
）

▼
青
森
県
南
部
町
派
遣
職
員

▼
秋
田
県
仙
北
市
駐
在
職
員

▼
長
野
県
千
曲
市
派
遣
職
員
（
５
月
16
～

30
日
、
６
月
８
～
14
日
、
６
月
21
～
７
月

４
日
、
７
月
19
日
～
８
月
５
日
）

▼
和
歌
山
県
和
歌
山
市
派
遣
職
員
（
７
月

１
～
31
日
）

▼
全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
（
５
月
21

日
～
７
月
10
日
）�

▼
埼
玉
県
支
援（
７
月
11
日
～
8
月
31
日
）　

久
喜
市
役
所
、
坂
戸
市
役
所

▼
日
本
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合
（
７
月

17
日
～
８
月
12
日
）

▼
日
本
社
会
福
祉
士
会
（
８
月
1
日
～
10

月
31
日
）

　

派
遣
職
員
ら
は
義
援
金
、
仮
設
住
宅
、

居
所
調
査
、
水
道
復
旧
、
復
興
計
画
作
成

な
ど
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
た
。

非
常
電
源
の
整
備

十
分
な
備
品
な
く
借
用

　

震
災
前
、
庁
舎
の
た
め
の
保
安
・
保
全

用
品
と
し
て
は
備
え
が
な
く
、
発
動
発
電

機
数
台
が
庁
舎
地
下
以
外
に
保
管
さ
れ
て

い
た
だ
け
だ
っ
た
。
稼
動
用
燃
料
（
ガ
ソ

リ
ン
）
の
備
蓄
も
少
量
だ
っ
た
。

　

震
災
対
応
（
時
系
列
）
は
次
の
通
り
。

　

３
月
11
日
＝
電
源
供
給
な
し
▽
12
日
＝

右
記
自
前
の
発
動
発
電
機
で
本
部
仮
設
電

灯
に
給
電
▽
13
日
＝
自
衛
隊
か
ら
発
動
発

電
機
と
燃
料
を
受
け
る
▽
15
日
＝
県
庁
か

ら
大
型
発
電
機
４
機
借
り
受
け
。
以
後
、

燃
料
を
自
衛
隊
か
ら
提
供
さ
れ
る
（
設
置

場
所
：
本
庁
・
山
田
高
校
・
山
田
南
小
・

大
沢
小
）。
本
庁
用
発
電
機
に
よ
り
電
算

機
主
要
サ
ー
バ
を
立
ち
上
げ
▽
16
日
＝
遠

野
市
か
ら
大
型
発
電
機
２
機
を
借
り
受

け
。
本
庁
地
下
駐
車
場
に
設
置
。
自
衛
隊

か
ら
車
載
発
電
機
を
借
り
受
け
。
町
民
課

窓
口
用
電
算
機
器
運
用
に
使
用
▽
18
日
＝

本
庁
地
下
駐
車
場
設
置
の
発
電
機
か
ら
庁

舎
電
灯
用
に
給
電
開
始
▽
22
日
＝
電
算
専

用
発
電
機
を
民
間
よ
り
リ
ー
ス
（
大
型
発

電
機
１
機
・
小
型
発
電
機
４
機
）
▽
24
日

＝
住
民
記
録
業
務
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
限

り
給
電
開
始
▽
28
日
＝
財
務
会
計
業
務
用

必
要
な
要
配
慮
者
に
つ
い
て
は
、
県
立
山

田
病
院
医
師
が
確
認
し
た
。
二
次
避
難
対

応
と
し
て
、
要
配
慮
者
収
容
の
た
め
に
福

祉
避
難
所
設
置
運
営
協
定
を
締
結
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
平
安
荘
」（
３
月
28

日
か
ら
）
と
高
齢
者
介
護
事
業
所
「
恵
み

の
里　

眺な
が
め望
」（
４
月
８
日
か
ら
）
の
２

カ
所
で
受
け
入
れ
た
。
福
祉
避
難
所
の
開

設
ま
で
は
上
豊
間
根
自
治
交
流
会
館
な
ど

で
、
要
配
慮
者
を
そ
の
家
族
と
共
に
ヘ
ル

パ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
保
健
師
ら
が
介

護
し
た
。

【
健
康
・
衛
生
管
理
の
観
点
か
ら
】

調
理
者
の
負
担
大
き
く

　

避
難
所
へ
の
食
材
の
提
供
は
、
避
難
所

か
ら
の
ニ
ー
ズ
や
、
避
難
者
に
見
合
っ
た

食
料
の
供
給
を
行
な
う
た
め
、
避
難
所
の

食
生
活
状
況
調
査
を
実
施
し
た
。
配
食
計

画
と
モ
デ
ル
献
立
を
作
成
し
、
食
料
物
資

の
計
画
発
注
・
配
送
を
行
な
っ
た
。

　

避
難
所
の
炊
き
出
し
状
況
は
、
豊
間
根

地
区
か
ら
お
に
ぎ
り
の
提
供
、
自
衛
隊

（
陸
・
空
）
か
ら
の
支
援
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
支

援
協
力
、
避
難
者
に
よ
る
自
炊
が
行
な
わ

れ
て
い
た
が
、
避
難
者
に
よ
る
自
炊
は
調

理
者
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
。

　

食
材
の
安
定
供
給
と
、
調
理
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
保
健
所
や
岩
手
県
栄

養
士
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
レ
ト
ル
ト

惣
菜
や
常
温
保
存
が
可
能
な
加
工
食
材
、

ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
牛
乳
な
ど
の
ル
ー
ト
開
発

を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
避
難
所
夕
食
用
の

弁
当
の
提
供
も
行
な
っ
た
。

　

配
送
し
た
食
材
の
活
用
を
図
る
た
め

「
食
べ
物
通
信
」
を
発
行
し
た
。
主
食
の

み
の
食
事
か
ら
「
主
菜
・
副
菜
」
が
付
い

た
内
容
に
な
り
、
昼
食
時
間
に

は
外
出
者
が
多
い
と
の
実
態
を

踏
ま
え
、
パ
ン
・
カ
ッ
プ
麺
な

ど
を
主
食
と
し
た
が
、
栄
養
面

を
考
慮
し
、
牛
乳
や
野
菜
ジ
ュ

ー
ス
、
果
物
等
を
提
供
し
た
。

　

避
難
所
ご
と
に
、
喫
食
し
て

の
感
想
・
意
見
・
要
望
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
県
に
申

し
入
れ
を
行
い
な
が
ら
対
応
し

た
。
夏
季
は
避
難
所
で
の
喫
食

ま
で
の
保
管
等
、
食
中
毒
予
防

の
喚
起
も
行
っ
た
。

　

衛
生
管
理
の
改
善
と
調
理
環

境
の
向
上
に
関
し
て
、
物
資
セ

ン
タ
ー
に
大
型
の
冷
凍
冷
蔵
庫

を
設
置
し
、
生
鮮
食
品
の
衛
生
的
安
定
供

給
が
可
能
に
な
っ
た
。
避
難
所
に
冷
凍
冷

蔵
庫
を
配
置
し
、
炊
飯
器
や
調
理
器
具
等

必
要
物
品
の
供
給
を
行
な
い
、
夏
場
に
は

保
冷
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
氷
の
配
送
も

し
た
。食
品
の
在
庫
状
況
を
確
認
し
発
注
・

配
送
を
調
整
し
た
。

　

衛
生
面
は
向
上
し
た
が
、
避
難
所
に
は

多
方
面
か
ら
支
援
物
資
が
届
い
て
お
り
、

収
納
・
保
管
が
し
切
れ
な
い
状
況
も
見
ら

れ
た
。
派
遣
栄
養
士
が
訪
問
し
、
在
庫
管

理
や
食
材
の
活
用
法
に
つ
い
て
支
援
し
な

が
ら
、
衛
生
管
理
に
力
を
入
れ
た
。

【
各
自
治
体
の
避
難
所
支
援
】

全
国
自
治
体
か
ら
派
遣
職
員

　

避
難
所
支
援
を
行
っ
た
全
国
の
自
治
体

な
ど
は
次
の
通
り
。

▼
盛
岡
広
域
振
興
局
（
３
月
27
日
～
８
月

28
日
）
＝
経
営
企
画
部
／
県
税
部
／
農
政

部
／
林
務
部
／
岩
手
土
木
セ
ン
タ
ー
／
農

業
振
興
室
／
農
村
整
備
室
／
普
及
室
（
盛

岡
・
八
幡
平
）
／
盛
岡
広
域
市
町
村
（
盛

岡
市
・
八
幡
平
市
・
雫
石
町
・
岩
手
町
・

葛
巻
町
・
滝
沢
村
・
紫
波
町
・
矢
巾
町
）

▼
秋
田
県
派
遣
職
員
（
３
月
下
旬
～
４
月

30
日
）
＝
農
林
水
産
部
／
議
会
等
／
鹿
角

地
域
振
興
局
／
北
秋
田
地
域
振
興
局
／
山

本
地
域
振
興
局
／
秋
田
地
域
振
興
局
／
鹿

角
市
／
大
館
市
／
北
秋
田
市
／
能
代
市
／

八
峰
町
／
小
坂
町
／
三
種
町
／
五
城
目
町

▼
和
歌
山
県
派
遣
職
員
（
４
月
30
日
～
５

月
21
日
）
＝
県
職
員
／
和
歌
山
市
／
海
南

町
／
橋
本
町
／
有
田
市
／
御
坊
市
／
田
辺

市
／
新
宮
市
／
紀
の
川
市
／
岩
出
市
／
紀

美
野
町
／
か
つ
ら
ぎ
町
／
九
度
山
町
／
高

野
町
／
湯
浅
町
／
広
川
町
／
有
田
川
町
／

大沢小学校の避難所で自炊する避難者ら（平成23年３月18日）
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燃
料
不
足

高
齢
家
庭
に
灯
油
配
給

　

震
災
で
太
平
洋
沿
い
の
石
油
元
売
各
社

の
製
油
所
が
被
災
し
、
生
産
が
中
止
と
な

っ
た
。
町
内
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
（
び

は
ん
ス
タ
ン
ド
２
カ
所
・
サ
カ
モ
ト
大
沢

ス
タ
ン
ド
・
佐
忠
ス
タ
ン
ド
・
宮
田
燃
料
・

丸
萬
ス
タ
ン
ド
・
漁
協
ス
タ
ン
ド
３
カ

所
）、
灯
油
販
売
店
が
被
災
。
ガ
ソ
リ
ン

に
つ
い
て
は
、
町
内
３
カ
所
（
サ
カ
モ
ト

船
越
ス
タ
ン
ド
・
荒
川
商
店
・
最
上
商
店
）

の
み
と
な
っ
た
。
連
絡
網
・
交
通
路
の
遮

断
に
よ
り
搬
入
で
き
な
い
状
況
が
長
く
続

い
た
。

　

平
成
23
年
１
月
に
岩
手
県
石
油
商
業
協

同
組
合
と
締
結
し
た
災
害
協
定
に
基
づ

き
、
被
災
を
免
れ
た
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

で
緊
急
車
両
に
優
先
的
に
給
油
で
き
る
よ

う
に
町
発
行
の
「
緊
急
車
両
給
油
券
」
を

発
行
す
る
と
と
も
に
、
不
正
給
油
を
監
視

す
る
た
め
町
職
員
を
配
置
し
た
。

　

国
土
交
通
省
、
自
衛
隊
か
ら
支
援
さ
れ

た
燃
料
（
灯
油
・
軽
油
・
ガ
ソ
リ
ン
）
を

災
害
対
応
車
両
に
優
先
的
に
給
油
し
、
高

齢
者
や
障
害
者
等
の
自
宅
避
難
者
に
対
し

て
は
灯
油
（
10
リ
ッ
ト
ル
）
を
配
給
し
た
。

安
否
情
報
の
集
約

公
表
方
法
め
ぐ
り
混
乱

　

各
避
難
所
か
ら
災
害
対
策
本
部
に
提
出

さ
れ
た
避
難
者
名
簿
デ
ー
タ
の
整
理
、
印

刷
等
を
行
っ
た
が
、
名
簿
作
成
へ
の
備
え

（
訓
練
等
）
が
な
く
、
避
難
所
ご
と
に
様

式
が
異
な
っ
て
デ
ー
タ
整
理
や
個
人
特
定

が
困
難
だ
っ
た
。
避
難
者
名
簿
公
表
に
関

し
、
公
表
方
法
の
事
前
取
り
決
め
が
な
く

混
乱
が
生
じ
た
。

　

安
否
確
認
の
た
め
の
居
所
調
査
お
よ
び

調
査
結
果
集
約
、
公
表
資
料
作
成
を
行
っ

た
。
結
果
を
基
に
行
方
不
明
者
数
を
災
害

対
策
本
部
へ
随
時
報
告
し
た
。
行
方
不
明

者
に
関
す
る
情
報
が
少
な
く
集
約
に
時
間

が
か
か
っ
た
。

　

行
方
不
明
者
の
安
否
を
尋
ね
る
来
庁
者

は
当
初
、
町
民
ホ
ー
ル
の
災
害
対
策
本
部

担
当
者
に
案
内
し
た
。
そ
の
後
指
示
を
受

け
て
庁
舎
内
の
警
察
受
付
部
門
に
案
内
先

を
変
更
し
た
。

遺
体
安
置
・
火
葬

他
市
町
村
が
火
葬
支
援

　

遺
体
捜
索
、
検
死
、
輸
送
、
身
元
確
認

は
警
察
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。

　

遺
体
安
置
所
の
収
容
能
力
に
限
界
が
あ

り
、
山
田
体
育
館
、
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
、

旧
県
立
山
田
病
院
、
保
健
セ
ン
タ
ー
他
数

カ
所
に
安
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、
遺
体
確

認
等
に
訪
れ
る
住
民
を
混
乱
さ
せ
た
。

　

山
田
町
斎
場
で
の
火
葬
は
１
日
当
た
り

の
人
数
に
限
度
が
あ
っ
た
が
、
県
や
他
市

町
村
、
火
葬
炉
メ
ー
カ
ー
の
協
力
を
得
た

こ
と
に
よ
り
順
調
に
火
葬
が
行
わ
れ
、
土

葬
せ
ず
に
済
ん
だ
。

　

火
葬
が
行
わ
れ
た
県
内
外
の
市
町
村
は

次
の
通
り
。

　
〈
県
内
〉
盛
岡
市
、
矢
巾
町
、
紫
波
町
、

一
戸
町
、
二
戸
市
、
九
戸
村
、
軽
米
町
、

久
慈
市
、
葛
巻
町
、
岩
手
町
、
八
幡
平
市
、

雫
石
町
、
岩
泉
町
、
宮
古
市
、
遠
野
市
、

釜
石
市
、
花
巻
市
、
北
上
市
、
奥
州
市

　
〈
県
外
〉
青
森
県
平
川
市
、
秋
田
県
仙

北
市
、
同
県
大
仙
市
、
同
県
男
鹿
市
、
同

県
田
沢
湖
町

医
療
活
動

避
難
所
で
イ
ン
フ
ル
蔓
延

　

発
災
直
後
か
ら
山
田
南
小
の
保
健
室
で

町
内
の
医
師
と
薬
剤
師
に
よ
る
救
護
活
動

が
行
わ
れ
た
。
離
れ
た
避
難
所
の
患
者
の

た
め
、
被
災
し
た
介
護
老
人
保
健
施
設
の

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
と
自
衛
隊
車
両
を
運
行
し

た
。

　

３
月
13
日
か
ら
全
国
約
１
２
０
の
医
療

機
関
の
支
援
を
受
け
、
急
性
期
か
ら
慢
性

期
ま
で
の
救
護
活
動
と
心
の
ケ
ア
を
行
っ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
一
部
に
限
定
し
て
供
給

開
始
。
中
央
公
民
館
へ
の
電
力
復
旧
。

　

４
月
６
日
＝
仮
設
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
（
受

電
設
備
）
運
用
開
始
。
本
庁
全
電
源
へ
給

電
開
始
（
エ
ア
コ
ン
除
く
）
▽
７
日
＝
余

震
に
よ
り
停
電
▽
８
日
＝
発
電
機
に
よ
る

給
電
開
始
。
た
だ
し
町
民
課
窓
口
限
定
。

午
後
４
時
電
力
復
旧
。
仮
設
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
運
用
再
開
▽
下
旬
＝
発
電
機
へ
の
燃
料

供
給
を
停
止
。

支
援
物
資
の
活
用

在
宅
避
難
者
に
定
期
配
布

　

物
資
の
調
達
先
は
岩
手
県
、
静
岡
県
、

他
の
自
治
体
等
が
主
な
も
の
だ
が
、
震
災

直
後
は
食
料
、
生
活
用
品
な
ど
総
じ
て
物

資
が
不
足
し
て
い
る
状
況
だ
っ
た
。
そ
の

後
、
岩
手
県
の
支
援
体
制
が
確
立
さ
れ
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
物
資
調
達
は
円
滑
に

行
わ
れ
た
。

　

物
資
の
集
積
場
所
は
中
央
公
民
館
を
主

と
し
、
旧
山
田
高
校
体
育
館
、
山や

ま

谷や

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
国
連
Ｗ
Ｆ
Ｐ
（
世

界
食
糧
計
画
）
仮
設
倉
庫
等
だ
っ
た
が
、

い
ず
れ
も
満
杯
だ
っ
た
。
集
積
場
所
が
数

カ
所
に
分
散
し
て
い
た
た
め
、
物
資
の
在

庫
状
況
把
握
が
困
難
だ
っ
た
。
い
ず
れ
の

集
積
場
所
で
も
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の

運
搬
機
械
が
使
用
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

物
資
の
搬
入
・
搬
出
等
を
人
力
で
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、相
当
の
時
間
を
要
し
た
。

支
援
要
請
を
行
っ
た
部
署
等
と
物
資
担
当

部
署
の
連
絡
調
整
が
う
ま
く
い
か
ず
、
物

資
搬
入
の
際
に
現
場
が
混
乱
し
た
。

　

物
資
の
仕
分
け
は
震
災
直
後
は
町
職
員

が
行
い
、
続
い
て
陸
上
自
衛
隊
を
中
心
に

町
職
員
、岩
手
県
職
員
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

で
大
ま
か
に
作
業
し
た
。
そ
の
後
は
中
央

公
民
館
の
物
資
セ
ン
タ
ー
で
取
り
扱
う
こ

と
と
な
り
、
岩
手
県
の
緊
急
雇
用
創
出
事

業
で
採
用
さ
れ
た
作
業
員
20
人
程
度
で
詳

細
な
仕
分
け
を
行
っ
た
。
震
災
直
後
は
従

事
者
が
少
な
く
、
十
分
な
仕
分
け
が
で
き

な
か
っ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
３
月
中
、
24

時
間
体
制
で
物
資
を
受
け
付
け
て
い
た

が
、
担
当
者
が
疲
弊
し
た
た
め
、
そ
の
後

は
日
中
に
開
設
し
た
。

　

避
難
所
へ
の
物
資
配
分
で
、
食
料
は
栄

養
士
が
作
成
し
た
配
分
計
画
等
に
基
づ

き
、
生
活
用
品
、
衣
料
等
は
ニ
ー
ズ
調
査

班
の
調
査
に
基
づ
い
て
行
っ
た
。
ま
た
、

自
宅
避
難
者
に
対
し
、
町
内
数
カ
所
で
食

料
品
な
ど
、
山
田
中
学
校
体
育
館
で
衣
料

を
そ
れ
ぞ
れ
配
布
し
た
。
食
料
の
配
分
で

は
災
害
対
策
本
部
、
栄
養
士
、
物
資
担
当

と
の
間
で
連
携
が
う
ま
く
取
れ
ず
、
配
分

作
業
に
支
障
を
来
す
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

避
難
所
へ
の
生
活
用
品
、
衣
料
等
の
配

分
は
、
各
避
難
所
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て

行
っ
た
が
、
避
難
所
で
イ
メ
ー
ジ
す
る
物

と
実
際
に
配
分
し
た
物
と
で
ギ
ャ
ッ
プ
が

生
じ
る
場
合
が
あ
っ
た
。

　

震
災
当
初
や
陸
上
自
衛
隊
派
遣
前
は
、

公
用
車
３
台
程
度
（
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
・

普
通
車
等
）
で
避
難
所
へ
の
物
資
（
主
に

食
料
）
の
配
送
を
午
前
と
午
後
の
２
回
行

っ
た
。
陸
上
自
衛
隊
派
遣
後
は
、
陸
自
車

両
（
７
、
８
台
程
度
）
を
主
に
、
午
前
中

は
避
難
所
へ
食
料
、
日
用
品
、
衣
料
等
の

物
資
を
一
括
し
て
配
送
、
午
後
は
町
内
数

カ
所
で
実
施
さ
れ
た
自
宅
避
難
者
へ
の
物

資
の
配
布
の
た
め
主
に
食
料
の
配
送
を
行

っ
た
。
陸
上
自
衛
隊
撤
退
後
は
、
ヤ
マ
ト

運
輸
の
車
両
（
最
大
５
台
）
等
で
業
務
を

行
っ
た
。

　

震
災
直
後
、
国
道
、
町
道
等

が
被
災
し
た
こ
と
に
よ
り
、
車

両
に
よ
る
物
資
の
配
送
が
困
難

だ
っ
た
。
公
用
車
が
被
災
し
た

こ
と
も
あ
り
、
相
当
数
の
車
両

を
確
保
で
き
な
か
っ
た
。

　

自
宅
避
難
者
ら
に
対
し
て
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ピ
ロ
テ
ィ
ー
で

３
月
17
日
～
５
月
31
日
の
毎
日

午
後
３
時
半
か
ら
救
援
物
資
を

配
給
。
集
積
所（
中
央
公
民
館
）

か
ら
一
般
配
布
用
と
し
て
配
分

さ
れ
た
救
援
物
資
を
大
ま
か
に

仕
分
け
し
て
種
類
ご
と
に
配
布

し
た
。

役場庁舎１階の町民ホールで公開された避難者名簿で
親族や知人を探す人々（平成23年３月17日）

中央公民館の「物資センター」に支援物資を運び込む
（平成23年３月30日）
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衛
隊
な
ど
他
の
機
関
で
の
搬
送
も
あ
っ
た

が
、
実
績
等
に
つ
い
て
把
握
で
き
て
い
な

い
。
発
災
当
初
は
避
難
所
か
ら
の
救
急
搬

送
（
津
波
に
よ
る
負
傷
者
）
や
、
慢
性
疾

患
の
患
者
が
多
か
っ
た
。
そ
の
後
特
定
の

避
難
所
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
急
性
胃

腸
炎
な
ど
感
染
症
患
者
の
搬
送
が
多
い
時

期
も
あ
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

多
岐
に
わ
た
っ
た
ニ
ー
ズ

　

発
災
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
付
け

は
、
医
療
系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
般
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
窓
口
が
健
康
福
祉
課
、
介
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
窓
口
が
社
会
福
祉
協
議

会
と
な
る
二
つ
の
受
け
付
け
方
法
を
取
っ

て
い
た
。
開
設
・
運
営
支
援
団
体
の
協
力

を
得
て
、
平
成
23
年
４
月
９
日
に
船
越
地

区
（
浦
の
浜
）
に
あ
る
Ｂ
＆
Ｇ
山
田
海
洋

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
、「
山
田
町
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
同
年
11
月

ま
で
開
設
。
武
道
場
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

宿
泊
所
、体
育
館
内
を
ニ
ー
ズ
受
け
付
け
、

マ
ッ
チ
ン
グ
、資
器
材
庫
と
し
て
活
用
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え

た
。
同
セ
ン
タ
ー
閉
所
後
は
「
山
田
町
社

協
復
興
支
え
愛
セ
ン
タ
ー
」
が
26
年
度
末

ま
で
活
動
を
引
き
継
い
だ
。

　

震
災
当
初
の
大
半
の
ニ
ー
ズ
は
一
部
倒

壊
家
屋
の
泥
か
き
や
、
敷
地
内
の
細
か
い

が
れ
き
撤
去
清
掃
だ
っ
た
。
他
の
ニ
ー
ズ

は
次
の
通
り
。

　

ニ
ー
ズ
調
査
▽
イ
ベ
ン
ト
準
備
・
補
助

▽
バ
イ
ク
修
理
▽
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
▽
草
刈

り
作
業
▽
ボ
ラ
セ
ン
内
清
掃
▽
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
へ
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
▽
慰
霊
祭
準
備

▽
電
話
接
続
手
伝
い
▽
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
避

難
所
）
▽
一
輪
車
パ
ン
ク
修
理
▽
仮
設
住

宅
物
資
運
搬
▽
避
難
所
で
の
散
髪
▽
引
っ

越
し
支
援
（
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
）
▽

サ
ロ
ン
・
カ
フ
ェ
活
動
▽
子
供
の
遊
び
相

手
▽
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
▽
物
資
荷
物
の

積
み
降
ろ
し
▽
土
の
う
回
収
▽
物
資
運

搬
・
搬
入
・
仕
分
け
▽
物
資
仕
分
け
作
業

▽
写
真
洗
浄
・
持
ち
主
返
却
▽
炊
き
出
し

た
。
医
療
チ
ー
ム
は
、
豊
間
根
中
、
大
沢

小
、
山
田
高
校
、
山
田
南
小
、
陸
中
海
岸

青
少
年
の
家
、
県
立
山
田
病
院
に
拠
点
救

護
所
を
設
置
し
て
活
動
す
る
と
と
も
に
、

避
難
所
を
巡
回
し
て
被
災
者
の
救
護
に
当

た
っ
た
。

　

４
月
15
日
か
ら
は
、
山
田
南
小
救
護
所

を
閉
鎖
し
て
保
健
セ
ン
タ
ー
に
本
部
救
護

所
を
設
置
、
休
日
・
夜
間
の
緊
急
対
応
を

行
っ
た
。
支
援
医
療
チ
ー
ム
の
方
針
に
よ

り
、
保
険
診
療
を
開
始
し
て
い
る
町
内
の

診
療
所
に
患
者
を
回
す
こ
と
で
、
支
援
医

療
か
ら
保
険
診
療
へ
の
切
り
替
え
が
ス
ム

ー
ズ
に
で
き
た
。
心
の
ケ
ア
チ
ー
ム
は
９

月
以
降
も
支
援
を
継
続
し
た
。

　

避
難
所
で
の
感
染
症
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
・
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
）
の
発
生
時
に
は
、

学
校
避
難
所
で
は
教
室
を
患
者
隔
離
室
と

し
て
使
用
、
隔
離
室
を
設
け
ら
れ
な
い
小

さ
い
避
難
所
で
は
地
区
集
会
所
に
患
者
を

隔
離
し
て
感
染
拡
大
を
防
い
だ
。

　

避
難
生
活
が
長
期
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
新
た
な
要
配
慮
者
も

あ
る
中
、
一
部
避
難
所
で
は
日
本

看
護
協
会
や
全
国
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
協
議
会
な
ど
か
ら
派
遣
さ

れ
た
看
護
師
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
昼
夜
に
わ
た
る
き
め
細
か
な

支
援
が
あ
っ
た
。

　

避
難
所
に
よ
っ
て
は
、
１
人
当

た
り
の
有
効
ス
ペ
ー
ス
が
極
端

に
少
な
く
、
身
体
を
真
っ
直
ぐ
に

し
て
寝
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

態
だ
っ
た
。
そ
の
中
で
の
感
染
症

の
予
防
は
困
難
を
極
め
た
。

　

発
災
直
後
は
津
波
に
よ
り
全

身
が
濡
れ
た
避
難
者
も
多
く
、
被

災
し
な
い
地
区
等
か
ら
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど

を
提
供
し
て
も
ら
い
、
何
と
か
し
の
ぐ
こ

と
が
で
き
た
。

　

県
内
外
の
保
健
師
チ
ー
ム
か
ら
毎
日
支

援
を
受
け
た
。
活
動
内
容
は
健
康
調
査
や

心
の
ケ
ア
、
受
診
患
者
の
搬
送
活
動
等
の

ほ
か
、
避
難
者
の
精
神
面
の
安
定
に
努
め

る
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
た
。

　

医
療
チ
ー
ム
間
の
情
報
共
有
を
図
る
た

め
、
山
田
南
小
救
護
所
で
医
療
調
整
会
議

を
毎
日
開
催
し
た
。
こ
の
会
議
に
町
内
の

医
師
も
参
加
す
る
こ
と
で
、
支
援
医
師
と

の
連
携
が
図
ら
れ
た
。

　

震
災
直
後
は
薬
品
の
不
足
が
大
き
な
問

題
だ
っ
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
が
拡
大
し
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
寸
前
ま
で
い
っ
た
避
難

所
が
あ
っ
た
。
支
援
医
療
チ
ー
ム
の
努
力

で
沈
静
化
し
た
が
、
そ
の
避
難
所
で
他
の

避
難
所
か
ら
人
を
集
め
た
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
て
い
た
。
他
の
避
難
所
へ
の
感
染

拡
大
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
何
と
か
拡
大
せ

ず
に
終
息
し
た
。

　

患
者
搬
送
は
発
災
当
日
、
山
田
消
防
署

救
急
隊
（
２
隊
）
の
み
で
対
応
し
た
が
、

翌
日
か
ら
は
緊
急
消
防
援
助
隊
（
秋
田
県

隊
）
の
応
援
を
得
て
患
者
搬
送
し
た
。
自

ボランティア受付人数と各種ニーズに対して派遣したボランティア人数

月

ボランティア受付件数 ボランティア派遣件数

個人
団体

総計 延べ件数 延べ人数
団体数 人数

 ４ 月 1,092 135 929 2,021 349 2,268

 ５ 月 514 196 2,429 2,943 635 3,589

 ６ 月 295 251 3,635 3,930 436 4,166

 ７ 月 244 251 3,780 4,024 450 4,449

 ８ 月 165 190 3,115 3,280 338 3,969

 ９ 月 113 125 1,764 1,877 187 2,169

10 月 113 118 1,755 1,868 180 2,041

11 月 77 78 1,027 1,104 122 1,198

計 2,613 1,344 18,434 21,047 2,697 23,849

大沢小学校の避難所に設けられた日本赤十字社の救護所
（平成23年３月18日）

山田町内救急搬送状況（３月分）　※患者搬送数

山　 田
消 防 署

緊急消防
援 助 隊

山　 田
消 防 署

緊急消防
援 助 隊

山　 田
消 防 署

緊急消防
援 助 隊

３/11 2 0 ３/18 8 6 ３/25 2 5
３/12 12 12 ３/19 13 4 ３/26 2 3
３/13 10 7 ３/20 8 6 ３/27 3 5
３/14 10 10 ３/21 8 7 ３/28 4 6
３/15 9 4 ３/22 3 5 ３/29 4 6
３/16 9 3 ３/23 1 8 ３/30 4 1
３/17 8 4 ３/24 1 6 ３/31 3 2

合 計 124 110

浸水した家屋で片づけを行うボランティアら（平成23年３月20日）
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補
助
▽
土
の
う
積
み
づ
く
り
▽
避
難
所
調

理
補
助
▽
電
気
設
備
点
検
▽
仮
設
住
宅
配

食
補
助

イ
ン
フ
ラ
の
被
害

６
千
戸
で
断
水

　
〈
道
路
〉

　

道
路
・
水
路
合
わ
せ
て
36
カ
所
約
４
億

円
、
橋

き
ょ
う

梁り
ょ
う６

カ
所
約
１
億
２
３
０
０
万
円

の
被
害
が
あ
っ
た
。
道
路
に
流
出
し
た
が

れ
き
等
に
つ
い
て
は
、
が
れ
き
処
理
事
業

で
対
応
し
た
。
被
災
し
た
道
路
、
水
路
、

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
主
に
災
害
復
旧
事
業

で
対
応
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
〈
上
水
道
〉

　

上
水
道
山
田
水
源
地
お
よ
び
織
笠
水
源

地
内
の
ポ
ン
プ
類
、
電
気
計
類
、
遠
隔
監

視
装
置
、
非
常
発
電
装
置
が
津
波
に
よ
り

浸
水
し
、
使
用
不
能
と
な
っ
た
。

　

管
路
施
設
は
大
沢
、
船
越
地
区
で
防
潮

堤
が
決
壊
し
て
陸
地
が
侵
食
さ
れ
、
配
水

管
が
５
０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
破

損
。
津
波
に
よ
り
大
沢
橋
、
織
笠
橋
、
旧

宝
来
橋
と
共
に
水
管
橋
や
添
架
し
て
い
た

導
水
管
、
配
水
管
が
流
失
し
、
古
川
橋
に

添
架
し
て
い
た
配
水
管
は
継
ぎ
手
部
か
ら

破
損
し
た
。
倒
壊
流
失
し
た
家
屋
の
給
水

管
が
破
断
し
、大
量
の
漏
水
が
発
生
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
、山
田
上
水
道
、

大
浦
と
小
谷
鳥
の
両
簡
易
水
道
が
給
水
す

る
地
域
で
合
わ
せ
て
６
千
戸
が
断
水
し

た
。
断
水
に
対
し
、
日
本
水
道
協
会
と
自

衛
隊
の
協
力
を
得
て
、
被
災
し
な
か
っ
た

豊
間
根
簡
易
水
道
か
ら
補
水
し
、
各
地
区

お
よ
び
避
難
所
に
給
水
車
で
応
急
給
水
を

行
っ
た
。

　

山
田
、
織
笠
両

水
源
地
の
機
械
類

は
復
旧
に
時
間
を

要
す
る
こ
と
か
ら

応
急
復
旧
工
事
を

行
い
、
停
電
の
た

め
山
田
水
源
地
に

発
電
機
を
設
置

し
、
発
電
機
の
あ

っ
た
織
笠
水
源
地

と
共
に
自
家
発
電

を
行
う
こ
と
で
配

水
池
に
送
水
を
始

め
た
。
併
せ
て
倒

壊
流
失
家
屋
の
給

水
管
の
止
水
作
業

や
、
配
水
管
の
仮
設
配
管
と
修
理
工
事
を

行
う
こ
と
で
、
順
次
各
地
区
に
給
水
を
開

始
し
た
。

　
〈
下
水
道
〉

　

下
水
処
理
区
域
（
船
越
・
大
浦
・
大
沢
）

の
処
理
場
と
中
継
ポ
ン
プ
場
が
津
波
に
よ

り
浸
水
し
、
機
械
電
気
設
備
が
損
壊
し
て

稼
動
停
止
と
な
っ
た
。

　

管
路
施
設
は
大
沢
、
船
越
地
区
で
防
潮

堤
が
決
壊
し
て
陸
地
が
侵
食
さ
れ
、
下
水

管
が
５
０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
破

損
。
処
理
区
域
内
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

24
カ
所
が
津
波
に
よ
り
引
込
柱
が
根
元
か

ら
倒
さ
れ
、
受
電
盤
と
制
御
盤
が
損
壊
し

た
。

　

船
越
処
理
区
で
は
前
須
賀
中
継
ポ
ン
プ

場
に
仮
設
の
沈
殿
槽
を
設
置
し
、
上
澄
み

を
消
毒
処
理
す
る
簡
易
処
理
に
よ
る
応
急

対
応
を
実
施
。
そ
の
後
に
施
設
の
応
急
工

事
を
行
い
、
被
害
を
受
け
て
い
な
い
処
理

場
に
送
水
し
て
通
常
処
理
を
行
っ
た
。
大

浦
処
理
区
の
処
理
場
は
復
旧
に
時
間
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
ユ
ニ
ッ
ト
式
の
処
理
施

設
を
設
置
し
通
常
処
理
を
行
っ
た
。
大
沢

処
理
区
の
処
理
場
に
つ
い
て
は
、
機
械
の

修
繕
、
部
品
交
換
な
ど
の
応
急
工
事
を
施

し
通
常
処
理
を
行
な
っ
た
。

　

管
路
施
設
に
つ
い
て
は
、
海
水
の
影
響

を
受
け
な
い
陸
地
側
（
民
地
）
に
下
水
管

を
仮
配
管
し
て
汚
水
を
流
下
さ
せ
、
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
に
は
仮
の
制
御
盤
で
電
源

供
給
し
て
稼
動
さ
せ
た
。

が
れ
き
処
理

早
か
っ
た
初
期
対
応

　

震
災
当
初
は
交
通
や
通
信
手
段
が
途
絶

え
、
建
設
業
者
へ
の
連
絡
が
取
れ
に
く
い

状
況
に
あ
っ
た
。
が
れ
き
処
理
は
被
災
規

模
が
甚
大
で
町
内
建
設
業
者
15
社
で
は
対

応
し
切
れ
ず
、
宮
古
市
内
５
社
・
県
外
業

者
５
社
、
自
衛
隊
の
応
援
を
得
た
。
最
初

に
幹
線
道
路
を
確
保
し
、
民
地
の
が
れ
き

撤
去
、
建
物
の
解
体
の
順
で
進
め
た
。
流

失
し
た
家
屋
の
所
有
者
の
確
認
に
時
間
を

費
や
し
た
が
、
県
内
外
の
自
治
体
の
協
力

も
あ
り
、
初
期
対
応
と
が
れ
き
撤
去
の
進

捗
は
比
較
的
早
か
っ
た
。
処
理
さ
れ
た
が

れ
き
の
推
計
量
は
48
万
２
千
ト
ン
に
及

ぶ
。

　

ま
た
、
発
災
か
ら
７
カ
月
後
の
10
月
、

船
越
公
園
周
辺
の
が
れ
き
仮
置
き
場
で
原

因
不
明
の
火
災
が
発
生
し
た
。
ヘ
ド
ロ
や

有
機
物
中
の
微
生
物
を
介
し
た
発
酵
に
よ

る
自
然
発
火
の
疑
い
が
濃
い
。

仮
設
住
宅

公
・
私
有
地
43
カ
所
に
建
設

　

当
初
、
町
内
43
カ
所
に
１
９
４
０
戸
の

応
急
仮
設
住
宅
を
建
設
。
平
成
23
年
６
月

１
日
か
ら
順
次
入
居
を
開
始
し
た
。

　

以
前
、
県
の
調
査
報
告
で
災
害
時
の
応

急
仮
設
住
宅
の
建
設
場
所
と
建
設
戸
数
に

つ
い
て
、
公
有
地
で
千
戸
程
度
の
建
設
用

地
を
想
定
し
報
告
し
て
い
た
。
し
か
し
、

今
回
の
被
災
規
模
が
あ
ま
り
に
も
大
き

く
、
ま
た
津
波
で
浸
水
し
た
箇
所
に
は
建

設
で
き
な
い
た
め
、
公
有
地
だ
け
で
は
要

望
戸
数
に
到
底
足
り
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

　

民
有
地
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、
予
定

戸
数
を
建
設
す
る
用
地
を
確
保
す
る
こ
と

平成26年３月まで船越公園周辺ががれき仮置き場となった
（平成24年１月６日）

断水のため、給水車が各地区を巡回した（平成23年３月27日）

応急仮設住宅建設戸数（当初）

位　　置 戸数 位　　置 戸数
町民グラウンド 174 船越多目的広場 46
大浦小学校前 58 織笠小学校 22
石峠橋付近 50 青少年の家林間駐車場 28
関口担い手センター 36 豊間根エフビー隣地 55
山田南小学校 35 旧長野団地 36
長崎二丁目（山田郵政官舎付近） 10 大浦漁村センター 20
県立山田病院付近 35 山谷コミュニティセンター 52
大沢小学校 31 関谷林業担い手センター 80
町民農園 26 家族旅行村芝生広場 30
旧タブの木荘跡地 50 山田町長崎四丁目 26
上徳漁具店付近 20 ちびっこ公園 16
旧長崎団地 29 猿神バス停付近 14
県北バス停北浜口付近 20 不動生コン付近（Ⅰ）（Ⅱ） 129
猿神農業担い手センター（Ⅰ）（Ⅱ） 141 旧平安荘 44
下水道処理場予定地 122 大和水産倉庫付近 24
浜川目コミュニティセンター 128 山田高校付近 27
わんぱく公園 10 赤松団地付近 24
浦の浜 108 希望ヶ丘団地向い 72
豊間根橋付近 18 山田町農村婦人の家付近 20
新田橋付近 6 平安荘隣地 21
関口児童館園庭 12 ㈱阿部組山田生コン付近 24
やまびこ公園 11

 合計 1940 戸

75 74
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は
で
き
た
が
、
更
地
の
民
有
地
が
少
な
い

上
に
敷
地
造
成
に
多
く
の
日
数
が
か
か

り
、
最
後
の
避
難
者
が
入
居
す
る
ま
で
５

カ
月
を
費
や
し
た
。

避
難
行
動
支
援

水
門
閉
鎖
後
、
避
難
誘
導

　

消
防
団
員
は
水
門
等
の
閉
鎖
活
動
を
優

先
し
、
閉
鎖
完
了
後
に
避
難
の
呼
び
掛
け

や
避
難
誘
導
を
実
施
し
た
。
消
防
団
の
犠

牲
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
そ
の
際
津
波
に
巻

き
込
ま
れ
た
。
車
両
広
報
や
肉
声
に
よ
る

避
難
の
呼
び
掛
け
と
避
難
誘
導
な
ど
を
行

い
、
高
齢
者
や
足
の
不
自
由
な
人
は
背
負

っ
て
搬
送
し
た
。
避
難
誘
導
、
呼
び
掛
け

に
応
じ
て
く
れ
な
い
人
も
い
た
。
車
両
に

よ
る
避
難
者
が
多
く
、
渋
滞
し
て
危
険
な

状
況
が
発
生
し
た
。

消
火
活
動

水
利
精
通
の
消
防
団
活
躍

　

火
災
は
大
沢
、
山
田
、
織
笠
、
田
の
浜

の
各
地
区
で
計
７
件
が
発
生
し
た
。
建
物

火
災
の
被
害
は
全
焼
５
５
４
件
、
半
焼
１

件
、
部
分
焼
７
件
だ
っ
た
。
林
野
火
災
は

山
田
と
田
の
浜
を
合
わ
せ
て
約
１
６
８
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
燃
え
た
。

　

山
田
消
防
署
の
消
防
車
両
１
台
が
田
の

浜
地
区
付
近
を
警
戒
中
に
津
波
に
の
ま
れ

て
大
破
し
た
が
、
乗
員
は
退
避
し
て
無
事

だ
っ
た
。

　

が
れ
き
を
中
心
に
障
害
物
が
多
く
あ
っ

た
が
、
水
利
部
署
等
が
迅
速
・
的
確
に
活

動
で
き
た
こ
と
は
、
地
元
消
防
団
員
ら
が

地
水
利
状
況
に
精
通
し
て
い
た
結
果
と
い

え
る
。
し
か
し
、
山
田
地
区
の
火
災
現
場

ま
で
の
ア
ク
セ
ス
は
林
道
し
か
な
く
悪
路

狭き
ょ
う

隘あ
い

だ
っ
た
ほ
か
、
市
街
地
の
進
入
路

が
複
雑
な
状
況
で
、
消
防
隊
や
応
援
の
消

防
団
が
到
着
す
る
ま
で
予
想
以
上
に
時
間

を
要
し
た
。
ま
た
、
陸
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
が
田
の
浜
地
区
の
林
野
火
災
の

消
火
活
動
に
従
事
し
た
。

くみ上げた海水で田の浜地区の林野火災の消火活動を行う
自衛隊のヘリコプター（平成23年３月31日）

完成した町民グラウンドの仮設住宅団地（平成23年５月19日）
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